















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









「なにが静養だ……」

　シュウ・ィエールは吐はき捨てるようにつぶやくと、読んでいた手紙を握にぎりつぶした。

　文言が頭の中で繰くり返される。




　［ィエール王国第三王子、シュウ・ィエール。そなたの病やまいは深刻であり、壁内イエールでの治ち療りようは不可能と判断した。よって壁外フロンテイアでの静養を命ずる。


国王ヨヒ・ィエール］






　がたん、と列車が揺ゆれた。思わず椅い子すの手て摺すりを摑つかむと、窓外が眼めに入る。

　昼間でもガス灯が光を放つ薄うす暗ぐらい霧きりの街。みっしりと乱立した煉れん瓦が造りの家屋。その狭せまい隙すき間まを列車はすり抜ぬけていく。

　シュウは自分を追い出した国を不ふ機き嫌げんそうに眺ながめた。

　車内には石炭の燃える臭においがかすかに漂ただよっている。

　眉まゆをひそめてずれたマスクを直そうとしたとき、喉のどにひりつきを感じた。

「ごほっ！」

　──まさか。

　一度咳せき込むと止まらない。苦しさに椅子から崩くずれ落ちる。臓ぞう腑ふからこみ上げるものを感じた。とっさにマスクを外す。

　ごぼり、と吐き出したものが、からんと床ゆかに落ちて転がる。

「大だい丈じよう夫ぶですかシュウさま！」

　向かいの座席に座っていたメイド服姿の女が、慌あわてて背中をさすった。

「悪いな……ベル」

「シュウさまの為ためなら、上の世話から下の世話までどんと来いでございます」

「上の世話ってなんだ……」

　二つほど年上の侍じ女じよ、ベルトリーチェは常に自分の職務に忠実だ。長い間一いつ緒しよに居るが、シュウは彼女の信念がぶれた瞬しゆん間かんを見たことがない。

　彼女の肩かたを借り、自身が吐き出したものを拾い上げると座席にもたれた。

「──これで三つめ。俺の命もあと十分の七ってわけか……」

　シュウは自じ虐ぎやく的な笑えみを浮うかべてそれを見つめる。




　──種のようだった。




　大きさは親指大ほど。ゴツゴツした殻からは植物のそれとなんら変わりない。

　ただ異常な事は人の口から吐き出されたものだということ。

　罹り患かん者はィエール全土で今のところシュウだけだ。

　列車は工場街にさしかかったところだった。煙えん突とつからは、煙スモツグが煤ばい塵じんと共に絶え間なく吐き出されている。

　──こんな病にさえかからなければ。

　大気を汚よごし続けるその鉄と煉瓦で造つくられた巨きよ大だいな建造物を、シュウは睨にらんだ。




「失礼します」

　前方の貫かん通つう扉とびらがノックされ、マスクをつけた護衛兵が入ってきた。

「あと数分でゲート駅ステーシヨンに到とう着ちやくします」

「そうか……。窓を開けて王城を見たいんだが」

「感染の恐おそれがある行こう為いは避さけて欲しいと医師から申し渡わたされておりまして……」

「この付近は工場街だろ。日中は人の往来もない。マスクもしている」

「シュウ王子、残念ですが……」

　護衛兵が眼を伏ふせたその瞬間、シュウはがばっと窓を開けた。

　身を乗り出すと王城に向かって、できる限りの声で叫さけぶ。

「この……父上のアホー!!　わからずやー!!　おたんこなす!!」

「王子!?」

「ベル！　そいつを俺に近づけるな、まだ言い足りん！　ヒゲカスー!!　ハゲヤロー!!」

「それ以上近づくとマスクを取って息を吹ふきかけますよ」

「なんとたちの悪いお人達だ……！　王子、窓をお閉めください、お願いします！」

　必死の形相に、さすがにシュウも気の毒になってきた。

「──ふん。わかった、わかった。……もう見えなくなってしまったしな」

　列車はカーブにさしかかり、うっすらと見えていた王城も霧の中にかき消えていた。

　──さよなら、我が家。

　シュウは工場の合間に見える、灰色の幕を見つめた。

　そこにあるはずの、王城わがやを。








第一章　壁かべの外へ
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「こんなにも分厚い壁だったとは……」

　シュウは窓外を流れる暗闇を眺めながらつぶやく。

　ここはィエール王国と外界を隔へだてる壁──長グレート城ウオールの壁の中である。

　先ほど、列車はゲート駅で一いつ旦たん停車した。国境警備隊が巨大な門もん扉ぴを開くと、列車は門をくぐり抜け、暗いトンネルの中へゆっくりとその身を滑すべり込ませたのである。

「かつてのィエールはそれだけモール族を恐れていたということでしょうか……」

　見るとべルトリーチェも流れる闇やみを見つめている。

　──モール族。

　ィエール王国……人類が長城建設を迫せまられた直接的な要因。

　文ぶん献けんによると彼らは異形の姿で特とく殊しゆな能力アースを使い、人類を追い詰つめたという。

　ィエールが壁を築いて二百年あまり。モール族は沈ちん黙もくを守っているが、同時に人類も壁の中からおいそれと出られなくなってしまった。

「……ベル。お前は壁外フロンテイアを見たことがあるか？」

「あると言うなら、わたしは大おお噓うそつきか、稀き代たいの犯罪者だということになります」

　シュウはその返しに笑う。

「小さいころ、いたずらをすると両親に言われたものだ……」

「「そんな悪さばかりしていると、壁の外に追い出されてバケモノに食われてしまうよ」」

　同時に言い、お互たがい顔を見合わせ笑った。

「実際に壁外追放の対象になるのは手に負えない犯罪者だとか。一度出れば二度とは戻もどれぬフロンティア壁外……」

　シュウはふん、と腕うでを組み、眉をひそめた。

「……俺はこの病の貴重な検体だというのに」

「わたしも納なつ得とくはしていません。王族を追い出すなど……」

　なんとも言えない敗北感が身を包む。

　シュウは自分の死を看み取とることになるだろう女を見つめた。

　薄暗い車両の中、暖色の室内灯は彼女の赤あか髪がみをオレンジに染めている。

　後ろで一つに結ゆわえられたボブカット。澄すんだグリーンの優しそうな眼。象ぞう牙げ色の肌はだ。

　頰ほおにはうっすらと残ったそばかすがある。

　身体からだは成長したが、髪とそばかすは幼い頃ころと変わらないままだ。

　自分が死んだ後の事を考えると彼女が不ふ憫びんでたまらない。

「すまないな……。俺はお前の未来まで奪うばってしまった……」

　ベルトリーチェは眼を丸くして首をふるふると振ふった。

「や、むしろわたしは大だい歓かん迎げいなんですが。な、なにせシュウさまと二人っきり……♥」

　頰を赤らめ、ぶへへへ、と鼻の下を伸のばしている。

「……お前、なんか楽しそうだな……」

　前言撤てつ回かい。

　シュウはそれ以上考えるのをやめて、ポケットから手帳を取り出した。

　先ほど出した種を子細に観察する。

「？　何をなさっているのですか？」

「俺は医者じゃないが、病について記録しておけば発見があるかもと思ってな」

「それで今まで出た種をお持ちに？」

　シュウは腰こしにぶら下げている革の小こ袋ぶくろに手をやった。

　中にはこれまでに吐はいた二つの種が入っている。

「この種は俺が知る限り、どの植物の種子とも似ていない。人の身体から種が出るなんて、俺はびっくり人間か。一体どういう過程を経て口から吐き出されるのか……」

　そこまで言って、はたと気付いた。

「……そうだ、もしかしたらフロンティアで何か手がかりがつかめるかもしれないな！」

「壁外にですか？」

「ああ、病の要因は外にあるかもしれない」

　そう思うとなんとなく心も軽くなる。

　手帳に書き込もうとした時、突とつ然ぜん周囲が明るくなった。

　列車がトンネルを抜けたのだ。

　シュウは窓を開けた。からりとした風が入り込んできて、伸びた前髪を揺ゆらす。

　窓外には広大な大地が広がっていた。

　人の姿は皆かい無む。

　二人はマスクを外し、乾かわいた空気を吸い込んだ。

「壁外がこんな荒こう野やだったとは驚おどろきです……！」

　ベルトリーチェが眼を見開き、感かん嘆たんする。

「ああ……！」

　シュウも生まれて初めて見るその光景に圧あつ倒とうされた。

　見み渡わたす限り、どこまでも続く赤茶けた荒野。周囲には渓けい谷こくや台地が点在している。風雨にさらされ削けずれたその奇き怪かいな岩がん塊かいは、何かのモニュメントのようだ。植物は少なく、景観の中では脇わき役やくにもなっていない。

　空を見上げた。この大地の組成経けい緯いを考えれば、天には灼しやく熱ねつの太陽と澄み切った青空が広がっているはずである。

　だが。

「こんなところまで広がっているとは……」

　壁内で排はい出しゆつされたスモッグは壁を越こえ、空を灰色で覆おおい隠かくしていた。

　晴れ渡っていれば、感動すら覚えただろうに。

　後方に眼を向けた。

　壁を外側から見るのも生まれて初めてだ。

　高さは４０～５０メートルほどだろうか。シュウたちがやってきた方向には巨大な門があり、レールはそこに吸い込まれ壁内へと続いている。

　その門から左右に、水平線の彼方かなたまで壁は築かれていた。

[image: ]

　一定の距きよ離りごとに門があり、そこから線路が荒野に向かって伸のびている。

　壁の所々に小さな穴が開いている。外敵を迎むかえ撃うつための銃じゆう眼がんだ。長きにわたり使われていないせいか、人の姿は見えない。

　その光景はどこか寂せき寥りようとした廃はい墟きよを思い起こさせた。

　故郷が遠くなっていく。

　いつまでも眺ながめていたい気持ちを振り切り、シュウは荒野に眼めを戻した。

　広い大地に思わず言葉が漏もれる。

「いくらでも植えられそうなのに……」

　乾かん燥そうに強い作物なら育つはずだ。トマト、小麦、豆類。

　畜ちく産さんだってこれだけの土地があれば……。

　ベルトリーチェがくすりと笑った。

「シュウさまはこんなときでも農作物のことを気になさっているのですね」

「土臭くさくて悪かったな。──しかし邪じや魔まだな。無ぶ精しようせずに早めに切っておけばよかった」

　シュウは風で眼にかかる前髪をうるさそうにはねのける。

「着いたら切って差し上げましょう。こう見えても刃は物ものの扱あつかいには慣れております」

「……そういえば、フロンティアでの静養先は決まっているのか？」

　そう尋たずねたとき、前方の車両で何かが光った。

　瞬しゆん間かん。

　大きな振しん動どうが列車を揺らし、二人は床ゆかにたたきつけられた。




「なんだ!?」

　シュウは椅い子すの手て摺すりに手をかけ、なんとか身体を起こした。

　すぐそばにベルトリーチェがうつぶせに倒たおれている。

「おいベル!?　大だい丈じよう夫ぶか！」

　抱だき起こすと彼女は何故か眼をつむったまま、んんん、と唇くちびるを突つき出した。

「ああ、苦しい。シュウさま、ここはひとつ人工呼吸をご所しよ望もう」

「よし大丈夫だな」

　シュウは手を放した。

　後頭部をしたたかに床に打ち付け悶もん絶ぜつした彼女は、

「ひどいですシュウさま」

　と、全く痛くなさそうに文句を言う。

「……お前の身体の丈夫さを忘れていた」

　その時、外から声が聞こえてきた。

「おい、まだ動いてるぞ！」「いつもと違ちがうな、やけに頑がん丈じような列車だ！」

　シュウは窓から顔を出し、前方を見すえた。

　シュウたちが乗っているのは４両編成の４両目、つまり最さい後こう尾びだ。先頭車両には煙えん突とつと石炭を燃やす火室があり、その後ろに運転室。次に炭水車が連結されており、その側面から煙けむりが伸びている。おそらく何かの爆ばく発はつ物で攻こう撃げきしたのだろう。傷ついているが破は壊かいされてはいない。軍仕様の護送列車だからか、思ったより装そう甲こうは厚かったようだ。

　その炭水車と並走するように、砂さ塵じんを巻き上げている一群がいる。

「!?　なんだあいつらは!?」

「馬……？」

　ベルトリーチェが眼を細めて呟つぶやいた。

　──違う。

　シュウは眼をこらした。

　それは見たことのない生き物だった。

　大きさは馬と同じくらいで四つ足だが、首が長く、ラクダのようなシルエットだ。顔はトカゲに似ており、爬は虫ちゆう類るいのような尻しつ尾ぽを揺らしている。

　なだらかな背中には鞍くらがつけられていて、その上には人が……。

　──いや、人ではない。

　シュウは異い形ぎようの馬に乗るその一群を見て息をのんだ。




「バケモノ……！」




　服装こそ見慣れた兵士の格好をしているが、姿形は人間とは何一つ同じではない。

　一つ目の猿さるの顔をした者、顎あごから大きな牙きばを生やした者、複数の腕を持つ者、尻尾が生えている者……。

　異形の馬に乗り、異形の風ふう貌ぼうで、異形の武器を携たずさえている。

　初めて見るが間違いない。

　ィエールを追い詰めた禍まが々まがしき存在。

　──モール族だ。

「なぜここに……！」

　心のどこかで伝説上の存在だと思っていた。背中をひやりとしたものが流れ落ちる。

　二人は青ざめて眼の前に現れた人類の天敵に見入った。




　発はつ砲ぽう音でシュウはハッと我に返った。

　炭水車の後方車両、１両目の窓が開き、警備隊が連発式ライフルを発砲している。

　モール族の一群は異形の馬を操あやつり、横っ飛びに避よけた。

「なんだ今の動きは!?」

　列車と並走する速度で横に飛ぶなど馬では不可能な動きだ。警備隊は撃ち続けるが、揺れる列車からでは命中精度が落ちるのだろう。

　当たらない。

「外から駄だ目めなら、中からだ！　乗り込め！」

　巨きよ体たいのモール族が叫さけんだ。首から上だけ骸がい骨こつ化しており、顔の骨格は大型犬のようだ。

　複ふく腕わんの男が手から何かを列車に投げた。

「糸!?」

　シュウはあんぐりと口を開けて叫んだ。

「気持ち悪い連中です」

　ベルトリーチェはおぞましいものを見る眼でモール族を眺めている。

　男が放った糸は列車の側面に貼はり付いた。異形の馬を飛び降り、蜘蛛くものように列車にとりつく。警備隊の銃を糸を飛ばしてからめ取ると、地面に放ほうり投げた。

「よし、今だ！」

　骨犬男の号令と共に次々とモール族は武器を構え、異形の馬から列車へ取りついてゆく。

「なんとデタラメな……！」

　ベルトリーチェは呆あきれたように叫んだ。

「あれがモール族の『能力』か……！」

　シュウは窓から車内に顔を戻もどし、前方車両に耳を澄すました。

　少しずつだが、銃と斬ざん撃げきの音が近づいてくる。

「こっちにくる……！」

　逃にげるか？　どうやって？　飛び降りるか？　いや、この列車の速度では無理だ。

　兵士の悲鳴が響ひびいた。

　呼吸が速くなり胸のあたりが冷えていく。

　──思考が停止する。

「シュウさまは後ろに！」

「ベル!?」

　ベルトリーチェがシュウの前へ出た。

　スカートをたくし上げ、太ももに巻いたホルダーからナイフを二本取り出す。

「ご安心を！　王家の使用人が一通りの武術をこなせるのは、このような時の為ためです！」

　ナイフを両手に構えた瞬間、前方の貫かん通つう扉とびらが轟ごう音おんと共にバラバラに吹ふき飛んだ。

「……なんだぁ？　物資なんかねぇじゃねぇか」

　入ってきたのはカエル顔のモール族だった。車両を見回し、あれ、と言った表情を浮うかべている。身長はそこまで高くない。１６８センチのシュウより少し低いくらいだ。見たところ武器も持っていない。

　……なら、どうやって扉とびらをあそこまで破壊した？

　シュウが疑問に思った時には、既すでにベルトリーチェはカエル男に突とつ進しんしていた。

「シュウさまはわたしが守ります！」

「おっと」

　ナイフをかわしたカエル男は、拳こぶしを振ふり上げた。

　ベルトチーチェが両のナイフを交差させ、放たれた拳を受け止めようと前に出す。

　カエル男の拳はナイフに食い込み、血しぶきをあげる──。

　はずだった。

　金属同士がぶつかり合う高い音が響き、ベルトリーチェは眼めを見開いた。

「な!?」

「へぇ。やるじゃねぇか、人間の女。俺の包丁を受け止めるとは」

　カエル男はにやりと笑った。

　ナイフに当たった拳が、窓からの光できらりと反射する。

「俺をカエルだと思っただろ？　舌でも伸のばすのが能力だと思ったか？　俺の能力はな、カエルなのに、四し肢しを刃物に変える能力なんだ！」

　ゲロロロロと笑い、ばっとシュウを見た。

「今のダジャレどう!?　何点!?」

　なんで俺に聞く。

「バケモノが大層に人間の言葉を喋しやべるなど……！」

　ベルトリーチェは眼を吊つり上げ、ナイフを押し込む。

　シュウは震ふるえそうになる足を拳で叩たたいた。

　──情けない、守られているだけなど……！

　何か武器になるものはないかと周囲を見み渡わたした時だ。

　あるものが眼に飛びこんできた。




　カエル男とベルトリーチェ、つばぜり合う両者の力は拮きつ抗こうしていたが、ついに押し込まれ、ベルトリーチェが体勢を崩くずした。

　がきん、とナイフがはじかれ床を滑すべる。

　その隙すきを逃のがさずカエル男が蹴けりをこめかみに撃うち込んだ。

「うぐっ！」

　ベルトリーチェは吹き飛び、窓に頭を打ちつけ、床に倒れた。

「ベル！」

　シュウは手にしたものを槍やりのように構え、カエル男の顔めがけて突き出した。

「おわっ」

　カエル男はとっさに避け、距きよ離りを取る。

「ははっ。やめとけやめとけ。お前手ェ震えてんじゃねぇかよ。怪け我がすんのがオチだぜ」

　両手を大げさに広げ笑う。

　シュウは自分の手元をちらりと見た。持っているのは、先ほどの振動で外れかかった鉄製の手摺りを、強ごう引いんに外したものだ。

「……確かにそうかもな。だがせめて一ひと太た刀ち浴びせなければ気がすまん」

　ベルトリーチェは意識がないのか、ピクリとも動かない。

「──うちの侍じ女じよを傷つけた罪は重いぞ」

　カエル男を睨にらむ。怒いかりが手の震えを止めてくれた。

「……人間の小こ僧ぞうが。一丁前にいい覚かく悟ごしてやがる」

　カエル男はすっと無表情になると、腕を再び刃は物もの化させる。

　二人は貫かん通つう路で対たい峙じした。

　シュウはじりじりとカエル男に近づいていく。

「俺の名前はエルカ！」

　唐とう突とつにカエル男は自分の名前を告げた。

「？」

「能力はさっき言った通りだ」

　エルカは右手を椅い子すに近づけ、すととと、と木製の手て摺すりを切り刻んだ。まるで大根ラデイツシユでも切ってるかのように抵てい抗こうなく刃はが入っていく。

「見ろ！　この包丁さばきをいたっ」

　刃物化していない左手を切ったようだ。血の出た指をくわえ、涙なみだ目めでシュウを見る。

「ち、ちなみに俺は料理人だ」

「知らんわ!!」

　なんだか力が抜ぬける。おかげで身体からだがほぐれるが。

「……お前馬ば鹿かなのか？　なんでわざわざ自分の能力をばらすんだ？」

「戦うときは自分の名前と能力を相手に宣言する。モールの戦士の誇ほこりなのさ」

「さっき料理人って言ったよな」

「ああッ!?」

　怒りの声を上げたときにはもう、シュウは飛び込んでいた。話に付き合う義理は無い。

　突つきを繰くり出す。エルカはその軌き道どうを読み、避けながら素す早ばやく刃は物もの拳けんを振る。

　その時、シュウは渾こん身しんの一いち撃げきを繰り出した。

「あっ、手摺りで手、すり剝むいた」

「ブ──────!!!!」

　エルカが思わず鼻水を飛ばして噴ふき出した。

　思った通りだ。こいつはダジャレに弱い。

　その一いつ瞬しゆんの隙を逃さず、刃物拳を棒で跳はね上げる。

「お……」

　エルカがバランスを崩した。

　一気に踏ふみ込み、素早い突きをみぞおちに食らわせる。

「ぐはっ！」

　がくりとエルカが膝ひざをついた。

「やった！」

　シュウの顔から一気に汗あせが噴き出す。追撃しようとした瞬間──。

　喉のどにひりつきを感じた。

「ごほっ!!」

　──こんな時に……!!

　苦しさに膝を折る。相手の立ち上がる気配にハっと顔を上げた。

　エルカが青筋を浮き立たせ、眼の前にいる。

「褒ほめてやる、人間の小僧。俺に一撃を食らわせるとはな」

　両の手を刃物化させるとこすり合わせた。ざらついた高い音が響く。

「ちょいと仕事の邪じや魔まなんで眠ねむっててほしかっただけなんだが……」

「ごほっ……。まだ……まだだ……」

　シュウは咳せき込みながらも、力を振り絞しぼって立ち上がった。

「こんな何の覚悟もないところで死んでたまるか!!」

「ああ？　何言ってんのか全然わかんねぇ」

　エルカが両拳を振りかぶった。シュウの首に狙ねらいを定める。

　駄目だ。身体に力が入らない。

「せめて苦しまず大地へ還かえしてやる!!」

　シュウの首が胴どう体たいに別れを告げようとした、まさにその瞬間。




「やめろ」




　という声と同時に後部の車両扉が吹き飛んだ。

　煙けむりの中から光を背負った人ひと影かげが入ってくる。

「姫ひめ様さま！」

　声を上げ、エルカは拳を止めた。

「姫……？」

　床ゆかに膝をついたまま、シュウは振り向いた。

　その姿は逆光でよく見えない。

　豊かな胸の膨ふくらみが、エルカが呼んだとおり女性であることを示している。

　何故なぜかその人影の周囲には羽根が舞まっていた。

　──なにものだ……？

　そのとき、ひときわ激しい咳せきと共に四つめの種が吐はき出された。

　震える手で床に転がった種を拾おうとするが、何者かの足に遮さえぎられる。

　見上げたシュウの眼に先ほどの女の姿が映った。

　風が窓から吹き込み、女の髪かみを揺ゆらす。

　肩かたまで伸びたその髪の毛先から、羽根が舞い散った。

　女の髪は途中から毛先に向かって、羽毛に変化している。

　吹き込む風に髪がはためき女の顔はよく見えない。

「バケモノの……姫……」

　一瞬、風がやんだ。

　だが、シュウはついにその顔を見ることはかなわなかった。

　舞い散る銀羽根の中、闇やみが意識を飲みこんだ。




　　　　２




「……いますぐにでも農地周辺にある工場の稼か働どうを抑おさえるべきです！」

　これは……夢か？

　シュウはぼんやりと、激げつ昂こうする自分自身を見つめていた。

　追放される二週間ほど前。その夕食の場だ。

　父である国王ヨヒ・ィエールと、兄のムウ・ィエールは、それぞれ顔をしかめてマッシュポテトを咀そ嚼しやくしていた。

　──そういえば、何をそんなに必死になっていたんだっけ？

「シュウ、それも拡張した土地に工場を移設すれば問題は解決できよう」

　ヨヒの言葉に過去のシュウはうんざりした様子で下を向く。

「……ではいつ壁かべは拡張されるのですか？」

　──ああ、そうだった。シュウは事の経けい緯いを思い出す。




　モール族の侵しん攻こうから逃れたィエールは、人口増加により深刻な領地不足を招いた。

　三方を太古の昔より不ふ可か侵しんとされる神々の山脈アヴアルに囲まれたィエールは、自らが築いた箱庭で危機に瀕ひんすることになったのである。

　食料の枯こ渇かつ、失業者の増加、衛生問題。

　そこでヨヒが打ち出した政策……──それが壁の拡張だった。

　必要な資材を作るため工業化を推おし進め、工場が建ち並んだ。失業者は大おお幅はばに減り、蒸気機関車が発明され、交こう通つう網もうが発展。副産物として食料加工の技術も開発された。

　一つの政策が人類を革新の時代へと導いたのである。




「気持ちはわかるが、父上はこの国を建て直したのだ。もう少し褒めてやりなさい」

　ムウが父を擁よう護ごした。

　──しかし、拡張工事が始まって十五年、壁の基き礎そすら完成していない。その間、工場はスモッグを排はい出しゆつし続け、深刻な水質汚お染せんを引き起こしたのである。土ど壌じようは汚染され、農作物には煤ばい塵じんが降り積もり、人々に健康被ひ害がいを及およぼした。

　このままではィエールは自らの手で国を滅ほろぼしてしまう。

　寄宿学校で農学を専せん攻こうし、農地を目まの当たりにしたシュウはそう思った。

　田畑が灰色に染まっている光景は悲ひ惨さんと言うよりほかなかったのである。

　そこでヨヒに直じか談判しようと、休きゆう暇かを利用して二年ぶりに帰ってきたのだが。




「今日は疲つかれた。シュウ、久しぶりに話せて嬉うれしかったぞ」

　ヨヒはぐったりとして白く伸のびた顎あごひげを撫なでると、話を打ち切った。

　そして食事もそこそこに出て行ったのである。

「父上！」

　過去のシュウは父が去った扉とびらを睨にらんでいたが、やがて自分も立ち上がった。

「し、シュウさま」

　待機していたベルトリーチェが慌あわててついてくる。

「ご挨あい拶さつできずに申し訳ございません。大きくなられて……。これからいずこに？」

「ベルか。二年ぶりだな。俺の方こそバタバタしていて……。お前も随ずい分ぶん……」

　巨きよ大だいすぎる胸に釘くぎ付づけになる。身長はシュウが追い越こしたが、彼女は二年ぶんの栄養をすべて胸の膨らみに回したようだ。

「たわわに実っちまって……」

　思わず口にしてしまった事は後こう悔かいしている。

　ベルトリーチェは薄うすい微笑ほほえみを浮うかべたまま首をかしげた。

「はい？」

「い、いや！　少し汗を流す。お前はついてこなくていい」

　──それからどうしたか。

　確か、王城の稽けい古こ場ばで一人、槍やりを振ふった。やり場のない怒いかりをはらうように。

　そうしているうちに誰だれかが入ってきた。

　シュウの意識は飛ぶ。




「あいかわらず良い槍捌さばきだ！」

　久しぶりに交えるか、と言ったのは兄だった。

　ィエールの王族は幼い頃ころから武術を学ばされる。

　剣けん術じゆつが主だが、シュウは剣の間合いが好きではなかった。

　一定の距きよ離りを保ち、視界を広く捉とらえられる槍の方が性しように合っていたのである。

　最初に仕し掛かけたのはムウだった。

　攻こう撃げきは最大の防ぼう御ぎよ。どんなときでも前に出て矢や面おもてに立つ長兄らしいスタイル。

　対してシュウは常に相手の出方を見み極きわめ、隙すきをつく守りの戦法。

「シュウ、この国も一枚岩ではない。父上には敵も多い。お前もわかっているはずだ」

　ムウが槍を突つき出しながら諭さとしてきた。




　ィエール王国では、王家が三つに分かれそれぞれの領地を統治している。

　最も血が濃こいィエール家が代々国を統すべてはいるが、諸しよ侯こうたちは常に問題ごとを持ち込んでくる。

　自分たちこそが、国を統べるにふさわしい器うつわだと言いたいわけだ。

　特に壁の拡張計画に対する王政府への非難は多い。

　民衆や諸侯達の中には壁を神聖視する一派がまだ根強く残っているからだ。

　その声は年々高まり、国には不ふ穏おんな気配が漂ただよっている。

　ヨヒにとって、計画にマイナスとなる要素をこれ以上増やすわけにはいかないのである。




「ですが、石炭を主な燃料とする今の産業は周辺への被害が大きすぎる！」

　シュウが攻撃を受け流しつつ、槍を繰くり出したその時。

　臓腑からせり上がるものを感じ、激しく咳き込んだ。

　──そうだ、これが最初の種だった。

　ごぼりと口から種を吐き出したシュウに、ムウが慌てて駆かけ寄る。

　意識を失う直前、驚きよう愕がくに歪ゆがんだ兄の顔が印象に残っている。

　まさか、これが今こん生じようの別れになろうとは。




　目覚めた時、シュウは王城の地下にいた。こぢんまりとした部屋に鉄製の扉。外から施せ錠じようされ、出られないようになっていた。ヨヒもムウも訪おとずれては来ず、扉の受け渡わたし口から手紙が一通、寄越されただけである。

　そこには短いセンテンスで、療りよう養ようするように、と書かれてあった。

　毎日違ちがう医師がシュウを診しん察さつした。十人目が来たときだ。頭の中にある思いがよぎった。

「助からないのか……？」

「いえ、王子、そんなことは……」

　医師は慌てて首を振った。

「誰も言わないが、さすがに分かる。隔かく離りされているということは、伝染うつるのか？」

「……口から種を吐き出す以外は熱もなく、体調に変化もありません。古い書物に少しだけ記述されている伝説の病なのです。症しよう例れいもない」

「──俺は死ぬのか？」

　どうせならはっきりと教えてほしかった。

「記述では種が十個出た時が最後だと……」

「そうか……」

　シュウは呟つぶやいた。

「──死ぬのか」

　その声はまるで別の誰かが喋しやべっているように聞こえた。

　次の瞬間、喉のどに不快感を感じて咳せき込んだ。

　医師が椅い子すから転げ落ちる。

　怯おびえた表情で素早く器具を鞄かばんにしまうと、扉に駆け寄った。

「あ、開けてくれ！　助けてくれ！」

　錠を外す音がして、扉が開いた瞬しゆん間かん、「ぐぎゃ！」と悲鳴が聞こえた。

「!?」

　顔を上げようとすると胸に激痛が走る。

「ごぼっ！」

　二個目の種を吐はき出した。

　種が床ゆかを滑すべる。眼めで追うと、何者かの足が見えた。

　白いストッキングに黒のストラップシューズ。

　ベルトリーチェだった。

「大だい丈じよう夫ぶですか……シュウさま！」

　彼女はシュウの隣となりに座り込むと、背中を優やさしくさすった。

「お、おま、なんでここに……！　どうやって入った？」

　扉の奥で守衛が倒たおれていた。部屋へと続く短い階段には白目を剝むいた医師。

「……医者は関係ないだろ」

「大丈夫です。みね絞しめです」

「そんな言葉あるか」

　医師と守衛に同情する。

「それよりベル、お前……病やまいがうつるかもしれないんだぞ！」

「苦しんでいるシュウさまのおそばに居らずしてなにが侍じ女じよですか」

「死ぬかもしれないんだ！　治す方法はないんだぞ!?」

「我が家は代々ィエール家に仕える家系です。主君に人生を捧ささげるのが家訓」

　彼女は微笑み、かしずく。

「このベルトリーチェ・バトン、覚かく悟ごの上です」

「……っっ!!」

　堪こらえていたものが噴ふき出す。

「わははははっ！」

　思いっきり泣きながら笑った。ベルトリーチェはきょとんとしている。

「あ、あの、シュウさま？」

「い、いや悪い、つい……！」

　どうもこの侍女は、落ち込む時間も与あたえてはくれないらしい。シュウは感謝した。

　とにもかくにも彼女と接している間は死の恐きよう怖ふから逃のがれられたからだ。

　だが、少しだけ上向いた気分は三日ともたなかった。




「壁外での静養を命ずる……か」

　シュウは扉越しに届けられた父からの手紙を読んで、呟いた。

　ベッドに腰こし掛け、しばし呆ぼう然ぜんとする。

　そこまでの病なのか。

　そばに控ひかえていたベルトリーチェが思わず口を開いたが、結局何も言わなかった。

　病の事が諸侯たちに知られたら、王の立場が危あやうくなるからだろう。

　ヨヒはなにも冷れい徹てつな男ではない。むしろ政まつりごとにおいては甘いともされる人物だ。

　父の気持ちを考えると恨うらむに恨めぬ。

「わたしもシュウさまにお仕えしてフロンティアに行くようにと。感染している恐おそれがあるのでしょう」

　彼女はもう一通の手紙を取り出した。

「なに？　……だめだ、そればっかりは拒きよ否ひする！」

　ィエールでは壁が『人間』と『人間でないもの』をわける分ぶん水すい嶺れいなのだ。

　それゆえ壁から一歩でも外に出れば、再び壁内に戻もどることは許されない。

　つまり、父の命令は静養という名の国外追放である。

　だが彼女は微笑んだ。

「お心こころ遣づかい感謝いたします。ですが後悔はありません」

「ベル……」

　シュウの心にふつふつとやり場の無い怒りが湧わき上がってきた。

「……壁外行きは断るぞ」

「……はい？」

「医師がさじを投げたのなら自分で治ち療りよう法を模も索さくするまでだ。行くぞベル！」

　扉とびらをばんばんと叩たたいた。

「し、シュウさま、落ち着いてください！」

　ベルトリーチェが慌あわててシュウを羽は交がい締じめにする。

「離はなせベル！　直接父上に直じか談判する！　開けろ守衛！　聞こえてるんだろ！」

「申し訳ございません、シュウさま！」

「？　なにが……？」

　振り向こうとしたとき、首をきゅっと絞しめられた。




　　　　３




「ベル────!!」

　がばりと起き上がると、眼の前にはベルトリーチェの顔があった。

「おわあっ!!」

「わたしの名前を連呼して一体どんな夢を♥　ベルトリーチェ、幸せでございます♥」

　いやん、と顔を赤らめ両頰ほおに手を当てる彼女の首をきゅっと絞めた。

「今まで忘れてたが思い出したぞ！　お前が俺を気絶させなきゃこんなことには……！」

「そ、それは違います！　ああ、でもご主人様に首を絞められるのも素す敵てきすぎィ！」

　あほらしくなって手を離した。恍こう惚こつに浸ひたっているベルトリーチェを放ほうって、はたと周りを見み渡わたす。ようやく自分がどこにいるのか気がついた。

　馬車の中だ。

　シュウは幌ほろを開け、外を見た。

　夕刻の荒こう野や。赤茶けた大地はオレンジ色の光に染まっている。

　二頭の馬の手た綱づなを握にぎる御ぎよ者しやがじろりとシュウを見た。

　鋭するどい目つきの黒いスーツを着た初老の男。病の事を知っているのか、マスクをしている。

　シュウは黙だまって会え釈しやくすると、幌の中に引っ込んだ。

「一体何があったんだ？」

　シュウの問いにベルトリーチェは経けい緯いを話した。




　彼女が眼を覚ましたとき、列車は止まっていたという。モール達はその場におらず、別の車両から言い争っている声が聞こえた。彼女はとっさにシュウを抱かかえて列車を飛び降りたらしい。モール族は追ってこなかったという。線路沿いを駅に向かって歩いていると、迎むかえの馬車がやってきた。予定時刻を過ぎても列車が到とう着ちやくしなかったためだ。

　シュウを抱えて歩くのは骨が折れただろう。しかし彼女は涼すずしそうな顔をしている。

　昔から人並み外れた怪かい力りきの持ち主だったが、この二年で更さらに磨みがき上げられたようだった。

「列車にいた兵士達は皆みなやられてしまったんだろうか……？」

「なんとも……。荷物も置いて行かざるを得ませんでした。あのバケモノたち、今度会ったときは必ず殺してやります」

　物ぶつ騒そうなことをさらりと言う。

「あれがモールか……」

　思い出すと身み震ぶるいが走る。人語を話す恐るべき異い形ぎようのもの。

　だが、最後に現れた女のシルエットはかぎりなく人間に近かったような気がする……。

「あ」

　はっとして腰こしにつけた小こ袋ぶくろの中身を確かめた。

　あの時吐き出した種。確か拾おうとしたとき、モールの女が……。

　三つ。やはり一つ足りない。

「……ちゃんと調べたかったが……」

「何か？」

「いや、なんでもない。ところで、目的地はどこなんだ？」

　ベルトリーチェは胸むな元もとから手紙を取り出した。

「お役人様からの指示書によりますと、ドレッドタウンという街の近くにある古城が目的地なのですが……」

「街だって？」

「あ、見えてきましたよ」

　シュウは慌てて馬車から身を乗り出した。

　確かにそこには街があった。

　木と木の間に吊つるされた看板に『ドレッドタウン』と書かれてある。

　その看板を抜ぬけると、舗ほ装そうされていない道に沿って家屋が並んでいた。

　人通りは多く、馬に乗っているものや荷物を抱え歩く人など様々である。

「こんなにたくさんの人がいるのか……！」

「思ったより大きい街ですね……！」

　ベルトリーチェも驚おどろいた様子で通りを歩く人々を見つめている。

　建物はほとんどが木造で平屋が多い。

　通りに面した家屋には、ほぼすべて看板がかかっている。宿屋とおぼしき看板やダイナー、ギャンブルホールもあった。街の中心には駅舎が建っており、線路が左右に伸のびている。そして駅の向こう、街から少し離れたところには小高い山が見えた。

　二人はしばらくの間、言葉もなく街の様子を眺ながめていた。

　人々の眼めはギラギラと飢うえたように光っており、腰にガンベルトを着けている者もいる。

「ここにいるのはみな、ィエールを追放された者達なのか……？」

「そのようです。……王政府からは街に着いたらゲイルという男の指示に従うようにと」

　ベルトリーチェは御者を眼で指す。

「ゲイル？」

　会話を聞いていたのか、御者がシュウたちに顔を向けた。

「大変申し上げにくいのですが、彼は今日お会いすることは出来ません。何かと忙いそがしいお方でして。わたしめが代わりに古城までの案内を仰おおせつかりました」

「おそらくこの街を仕切っている人物でしょう。少し伺うかがったのですが……」

　ベルトリーチェは折りたたまれた紙を広げた。

「これは……地図じゃないか！　どこで手に入れた？」

　ベルトリーチェはちらりと御者に眼をやった。彼から貰もらったのだろう。

　彼女は指で地図を示しながら、

「壁の正門からまっすぐに伸びた線路、これをフロンティアラインと呼んでいるようです。ラインにはいくつかの駅と街があって、ここは壁から一番近い街ですね。──なぜこの地点に作られたかというと、あるものが採さい掘くつされるからです」

　シュウはハッとした。ここに来るときに見たあの山は……。

「鉱山……石炭か！」

　ベルトリーチェは頷うなずいた。

　約二十年前、追放者達が石炭を掘ほり当てたらしい。それを知った王政府は壁外にレールを敷しき、石炭を運ぶ流通ルートを作り上げたという。それまで過か酷こくな荒あれ地で食うや食わずの生活をしていた追放者達は石炭を掘るために集まり、街が作られた。

　フロンティアは物資の援えん助じよを受け生活ができるようになり、一方、ィエールは新たなエネルギー資源を得て発展したというわけだ。

「そんなこと俺だって知らなかったぞ!?」

　壁の拡張工事をしているのだから、ちょっとした宿場は有るだろうと思っていたが……。

「おそらくこの事実を知っているのは王政府でも中ちゆう枢すうのみでしょう」

　ベルトリーチェは苦々しい表情を浮うかべた。

「今や街はフロンティアラインだけではありませんよ」

　御者がふいに口を開く。

「東西にレールは延び、大小合わせて二十ほどの駅と街があります」

　その口調はどこか誇ほこらしげだ。目め尻じりにしわが寄る。

「ィエールにおけるフロンティアの石炭供給量は全体の何パーセントだと思いますか？」

「？　半分くらいか？」

「八十パーセントです」

　二人は眼を見開いた。それでは資源をほぼフロンティアに頼たよっていることになる。

　シュウは何故なぜ、王政府が徹てつ底ていして隠いん蔽ぺいしているのかがわかった気がした。

　追放者はィエールにとって忌いむべき存在だ。自分たちの生活が犯罪者によって成り立っていることなど民たみには知られたくないのだろう。

「石炭だけではありません。金、銀、鉛なまり、銅……。壁かべの拡張工事もフロンティアの発展があったからこそ、実現可能になった計画なのですよ」

「なるほど、それで新天地フロンテイアというわけか……」

　シュウは唸うなった。

　あのタヌキ親おや父じめ。

　ヨヒは、壁を拡張する事でフロンティアラインを壁内に取り込むつもりなのだ。そうすれば領地不足を解消し、資源も名実共にィエールのものにできる。だが、壁が拡張されればフロンティアの民は再び壁外に追い出されるだろう。

　彼らはそれを知っているのだろうか。

　シュウは街の人々を眺めた。

　通りの片かた隅すみでは瘦やせこけた少女が花を売っている。

「だが、あまり豊かとは言えないようだ……」

「ここは開かい拓たく者の街。ルールはたったひとつ。何かを手に入れたくば己おのれの力で開拓せよ、です。この不ふ屈くつの精神をわたしたちはフロンティア・スピリットと呼んでいます」

　御者がシュウの気持ちを察したように言う。

「聞こえはいいが不快だ。己の力で開拓できぬものはどうする？　死んでいくだけか」

　彼は少し笑っただけだった。一いつ矢し報むくいるつもりで言ったのだが。

　風が砂すな埃ぼこりを巻き上げ、枯かれたタンブルウィード回転草が乾かわいた地面を転がっていった。




　古城は街から少し離はなれた森に、ひっそりと隠かくれるように佇たたずんでいた。

　もう夜である。シュウはランタンであたりを照らして絶句した。

　あちこちが崩くずれ、庭の草も伸び放題だ。

「古城と言うよりは廃はい墟きよと呼んだ方が正しいですね……」

「静養する前に修しゆう繕ぜんが必要だな」

　まったく、何から何まで散々である。

「ん？　あの城は……？」

　暗くら闇やみの中、眼をこらした。古城の奥に湖がある。その湖の向こうにもう一つ、城のシルエットがうっすらと見えた。

「かつては橋で繫つながっていたようですね」

　ベルトリーチェも眼を細める。確かに、湖に橋らしき残ざん骸がいが沈しずんでいるのが見えた。

「向こうは老ろう朽きゆう化かが進んで住むには適していません。近づかない方が良いでしょう」

　声に振ふり返ると、御者は帰ろうとしているところだった。慌あわてて引き留める。

「一つ聞きたい。このフロンティアで最近、流行病にかかったものはいるか？」

「王子のような病は今のところ聞いておりませんな」

「そうか……」

　何か手がかりがつかめればと思ったのだが。

「ありがとう。ゲイルとやらにも感謝を伝えてくれ」

「伝えておきます。……ああ、そうだ。その腕うで輪わは外しておいた方が良いでしょう。衣い装しようも着き替がえた方がよろしい」

　彼はシュウの右腕に塡はめている腕輪を指さした。

「？　どうしてだ？」

「王族の刻印があります。ここにはィエール家に恨うらみを持つものも多い。気をつけた方がよろしいかと……。郷に入れば、ですよ」

　そう言うと馬に鞭むちをくれる。二人は馬車を見送った。

「……独特な気配のある男だったな」

「一体どんな罪を犯おかしてフロンティアに来たのでしょうね……」

　やがて彼は夜の闇やみに溶とけていった。
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　古城での生活を始めて一週間ほど過ぎた頃ころ。あいかわらず曇くもっているが、心ここ地ちよい風が吹ふく昼下がり。シュウはバルコニーに出したベッドチェアで横になっていた。

　ベルトリーチェがせっせと城の改装や設備の復旧に励はげんでくれたおかげで、来たときに比べると大分暮らしやすい。彼女は今、街に買い出しに出かけている。ィエールを出るときに王政府から金をたんまりといただいたらしい。

　シュウは城を出ることなく日々を過ごした。ベルトリーチェに懇こん願がんされたからである。

「お身体からだに障さわりますし、フロンティアは危険な輩やからも多いですから……」

「けどこれじゃ王城の地下と変わんないじゃないか。軟なん禁きんだ軟禁」

　不満を口にしたが、ベルトリーチェは頑がんとしてきかなかった。

　──フロンティアと病に関係性があるか調査したかったのに、がっかりである。

　そういうわけで暇ひまを持て余あましたシュウは、ふて寝ねをすることにしたのだ。




　うとうととしかけたときだ。

　かすかに歌が聞こえた。澄すんだ、透とう明めい感のある声。

　一体どこから、だれが歌っているんだろう？

　身体を起こすと、周りを見み渡わたしてはっとした。

　バルコニーのテーブルに種が置いてある。記録をまとめようと持ち出していたものだ。

　その種がうっすらと白く発光していた。

　あわててテーブルに近寄り観察する。そっと手に持ってみた。熱くはない。弱々しい光は今にも消えそうだ。小こ袋ぶくろの中の種も調べてみると、同様に発光している。

「いつからだ……？」

　今までこんな現象が起きたことはない。

　──まさか、この歌と関係があるのか？

　確証はまったくない。だが、唯ゆい一いつの手がかりかもしれない。

　シュウは耳を澄ました。外からではない。

　声は中から聞こえてくるようだ。

　バルコニーを出ると、光が強くなる。

　やはり声に反応しているのかもしれない。

　シュウはその声と光に導かれ、城内を下へと降りていった。

　地下に入ると光が更さらに強くなる。声を頼りにあたりをつけ、棚たなをズラすと小さな扉とびらが現れた。鍵かぎはかかっていない。試ためしに押してみると、きしむ音と共にすんなりと開いた。

　中は暗闇で満たされていた。ランタンに明かりを灯ともし、近づけると通路が奥へ伸びているのが見える。声はその先から聞こえてくるようだ。

　足を踏ふみ出しかけ、一いつ瞬しゆん迷った。

　ベルトリーチェが戻もどるまで待つか？　しかしすぐにその考えを打ち消す。

　探しに行っている間に歌が終わってしまったら元も子もない。

　シュウは唾つばを飲み込むと、暗闇の奥へ歩を進めた。







　地下通路は湖の下を通り、もうひとつの古城に繫がっていた。壁から水がしみ出しているのを見てシュウは確信する。おそらく何かあったときの緊きん急きゆう用として作られたのだろう。

　通路を突つき当たったところに階段が伸びており、木の扉がある。鍵はかかっていない。所々、経年劣れつ化かで穴が空いていた。

　ここから音が漏もれていたのか。

　扉を開け、しばらく進むとホールのような場所に出る。窓はない。

　どうやらまだ地下のようだ。

　ホールをまっすぐ抜ぬけると左手には階段、右手には通路。

　歌はその通路の奥から聞こえていた。声からして女性。知らない言語だ。

　種はランタンの灯りよりも強く光っていた。

　シュウは通路を進み、目の前の光景に息をのんだ。

　牢ろうがずらりと奥まで続いている。

　──地下にこんな牢があるとは……。

　歌声は牢の中、おそらくちょうど真ん中あたり。

　鉄格ごう子しに隠れて見えないが────いる。

　種を小袋にしまい、ランタンを吹き消そうとしたとき、ぴたりと歌がやんだ。




「誰だれ？」




　透明感のある高い声。まだ距きよ離りがあるにもかかわらず、よく響ひびく声だった。

　ぎくり、とした。

　その場で立ちすくんでいると、再び女が声を発する。

「いるのはわかってるわ。逃にげんの？　わたしはこの通り囚とらわれの身よ。卑ひ怯きよう者もの」

　最後の言葉には、せせら笑いが混じっていた。

　気の強い女だ。こうまで言われて姿を見せないのは男の恥はじである。

　──大だい丈じよう夫ぶだ、相手は鉄格子の向こう。何かあればすぐに立ち去ればいい。

　シュウは覚かく悟ごを決め、早足で牢の前まで歩いた。

　正体を拝んでやる。

　鉄格子の向こう、その『女』を見て愕がく然ぜんと眼めを見開いた。

　ふわりと、どこかから風が吹き込んで、女の髪かみを揺ゆらす。




　羽根が舞まい散った。




　女の真っ黒な髪は途と中ちゆうから銀の羽う毛もうに変化していた。

　頭にはネコのような二つの耳。吊つり上がった大きな眼は金色に輝かがやきこちらを見み据すえている。つんと高い鼻にふっくらとした赤い唇くちびる。はっきりとしたあごのライン。

　年の頃は十五、六か。シュウと変わりない年ねん齢れいに見えた。

　肩かたまでの民族衣装のような服は太ももまでを隠している。腰こし紐ひもで縛しばられたウエストはその細さを強調していた。だが豊かな胸と突き出た臀でん部ぶは肉感的で、健康的な印象を与あたえる。

　臀部には獣けもののしっぽのようなものが生えていた。しっぽの先は鉤かぎ爪づめ状になっており、まるで威い嚇かくするかのようにこちらを向いている。

　シュウは口をぽかんと開け、その異い形ぎようの女に見入った。

　暗闇の中、ランタンの灯あかりに照らし出され、女は美しく輝いている。

　何よりもその眼に吸い込まれそうになった。

　見覚えがある。意識が途と切ぎれる瞬間に見た、命の輝きに満ちた眼だ。

　列車で出会った美しき異形の姫ひめ。




「バケモノ……」




　そう絞しぼり出すのがやっとだった。

　女は眼を細め、不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らす。

[image: ]

「ふん。やっぱり人間。──ん？　あんた……」

　じゃらり、と鎖くさりの音を鳴らして顔を前へ出した。

　両の手首にはめられた錠じようから鎖が伸のびて、天てん井じように向かっている。

　常に両手を挙げている状態になっており、むきだしになった腋わきがまぶしい。

　片かた膝ひざをついたバケモノの姫は、固まっているシュウをしばし眺ながめた。

「そっか、思い出した！　あの列車にいたやつじゃん。なにしにきた？」

　ハッと我に返ったシュウは、くるりときびすを返すと出口に向かって走り出そうとした。

　うかつだった。まさかモール族だったとは！

「ちょ、待ちなさいってば！　忘れ物欲しくないの！」

　女が慌あわてたように言った。

　忘れ物……だって？

　足が止まる。振ふり返り、女を見た。

「ほら、あんたが列車で落っことしたやつ。大事なんじゃないの？」

　歩みが止まった事に安心したのか、女の声に余よ裕ゆうが戻る。

　腰の小袋に手をやる。無くしたと思っていた四個目の種。

「返してあげてもいいんだけどな。あ、でもずいぶん何も食べてないからな。ちょっと気持ち悪いけど、食べちゃおうかな」

　女は尻しつ尾ぽの鉤爪で胸むな元もとから種をつかみだすと、口に放ほうり込もうとする。

　くっ。こんなわかりやすい脅おどしに……！　と思うが、逃げることが出来なかった。

　あの種はまだちゃんと調べていないのだ。

「……気持ちわるいとか言うな。それは俺の命の種だぞ。返せ」

「まだダメ」

　女はさっと種を摑つかんだ尻尾を背後に隠かくした。

「種を返して欲しかったら付き合ってもらうわよ、人間の男。あんた名前は？」

　シュウはため息を吐つき、仕方なく答える。

「……シュウ。シュウ・ィエール。……ィエール王国第三王子だ」

「あたしはミサキ。ミサキ・エスリーン。モール王国の第一王女よ」

　牢の中でミサキは得意げにその豊かな胸を張るのであった。
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「……王子？」

「……王女？」

『なんでここに？』

　同時に言った。

「……ま、まぁいいわ。種を返して欲しかったら、ここからあたしを解放しなさい」

　ミサキはしばらく眼をぱちくりさせていたが、ぷいと顔をそらして偉えらそうに言う。

「無理だ」

　シュウは鉄格子を摑み強度を確かめた。だいぶ老ろう朽きゆう化かが進んでぐらぐらと揺れるが、それでも自分の力では外れそうにない。

「鍵が無いとどうにもならん。というかお前モール族だろ。手て錠じようや鉄格子のひとつやふたつ壊こわせないのか」

「無茶言わないでよ。武器があるならまだしも、素す手でじゃさすがに無理があるわ。あたしの能力は変化系じゃないから」

「能力……」

　列車でのカエル男を思い出した。こいつはどんな能力を持ってるんだろう。

「ちっ。『奴やつら』が来るのを待つしかないか。いい、あんた『奴ら』が来たら……」

「ちょっと待て、順番に話せ。お前はどうして捕つかまって、何故なぜここにいる？」

「敵国の王子に話すつもりはないわ。人間ごときに捕まったなんて、いらだた……あ」

　ミサキは言葉を詰つまらせ、それからすねたように唇をとがらせた。

「……ちょっと油断しただけよ」

　シュウの乗った列車を襲おそった後、後始末を部下に任せ、ミサキは一人で別の路線を走る列車がないか偵てい察さつに向かったという。そこで無法者アウトローたちに囲まれた。数の多さにさすがに分が悪いと判断し、投降したという。

「……それで、この牢に押し込められたってわけ」

「列車にいた兵達は殺したのか？」

「殺すわけないでしょ。あたし達の目的は虐ぎやく殺さつじゃない。馬ば鹿かにするな」

　ミサキは心外だとばかりに鋭するどくとがった犬歯をむき出しにする。

　ほっとしつつも意外に思った。人とみれば見境なく襲い、悪逆非道の限りを尽つくす。

　そう思っていたのだが。

　ミサキはぼそぼそと何か言い訳めいたことをつぶやいている。

「……あいつら、渓けい谷こくに隠れて見張ってたんだわ。じゃなきゃあたしの耳から逃のがれてあそこまで近づけるわけがない」

　シュウは記き憶おくを辿たどった。

「無法者……。ベルから聞いたことがあるな」

　彼らはみな凶きよう悪あく犯として壁へき内ないから追放された者たちで、フロンティアでも厄やつ介かい者扱あつかいされているたちの悪い連中だ。本来は列車を襲い資材を盗ぬすんで生計を立てているらしい。常に路線周辺にたむろしている彼らの眼にとまったのが、商売敵のモールの姫、ミサキだったというわけだ。

　そんな凶きよう暴ぼうな奴らならミサキは殺されてもおかしくなさそうだが……。

「それで、あんたはなんでこんなとこにいるのよ。王子様」

「……そうだ、種だ！　お前の歌が聞こえて、そしたら種が……」

　はっとしてミサキの持っている種を見た。

「光ってないな……」

　自分の持っている種を確かく認にんするが、光の残ざん滓しはなかった。

「やっぱり関係ないのか……」

「種？　そういやさっきまで光っていたわよ。あんたがここに来る前だけど」

　落らく胆たんしているとミサキが何気なく答えた。

「なんだって？」

「あんたがここに入ってきたぐらいに光が消えちゃったからもしかして、と思ったけど」

　シュウはしばし考えると「まさか……」と呟つぶやいた。

「ミサキ、お前がここに連れてこられたのは今日の昼だな？」

「？　そうだけど？」

「なるほど。距きよ離りに制限はあるようだな……」

　自然と頷うなずきながら、手帳を取り出す。

「どうやら種がある程度離はなれていると、光るようだな。まったくもって不可解な種だ」

　夢中になって書き込んでいると、ミサキが訝いぶかしげに眺めて言った。

「あんたがここに来た理由はなんとなくわかったけど……。この種なんなの？　人間が口から種を出すなんて聞いたこと無かったから、つい拾っちゃったけど」

「ああ、悪い。聞いてなかった、何？」

　シュウは顔を上げたところでハッと手を口にやり、青ざめた。マスクをつけていない。

「忘れてた……！」

　慌ててポケットからマスクを取り出した時だった。

　喉のどに違い和わ感を感じて咳せき込んだ。

「ちょっと？」

　ミサキが眉まゆ根ねを寄せた。

　──離れろ。そう叫さけんだつもりだったが、喉から出たのは弱々しい呼吸音。

　ひときわ激しい咳せきと共に、口から種が吐き出された。

　──五個目だ。

　まだ空から咳せきの続く中、震ふるえる手で種をつかむ。

　これで俺の命は半分無くなったということか──。

　そう思うと突とつ然ぜん、胸がすっと冷えた。

　心臓の鼓こ動どうが激しくなる、世界でただ一人、取り残されたような気持ちになった。

「う……」

　涙なみだがこぼれ、思わず拳こぶしで床ゆかを殴なぐりつけた。

「なんで……なんで俺なんだ！」

「──ねぇ、あんた大だい丈じよう夫ぶ？」

　はっとする。ミサキがシュウの顔をのぞき込んでいた。眉根を寄せてこちらを見つめている。突然、我を失った自分が恥はずかしくなった。

「い、いや、悪い！　お、俺は病気なんだ！　余よ命めい幾いくばくも無い」

　なぜか言い訳をしているような気分だ。

「種があと五個出たら死ぬと言われている。そしてこの病気は伝染うつるかもしれないんだ。お、お前に伝染してしまうかもしれない」

　ミサキはわたわたするシュウをしばらく見ていたが、突然笑い出した。

「へ、変な奴！　……あー面おも白しろい！　は、腹が痛い」

　まだくすくすと笑っている。眼めに涙まで浮うかべていた。

「な……！　心配してやってるんだぞ！」

「もし伝染るとしても黙だまっときゃいいじゃん。病やまいで敵を殺せるチャンスなのに、変な奴」

　──確かに彼女の言うとおりである。だが──。

「俺は……俺の病で誰だれも死んで欲しくないんだ」

　ミサキはそれを聞いて、笑うのをやめた。

　彼女の眼は人間よりも少し瞳どう孔こうが縦に長い。獣けものの眼だ。

　その金色の眼でシュウを見み据すえ──。

　微笑ほほえんだ。

　先ほどまでと違ちがって、眼が弓なりになって優やさしそうな印象になる。

　その微笑みにシュウは一いつ瞬しゆん、見とれた。

「やっぱり変な奴。境界がないのね。大丈夫、モール族は病にかからないから」

「え？」

　シュウは眼をしばたたかせた。

「だから安心していいわ」

「か、確証はないだろ！」

「あたし達には病というものがそもそもないの。過去一度も病で倒たおれたことはない」

「病が存在しないのか……？」

　そんなことが。シュウはその場にへたり込んだ。

「そりゃいいな。こっちは病で国を追い出されたっていうのに……」

　泣きながら笑った。本当にそうなら、なんと幸せなことだろう。

「それでそんな格好してるの？　最初に見たときと違うけど」

　ミサキは首をかしげた。

　シュウは王族の衣い装しようではなく、ポケットの付いたシャツ、デニムのズボンに革のブーツという格好である。

　御ぎよ者しやの忠告に従ってベルトリーチェが用意してくれたものだ。腕うで輪わも外してある。確かにこれで王子と言われてもそうは見えないかもしれない。

「ああ、や、これは変装というかなんというか」

「お前死ぬの？」

　答えを必要としない問いだったのだろう、ミサキはころりと話題を変える。あまりに唐とう突とつだったので何も言えないでいると、彼女はにっこりと笑った。

「ふーん、もったいないな」

　相そう好ごうを崩くずすと、先ほどまでの凜りんとした様子から一気に人ひと懐なつっこい印象に変わる。

「え？」

　シュウが聞き返したときだった。

「しっ！」

　ミサキの顔に警けい戒かいの色が浮かんだ。ぴくぴくと頭についているネコのような耳が揺ゆれる。

「来たわ。足音からして複数。十人ほどね」

「来たって……。お前を捕まえた無法者達か!?」

「チャンスよ。あんたは早く隠かくれて。牢ろうの鍵かぎはリーダーが持ってるから……」

「いや待て待て、協力するとは言ってないぞ！」

　シュウはパニックになって言った。

「種がどうなってもいいの!?　コラ逃にげんな！」

「なんだぁ？　ガキがいやがるぞ」

　間に合わなかった。既すでに入り口は男達で塞ふさがっている。

　ミサキの耳の良さに舌を巻く。確かに十人。皆みな、筋骨たくましい男たちだ。

　つばの長い帽ぼう子しをかぶり、シャツにデニムのズボン。膝ひざ下したまでのブーツを履はいている。腰こしにはガンベルトと銃じゆう。顔は日焼けしており、独特の鋭い目つきをしていた。

　暴力に慣れ親しんだもの独特の、光のない死んだ魚のような眼だ。

　顎あごと額に傷のある男が近づいてきた。チャリチャリと歩く度たびに金属音がする。ガンベルトを見ると鍵束をぶら下げていた。

　──こいつがリーダーか。

「なんだてめぇは？」

　リーダーのそばに居た男が前に進み出て、シュウを睨めつけた。

「……いや、偶ぐう然ぜん迷い込んじゃって」

　言い終わらぬうちに殴られた。床にたたきつけられる。衝しよう撃げきで頭が朦もう朧ろうとした。ごりっと固いものがこめかみに押しつけられる。銃だ。ひんやりとした感かん触しよくに背筋が凍こおり付いた。

「ちょっと！」

　抗こう議ぎするミサキの声が聞こえる。眼だけなんとか上に向けると、リーダーがミサキに銃を突つきつけている。

「黙ってろクソが」

　苛いら立だたしそうに舌打ちした。タバコを取り出し火をつける。

「金が手に入るまでは、ここで生かしといてやろうと思ったんだけどよ。ゲイルの野や郎ろう、壁ん中と連れん絡らくとるにも金が必要だって言うじゃねぇか」

　男はタバコの煙けむりを牢の中に吐はきかけた。ミサキが咳き込む。

「まったく腐くさった世の中だよなぁ。賄わい賂ろを渡わたさねぇと報ほう酬しゆうももらえねぇときてやがる。だが俺たちには金がねぇ。列車襲おそうにもお前らが派手に暴れまくって警備も厳しいしな」

　目的はィエールからの褒ほう賞しよう金目当てか。引き渡しの条件は生いけ捕どり。おそらく情報を引き出すためだろう。

　だが、ゲイルが仲ちゆう介かいで彼らに金を要求している。

「だから、お前の死体に一筆添そえてィエール行きの列車にでも放ほうり込んでおくよ。やったのはブルーバック一味です。丸焼きにしたら美味おいしいかもしれませんってな」

　くくく、とリーダーはおかしそうに笑った。

「ブルーバックさん、殺やったら死体は俺に寄よ越こしてくださいよ。こいつの身体からだに人間と同じものがついているか知りてぇ」

　部下の言葉に、無法者達がゲラゲラと笑う。

　シュウは、腹の底が熱くなるのを感じた。

　人間は優位に立ったとき、異種に対してここまで残ざん酷こくにものを言えるのか。

　何故なぜだろう。もう、ミサキをバケモノだとは思えなくなっていた。

　彼女の笑顔を見てしまったからかもしれない。

「……お前らこそバケモノだ」

「あ？」

　しまった。思わず声に出てしまった。

　ブルーバックと呼ばれたリーダーが、シュウをのぞき込む。

　ミサキもあっけにとられたように見つめていた。

「お前から先に死ぬか？」

　ブルーバックが銃をこめかみに突きつける。

「ま、待て、俺は病だ！　伝染病だ。俺を撃うったら皆に伝染うつるぞ！」

　自分が王子だと明かしても火に油を注ぐだけだろう。となれば残るはこれしかない。

「あァ？」

「血液からの飛ひ沫まつ感染だ。少しでも傷がついたら終わりだぞ。伝染うつったら助からない」

　口からでまかせだったが、ブルーバックは引き金から指を放した。

　自分の命がかかっているとなれば慎しん重ちようになるらしい。周囲もざわついている。

　ブルーバックはしばらく考えているようだったが、やがて口を開いた。

「おい、今日の新ニユース聞ペーパーに載のってたブラック賞金首リストを見せろ」

　部下が荷物から新聞を取り出し、手て渡わたす。

　新聞と一いつ緒しよに入っていた賞金首の手配書を一枚ずつ確かく認にんしていく。その手が止まる。

　くくく、と声を漏もらしたブルーバックは、堪こらえきれず笑い出した。

「こいつぁ何の冗じよう談だんだ？　伝染病と聞いてもしやと思ったが大当たりだぜ！　神様ってやつはたまにおもしれぇことをしやがるもんだ」

　ブルーバックはシュウの眼の前に手配書を突きつけた。

「お前、首に死に神の鎌をかけられてるぜ！」




シュウ・ドエーレ

　罪状：サナトリウムからの脱だつ走そう

　備考：危険な伝染病患かん者じや。周囲に病をまき散らす恐おそれがあり早急に処理されたし。

　　　　生死問わず。

　褒賞金：三千万




ベルトリーチェ・フトン

　罪状：シュウ・ドエーレに同じ。

　備考：シュウ・ドエーレに同じ。

　褒賞金：シュウ・ドエーレに同じ。




「三千万エール!?　こんなガキが!?　ブルーバック、あんたで一千万なのによ！」

　部下達は動どう揺ようを隠せないようだった。ざわざわとシュウを見ている。

「知りませんでしたってツラだな。この手配書はフロンティア全土に配られる。つまり、今日からお前も俺たちと同じお尋たずね者ものってわけだ」

　ブルーバックがにやにやと見下ろしてくる。

　シュウは愕がく然ぜんと手配書を見つめた。

　名字は変えられているが、写真が載っている。確かに自分たちだ。

　──この写真は。

　壁へき内ないを出るとき、追放者の名めい簿ぼ登録のため撮とられたものだった。

　本来、壁外に出回らないものだ。

　眼めから涙なみだがこぼれる。

　王政府……いや、父は最初っから病の根を生かしておくつもりはなかったということか。

　なんという間ま抜ぬけだろう。

「……俺が生きていて許される場所なんて、もうどこにも……」

　ブルーバックが再び引き金に手をかける。

「お前を殺して、褒賞金をゲイルに渡しゃこのバケモンともお別れだ。感謝するぜ」

「お、おい本当に殺していいのか？」

　部下が慌あわてて声をかける。

「大だい丈じよう夫ぶだ。飛沫感染は噓うそだろう。じゃなきゃ手配書に生け捕れと書かれているはずだ」

「そいつを殺してみろ。あたしがあんたらを──殺してやる」

　それまでずっと黙だまっていたミサキが言葉を発した。

　眼に見えない手で心臓を摑つかまれたかのように全員が固まる。それぐらいの気き迫はくだった。

「シュウ、あたしを助けろ」

　シュウはぼんやりとミサキに眼を向けた。焦しよう点てんが定まらない。

「ひとつだけあるわ。お前の居場所になるかもしれないところが。そこには病やまいがなく、病にかかる者もいない。そしてお前の命を狙ねらう同胞もいない」

　シュウの霞かすみがかった意識に一筋の光が射した。

　ミサキは静かな瞳ひとみでシュウを見み据すえている。

「シュウ、あんたに戦う覚悟があるなら──連れてってやる」

　──まさか、そこは……。

「どうする？　ここで死ぬかそこで生きるか」

　眼の焦点が定まり、はっきりとした像が浮うかび上がる。

「選びなさい」

　凜とした声。牢に囚とらわれてなお、バケモノの姫ひめは気高く圧あつ倒とう的な存在感を放っていた。

「黙れあばずれが。お前も何処どこにも行けねぇんだよ」

　いち早くミサキの気迫を押し退のけたのはブルーバックだった。

　臆おくした事実をもみ消すようにタバコをシュウの手に押し当てる。

「……!!」

　声を押し殺し、うめく。だが腹の底は熱く煮にえたぎっている。

　もう、涙は流さない。

「……っ！　ミサキ……！　その提案、乗ったぞ……！」

「ああ？」

　ブルーバックがシュウを睨にらんだ瞬しゆん間かん、牢ろうから何かが飛んでその顔にかかった。

　眼を押さえて後ずさる。罵ば倒とうの言葉をわめき散らした。

　ミサキが唾つばを吐きかけたのだ。銃じゆう口こうがシュウの頭から離はなれる。

「シュウ、今だ！」

　ガンベルトから鍵かぎ束たばを奪うばい、鉄格ごう子しの隙すき間まから投げ入れた。

　ミサキがそれを尻しつ尾ぽの鉤かぎ爪づめで器用に受け取る。

　その時だった。

「あの、少しお尋ねしたいのですが」

　全員の視線が入り口に集中する。聞き慣れた声にシュウは思わず耳を疑った。

　ベルトリーチェがそこに立っている。

「ベル!?」

　彼女はあっという間にブルーバックに詰つめ寄ると、その肩かたを摑んだ。入り口からここまでは５メートルほどもある。恐ろしいスピードだ。

「殺してもいいですか？」

　そう言ってブルーバックの顎あごを殴なぐりあげた。１８０センチ近い身体からだが、天てん井じよう近くまで跳はね上がる。次いで彼女は、シュウを組み伏ふせていた男の腹を蹴けり飛ばした。男が牢の鉄格子に激げき突とつする。その衝しよう撃げきで鉄格子が外れ、牢内に倒たおれた。

　いくらボロくなっていたとはいえ、とんでもない怪かい力りきだ。

　周囲の無法者達もあっけにとられている。

「ベル、助かった。どうしてここが？」

「お姿が見当たらなかったので探していたところ、隠かくし扉とびらを見つけたものですから」

　ベルトリーチェが気絶している男の銃を奪い、ついでに床ゆかに落ちていた手配書を拾う。

「……写りがいまいちですね。シュウさまはやはり生が一番素す敵てきです」

　そう言いながら、じろりと牢内へ目線を向ける。

　見ると、手て錠じようを外したミサキがいまいましそうに鉄格子を踏ふみつけて出てきた所だった。

「礼を言うわ。シュウ」

　うーんと伸のびをする。両りよう腕うでをぐるりと回した。

「種は返せよ」

　自然と笑えみがこぼれる。

「シュウさま。お話は後ほど、じっくりと」

　ベルトリーチェがミサキを睨みつけた。

「なに、この女？」

　ミサキがうさんくさそうな視線をベルトリーチェに向ける。

「シュウさまの侍じ女じよ、ベルトリーチェです」

「ベルトキツーイ？　変な服きてるなぁ」

「なんですと!?」

「待て待て二人とも！　落ち着いてくれ！」

「一体なんなん……」

　鼻を押さえてブルーバックがようやく立ち上がる。

　ベルトリーチェが奪った銃をブルーバックに向け、ためらいも無く発はつ砲ぽうした。

「うお！」

　慌てて手近にいた部下を引き寄せる。盾たてにされた部下が肩口を撃たれ悲鳴を上げた。

　ブルーバックは撃たれた部下を投げ捨てると、

「この野や郎ろう！　おい！」

　その呼びかけに無法者達が一いつ斉せいに銃を抜ぬく。シュウはベルトリーチェの後ろに隠れた。

「ビビりじゃんお前！」

　ミサキが眼を剝むいてツッコんだ。

「うるさい！　銃は嫌きらいなんだ、いつ暴発するかわからないだろ！」

「おっと動くなよ、メイド。そのかわいい顔が穴だらけのチーズみたいになるぜ」

　ブルーバックが忠告した。にやにやと彼女に殴られた跡あとを撫なでる。

「ま、ここでこうやって固まっててもしかたねぇ。そろそろダンスといこうぜ」

「いや、悪いけど幕引きフイナーレの時間よ」

　全員がミサキを見た。彼女は片眼を閉じて笑うと、ちょんちょんと指で上を指す。

「迎むかえが来たから」




　その瞬間、城が揺ゆれた。




　すさまじい衝撃に耐たえきれずシュウたちは床を転がった。

　天井が崩くずれ、瓦が礫れきが落ちてくる。

「うおおおお！？！」

　シュウは転がりながら間かん一いつ髪ぱつで瓦礫をよけた。

「姫様────!!」

　崩れた天井から巨きよ体たいのモール族が飛び降りてきて、ミサキに駆かけ寄る。

　列車襲しゆう撃げきの時にいた骨犬男だ。

「ご無事でしたか！」

「遅おそすぎる！　あたしの歌は聞こえてた？」

「耳が遠くて申し訳ありませぬ……。場所を特定するのに時間がかかってしまいました」

　歌だって？　シュウはミサキに眼で問う。

「あたしは、特とく殊しゆな音波を出すことができるの。遥はるか遠くまで届く、モール族だけが聞き取れる声」

　ミサキはシュウの疑問を察して答えた。

「だけどこの牢は地下にあるから届かないと思ってた。そしたらあんたが来たってわけ」

　おそらくシュウが扉を開けたから声が届きやすくなったのだろう。

　天井から差し込む光がミサキの周囲に舞まい散る羽根を、きらきらと反射させていた。その中にたたずむ彼女はどこか幻げん想そう的で、絵画に描えがかれた想像上の生き物のように見える。

　乾かわいた銃声が響ひびき、見とれていたシュウは、ハッと現実に引き戻された。

「どいつもこいつも逃にがすな！　モールの女以外は全員殺せ!!」

　ブルーバックの声が聞こえる。

　骨犬男が湾わん曲きよくした刀を二本取り出し「姫様」と、ミサキに渡わたした。

　異様な刀だった。刀身はくの字型に湾曲しており、その短たん弧こ側に刃はがついている。

　ミサキは受け取り、旧友にでも再会したかのように眺ながめると、

「なめられたものね。あのときのようにはいかないわよ！」

　言うやいなや、駆けだした。あっという間に一人に肉にく薄はくすると、みぞおちに柄つかをたたきこんだ。悶もん絶ぜつする男を尻しり目めに、近くの男の銃をナイフで弾はじき飛ばし、蹴りをたたき込む。もう一人が銃を発砲した。視し認にんできない速さで飛ぶその弾たまをミサキは、

　はじいた。

　ナイフの柄を男の眉み間けんに打ちつける。

　強い。まさに檻おりから解き放たれた獣けもののようだ。

「いい!?　人間は殺すなよ！」

　ミサキは同胞たちに叫さけぶと、シュウを見た。

「あたしについてこい！　抜けるわよ！」

「ベル！」

「致いたし方ありません……！」

「こっちです！」

　骨犬男の先導に、シュウたちは崩れた天井を駆け上がる。

　一階にはモール族が三人ほど待機していた。

「なんでお前らがいるんだよ!?」

　カエル顔のモール族が驚おどろきと抗こう議ぎの声を上げる。確かエルカと言ったか。

「話は後！」

　ミサキが急かした。

「姫様。やつら、どうしますか」

　振ふり向くと何人かが追いかけてきている。

「足止めします」

　キツネ顔の男が告げた時だ。

　ミサキが、ふ、と笑って呟つぶやいた。

「いや、間に合ったみたい」

　城の入り口から見える外庭に、巨大な獣の足がにゅうっと現れた。

　着地と共に大地が揺れ、土つち煙けむりが巻き起こる。

「ガンビー！」

　ミサキが駆けだす。シュウたちも外に出ると、『それ』を見上げて驚きよう愕がくした。

　全長八十メートルはあろうか。高さは八メートルほどもある。

　巨大なサイのような生き物だった。

　表面は堅かたい皮ひ膚ふで覆おおわれ、尻尾がある。四つの足で大地を踏みしめているその生き物はつぶらな瞳ひとみでちらりとこちらを見ると、

「はやく乗れ」

　しゃべった。

「こいつもモール族なのか……！」

　シュウは開いた口がふさがらない。

　ミサキはガンビーの背中からつるされている縄なわばしごに手をかけた。他のモール族も皆みな、それぞれの縄ばしごに手をかけている。ミサキは振り向き、シュウを見た。

「来るか？　シュウ」

「ミサキ……」

「シュウさま」

　ベルトリーチェがシュウの手を握にぎり、首を振る。

　奥から無法者たちが駆け上がってくる足音が聞こえた。

　ミサキの言葉がシュウの頭の中でリフレインする。

　答えはもう決まっていた。

「すまない、ベル。俺はモールに行く」

「……！」

　ベルトリーチェは愕がく然ぜんと眼を見開く。

「お前も手配書を見ただろう。ィエールもフロンティアも俺をはじきだした。だが俺に戦うべき相手は居ない。……俺が戦うとしたら、──相手はひとつだ」

　シュウはミサキを見み据すえた。

「この病やまいだ！　俺の自由と未来を奪うばったこいつを……この病の原因を見つけたい！」

　どん、と自分の胸を叩たたく。

「俺はそれまで死にたくない！　だから俺をモールに連れて行ってくれ、ミサキ！」

　その言葉を聞いてミサキは笑った。祝福するような微笑ほほえみ。

　それはシュウが今まで見てきた笑顔の中で、誰だれよりも素す敵てきだった。

「気に入った、シュウ」

　ミサキが手を差し出す。




「お前は今、死と戦う覚かく悟ごをしたんだ」




「ミサキ……」

　シュウは力なく握っているベルトリーチェの手をやんわりと振りほど……。

「いたたた！　べ、ベル!?」

　むしろすごい力で摑つかまれた。

「なぜ手を離はなそうとするのですか」

「そ、それは……。お前はモール族が嫌いかなって。だから、来てくれないかな……と」

「ええ、わたしは反対です。ですが、わたしはシュウさまの侍女です。一生お仕え申し上げますと誓ちかいました」

　ぐい、とベルトリーチェはシュウに顔を近づけた。

「一言で良いのです。たった一言……それがあれば、わたしは……」

　悲しそうに眼めを伏ふせる。

　はっとしてシュウは彼女を見つめた。

　──自分のために、国を捨て、家族を捨て、仕えることになった女の子。

　彼女も……何処どこにも行くところはないのだ。

　シュウは大きく息を吸い込み、こう言った。

「ベル、経けい緯いはちゃんと後で説明するが……。俺と一いつ緒しよに来てくれ」

　彼女は涙なみだを浮うかべながら、はにかんだように笑った。

「はい。シュウさまが行くところ、たとえ地じ獄ごくだろうと……わたしはついていきます」

　シュウは彼女の手を強く握り返すと、ミサキの元へ走る。

「なあに？　お前も一緒なの」

　ミサキがからかうような笑みを浮かべて待っていた。

「あとで覚悟しておくことですね。性悪女」

「仲良くしろ」

　シュウはミサキの差し出した手をしっかりと摑む。思ったよりも強い力で引き上げられた。勢いでミサキに身体からだを預けるような格好になってしまう。

　夏草の香りがした。押しつけられた胸の感かん触しよくにどきりとする。髪かみの毛が鼻先をくすぐり、羽根が舞う。

「もう二度とここには戻ってこれないかもしれないわよ」

「覚悟の上だ」

　ミサキは持っていた種をシュウに渡した。

「あんたの敵は強大よ」

　片眼を閉じて笑う。

「ガンビー！　出せ!!」

　ミサキの号令と共にガンビーは走り出した。

　ガンビーの背中の上には、甲かん板ぱんが設置されている。

　シュウとベルトリーチェは、そこから見える光景をしっかりと眼に焼き付けた。

　赤茶けた大地に根を張るフロンティアの街と、その向こうにある壁かべを。








第二章　モール
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「い、今なんと申されましたか、姫ひめ」

　骨犬男がうろたえたように言った。

　ドレッドタウンを後にして一時間ほど。ガンビーはフロンティアラインから数キロほど距きよ離りを取ると、並走するように夜の荒こう野やをせっせと走っている。

　その甲板の上ではモール族に動どう揺ようが広がっていた。

「モールへ帰るのはよいですが、ィエールの王族を連れ帰るなど前代未み聞もんですぞ」

　周りのモールたちも頷うなずく。どうやら骨犬男はこの一味の副団長的な立場らしい。

「あたしが決めたことよ。不服なら伝統に則のつとり決けつ闘とうで勝負をつけるか！」

　ミサキが刀に手をかける。骨犬男は慌あわてたように首を振った。

「いや、姫様たっての希望とあれば異存はありませんが……」

「なら話は終わりよ。シュウ、来なさい。ガンビーの中を案内するわ。エルカも」

「……中？」

　シュウとベルトリーチェは首をかしげた。




「これはすごいな……」

　シュウはガンビーの体内に設けられた通路を歩きながら呆ぼう然ぜんと呟いた。通路の壁は柔やわらかい体毛で、押すと心ここ地ちよい弾だん力りよくで手を押し返してくる。

「ガンビーは身体の構造を自由に変えられる。少し手は加えてあるけどね」

　ミサキが説明してくれた。ガンビーの体内は居住スペースになっていて、生活に必要な設備がひととおり整っている。中はほどよい温度が保たれており、どういう構造になっているのか、走っているはずなのにほとんど振しん動どうがない。

「エルカ、後でこいつらに仕事を与あたえてやって」

「へい」

「仕事ならわたしが……」

　ベルトリーチェの言葉をミサキが手で制する。

「働かざる者食うべからず。ここの流りゆう儀ぎよ。王子も侍じ女じよもない」

「俺なら構わない。ただでさえ迷めい惑わくをかけてるんだ。大だい丈じよう夫ぶ」

「それじゃ明日からお前は食事。女は掃そう除じを担当しろ」

　ミサキの隣となりを歩いていたエルカが振ふり向いて言った。

「食事ならわたしが……」

「モールじゃ飯作んのは男の役目だ。黙だまって従え」

「なんですとこの潰つぶれたカエル顔むぐ」

　シュウは慌ててベルトリーチェの口を塞ふさいだ。




　女部屋の前でベルトリーチェと別れたシュウは、前を歩くミサキに声をかけた。

「なぁミサキ。その、お前は何で俺を助けてくれたんだ？」

「あたしはお前に戦う意志があったから連れてきたの。……ま、あたしをかばってくれたのには感謝してるけど」

「俺が？」

「バケモノはお前らだって……」

　振り返らずそう言ったミサキのネコ耳は、ほんのり赤くなってピクピク揺ゆれていた。

　男部屋の前でミサキと別れると、シュウはエルカと共に扉とびらを開けた。

「明日は早いからさっさと寝ねろよ」

　エルカが汗あせ臭くさい毛布を投げて寄よ越こした。仕切りのない広い部屋で、みな雑ざ魚こ寝をしている。空いたところで寝ようとすると尻しりを蹴けられた。部屋のすみっこで身を縮こませる。

　めまぐるしく変わる自分の行く末に数すう奇きなものを感じながら、シュウはちくちくする毛布をかぶった。




　翌朝、まだ眠ねむい眼を擦こすりながら甲板に出る。

　外はまだ夜明け前だ。ガンビーは砂さ漠ばく地帯に入っていた。凍こごえるほどの寒さに眼が一気に覚める。

「おい、何やってる、早く来い！」

　歯を磨みがいているとエルカの怒ど鳴なり声が聞こえ、慌てて体内に通じる梯はし子ごを降りた。




　ミサキを上座に、全員がひとつの大きなテーブルを囲んでいる。

　テーブルには朝食が所ところ狭せましと並べられていた。

「大地に感謝を」

　ミサキが言うとモール族たちも復唱し、食べ始めた。

　煮に込こみのスープを飲んだミサキが「ん」と眼をぱちくりさせる。

「味付け変えた？」

　エルカがぶんぶんと首を振った。

「気のせいかな？　いつもより味が良く出てる……気がする」

　皆もスープを飲み「確かに……」と首をかしげた。

「下ごしらえをしたのはシュウどの……でしたかな？」

　骨犬男の言葉に、皆みなの視線がシュウに集まる。

　そういえば朝食を作っている最中、彼がじっとこちらを見ていたのをシュウは思い出した。

「いや、皿洗いをさせたらこいつが際限なく割りやがるもんで仕方なく……」

「くだらんダジャレ連発するからだろ。タマネギ切って涙流すとかお前本当に料理長か」

　エルカの言い訳にシュウはツッコんだ。カエル男はムッとしつつも、

「そういや変な切り方をしてたな。縦に切ったり、斜ななめに切ったり。ありゃなんだ？」

「……野菜や果物にも、肉と同じで切り方がある。乱暴にあつかうと繊せん維いが壊こわれて、本来のうまみが出なくなるんだ。……気に障さわったのなら、謝るが」

　思わぬ注目に少し緊きん張ちようしながら答えた。

　元々料理は得意な方である。

　農学を専せん攻こうしている以上、食材には敬意を払はらい美味おいしく頂くというのが信条だ。

「いや……美味うまい」

　ミサキは笑った。どうやら口に合ったようである。

「良かった。だが驚おどろくべきは食材の良さだ。モール産だと思うが、野菜にしろ果物にしろ素す晴ばらしい土ど壌じようで育てられたのだろう。まさに大地に感謝だな」

　そうつぶやくと、皆ぎょっとしてシュウの顔を見る。

「な、なにかまずいことを言ったか……？」

「……あたしたちモールの民たみは大地から生まれる。だから常に大地に感謝し、生きているの。もちろん作物も大事にする。お前が言ったことは、まさにモールの根っこなのよ」

　ミサキも神しん妙みような顔でシュウを見やる。

「まさか、人間が大地に感謝するたぁな」

　誰だれかがそんな声が漏もらした。

「……皿洗いはてんでだめだけどな。だが、まぁやるじゃねぇか。シュウ」

　エルカがシュウの肩かたを叩たたく。

　とりあえず役には立てたらしい。ほっとした。

「シュウさま。フォークとスプーンがありませんが……」

　ベルトリーチェが呟つぶやいた。見るとなにやら面おも白しろくなさそうにしている。

「ああ、厨ちゆう房ぼうで聞いたが、モール族は手づかみで食べる習慣だそうだ。郷に従え、だ」

　シュウは米を手でつかむと口に放ほうり込む。嚙かむとじんわりとした甘みが広がる。美味い。

　ベルトリーチェは両手で器うつわを持つと、スープを飲んだ。

「確かにお出汁だしは素晴らしいですが、味が薄うすいです……」




　食事の後、シュウは骨犬男に声をかけた。

「あなたのおかげで少し打ち解けることが出来た。感謝する。ええと……」

「ボルドだ。銀羽根の一味の副団長を務めている」

「銀羽根……？」

「姫様の髪かみ羽根にあやかってそう名乗っている。姫様は恥はずかしがっておるがな」

　ボルドはシュウを見み据すえると、顎あごをなでた。

「わたしはお主の味方ではない。姫様の判断を信じているだけだ。だが……」

　ふふ、と笑った。声帯はどうなっているのだろう。

「素材の味を殺さぬ、よい腕うで前まえだったと感心したのは秘密だ。……はっ！」

　ボルドはしまった、というように口に手を当てる。

　正直な男だ。シュウはこの武骨な男に好感を持った。

　ボルドはこほん、とひとつ咳せき払ばらいをすると、

「ここの連中は、能力アースがあれば対等に接するものたちだ。姫様も含ふくめてな。お主ならうまくやれるかもしれん」

　ボルドはそう言うと、きびすを返す。

「ありがとう」

　シュウはその背中に向かって礼を言った。




「こっちだ。シュウ」

　ガンビーの体内は背中側から下に向かって、武器庫、居住区、食料庫の三つに分かれている。エルカに呼ばれて食料庫の扉を開けたシュウは驚いた。そこには室内菜園が広がっていたからである。天てん井じように空いた隙すき間まから光が降り注いでいた。ずらりと並んだ長細い容器の中には水がたっぷりと入っており、様々な野菜が実っている。

　水耕栽さい培ばいだ。

「すごいな！　光はどうやって？」

「ガンビーは体内に浴びた太陽光を溜ためておくことが出来るの。水もまたしかりよ」

　菜園からひょっこりミサキが顔を出した。

「姫ひめ様さま。いたんですかい」

「作物の様子を見ておこうと思ってね」

　シュウは容器に近づいた。瑞みず々みずしく育っている野菜に思わず心が弾はずむ。

「今日食べるやつだけ採るんだぞ。王子様は作物の選り分けなんぞわかんねぇだろうから、俺が教えてやるよ」

　エルカが何か言っている気がするが、シュウの耳には届かなかった。野菜を眺ながめ、試ためしに何個かもぎ取る。大きさも手て頃ごろで美味そうだ。夢中で収しゆう穫かくしていると、ミサキとエルカがぽかんとしていた。

「あ、わ、悪い。取っちゃいけなかったか？」

「……あんた詳くわしいの？」

　勢い込んで問うミサキに、農学を専攻していた事を話す。

「スモッグをなくし、汚お染せんされたィエールの農作物や自然を元に戻もどしたかったんだ」

「へぇ、人間にもお前みたいな奴やつがいるんだなぁ」

　感心したようにエルカが言う。

「……それにしても本当にすごい。ここまでちゃんと育てるには根気と慈いつくしみがなくては無理だ。管理しているものには敬愛を表する」

　うっとりしてレタスを撫なでていると、ふと視線を感じて振り向いた。

　すぐ横でミサキがまじまじとシュウの顔を見つめている。尻しつ尾ぽがゆらゆらと揺れていた。

「？　俺の顔になんかついてるか？」

「なっ！　なんでもない！」

　慌あわてたようにミサキは顔をそらす。

　エルカはにやにやとその様子をみながら言った。

「ここを管理してるのは姫様だよ」

「あっ、言わないでよ！　恥ずかしいでしょっ！」

　シュウは驚いてミサキを見た。

　意外だ。農業より戦せん闘とうの方が向いてそうな印象なのに。

「あ、あんたもそんなじろじろ見ないでよ」

　ミサキが照れくさそうに言う。慌てて顔を戻すと、見慣れぬ野菜が眼めに入った。

「ん？　これはィエールでは見たことないな」

「ああ、それはね……」

　ミサキが説明しようと作物に顔を近づけた。自然とシュウの顔に触ふれそうになる。

　どきっとした。

　彼女はそんなシュウの変化になどまったく気付いていない様子で嬉うれしそうに話している。

　きらきらと輝かがやく眼に吸い込まれそうだ。心臓の鼓こ動どうが速くなる。

　これは、この気持ちはなんだろう。

　シュウはその感情に名前をつけられないまま、ミサキの話す言葉に耳を傾かたむけた。




　午後の休きゆう憩けいどきの事である。

　シュウが騒さわぎを聞きつけて甲かん板ぱんに上がったときには、すでに一いつ触しよく即そく発はつであった。

　ベルトリーチェとミサキが対たい峙じしている。

　取り巻くように出来ている人だかりの中に、エルカを見つけて問いただした。

「お、おい、一体何の騒ぎだこれは！」

「お前のメイド、やっちまったな」

　エルカの視線の先、ベルトリーチェの足元には穴だらけになった布きれがある。

「ありゃなんだ？」

「姫様の服だ」

　ミサキが眼を吊つり上げてベルトリーチェに牙きばを剝むいた。

「どうすんのよ、これ！　すっごい気に入ってたのに！」

「ああすみません、なかなか汚よごれが落ちないので擦こすりすぎてしまいましたわ」

　どうも洗せん濯たく中に穴を開けてしまったらしい。

「ま、最初から雑ぞう巾きんみたいなものでしたが」

「な！」

「待て待て！」

　二人の間に割って入る。拳こぶしを振ふり上げるミサキを慌てて止めた。

「離はなせ、シュウ！　こいつの服を剝はぎ取って裸はだかで踊おどらせてやる！」

「ベル、さすがにこれはよくない。謝れ」

「いやです」

　シュウは驚いた。今まで彼女が逆らったことは一度も無かったからだ。

　ベルトリーチェは拳を振るわせた。

「もう我が慢まんなりません。食べ物は手づかみで食べる。用を足しても手を洗わない。衣服も食べカスやよくわからない血がついたままで汚きたない……」

　彼女はびしっとミサキを指さした。

「こんな野蛮な種族に謝るなど！」

　その瞬しゆん間かん、ミサキの顔色が変わった。

　ミサキだけではない。シュウをのぞく全員が殺気だった。

「な、なんだ？　みんな一体どうしたんだ？」

「我々にとって野蛮という言葉は一番の愚ぐ弄ろうに当たる」

　ボルドが不快な顔で呟いた。

「蛮とは粗そ野やで乱暴な意味。つまり野蛮とは大地の裾すそ野のを荒あらすという行こう為いになる。モールにとってはありえない行為だ」

「お前らィエールの民たみこそ大地を汚す卑いやしい種族だろうが！」

　周囲から非難の声が次々とあがる。

「ほう、ではどちらがいかがわしい種族か試してみますか」

「おいィ！」

　たきつけてどうする。

「……よーくわかったわ。あんたがあたし達をどう見ていたかが」

　ミサキが静かに口を開いた。その顔には表情というものがない。

　完全に怒おこっている。

「……決けつ闘とうよ」

「ミサキ、止やめてくれ！　ベルは戦士ではないんだ。決闘なんて無理だ！」

「だがお主の侍じ女じよはやる気みたいだぞ」

　ボルドの言葉に振り返ると、彼女は屈くつ伸しん運動していた。

「おいィ！」

「シュウさま。わたしなら構いません。こやつらの鼻っ柱を見事砕くだいてみせます！」

　ベルトリーチェは自分の胸をどん、と叩たたく。ぶるん、と大きな胸が反動で揺ゆれた。

　ミサキも鼻息荒あらく準備運動を始めている。

「殺しはしないわ。どちらかが負けを宣告するか、気絶、もしくは戦闘不能だと判断したら、直すぐに審しん判ぱんが止める」

「そうは言ってもな……！」

「下がるがよろしい。決闘はモールでは神聖なもの。手出しは厳禁だ」

　ボルドの太い腕うでで肩かたを押さえられ、シュウは引かざるを得なかった。

　さすがにもう止めることは出来ないとわかってはいたが、ベルトリーチェにとっては完全にアウェイだ。せめて声せい援えんを送ろうと彼女を見たとき、違い和わ感を感じた。

　ベルトリーチェの背後に何者かがいる。彼女も気付いたらしい。はっと振り返った。

　小こ柄がらな少女だ。ウサギのような愛くるしい顔つき。頭にかぶったニット帽ぼうに穴が空いて、そこから長耳が飛び出している。タイトなミニスカートのお尻しりには短く丸い綿のような尻尾がついていた。腰こしには二振ふりの長刀。身体に似合わぬ長なが物ものだ。

　観客がざわつき始めた。

「キッカ……」「おい、キッカだ」

「？　何者だ？」

　シュウはボルドに尋たずねた。

「うちの戦闘要員の中で最強の剣けん士しだ」

　ボルドが難しい表情を浮うかべて答える。

　シュウは不安を感じてベルトリーチェを見た。

　彼女も眉まゆをひそめ、警けい戒かいのニュアンスを色いろ濃こくしている。

「おい、キッカ。お前の出番じゃない」

　審判を買って出たキツネ顔のツキネが忠告した。キッカは無表情のまま首をかしげる。その所作は機械的に見えた。可愛かわいらしい顔だが表情が動かないので、まるで人形のようだ。

「やる。あたしが」

　キッカは不思議なしゃべり方をした。

　ツキネがやれやれとキッカの肩に手を伸のばす。キッカが光の無い眼をツキネに向けた。その瞬間、ぞわり、と何か黒いものがキッカの周囲に渦うず巻まいた……気がする。

　はっと気がつくとキッカはツキネの真後ろにいた。いったいいつ移動したんだ？　シュウにはまったく見えなかった。これもモールの能力か？

「いいのよ。キッカ。あたしがやるから下がってて」

　ミサキが静かな声でキッカに告げた。まるで威い嚇かくする犬をなだめるような口調だ。

　キッカはしばらくじっとミサキを見ていたが、やがてのろり、と歩き出し、観客の中へ紛まぎれて見えなくなった。

　シュウはいつの間にか額に浮かんだ汗あせをぬぐった。

　なんなんだ、あいつは。ここにいるモールとは違ちがう……。まったく異質な何かだった。

　場はしばらくざわざわとしていたが、ツキネの咳せき払ばらいで皆みな、対峙する二人に注目した。

「始め！」

　歓かん声せいが一気に大きくなった。

「ハンデをあげる。あたしは能力を使わない。格かく闘とうだけでひねってやるわ」

　余よ裕ゆうの笑みをミサキが浮かべた時、すでにベルトリーチェは走り出していた。

　拳がミサキの顔面にめり込む。ミサキは吹ふき飛ぶと、数メートルほど転がった。
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　その場にいた全員が固まった。しばしの間、沈ちん黙もくが支配する。

「誰だれが……わたしをひねると？」

　ふしゅーっとベルトリーチェが口から息を吐はいた。湯気でも出そうな勢いである。

「……ひとつ尋ねるが、お主の侍女は人間か？」

「そう認にん識しきしているが……」

　ボルドのあっけにとられた呟つぶやきに、シュウも呆ぼう然ぜんと返した。

　あわや一発ＫＯかと思われたその時、ゆらり、とミサキが立ち上がった。鼻から血を流している。拭ぬぐった手に付いた血を眺ながめながら、

「──ふーん。あー……そっかそっか……」

　何やら頷うなずくと、跳ちよう躍やくした。視認できないほどの速さでベルトリーチェの前に着地すると、蹴けりを腹に食らわせる。今度はベルトリーチェが吹き飛び、観客を飛び越こえ転がった。

「お前を人間だと思ったあたしが馬ば鹿かだったわ。──殺す!!」

「独特の能力に隠かくれがちだが、モールは総じて人間よりも身体能力が格段に優すぐれておる」

　とボルドが誇ほこらしげに言った。

　ベルトリーチェは、べっと血を吐くと、むっくりと起き上がった。

「ばけもの風ふ情ぜいがわたしを殺せるとでも？」

　ぎろりと睨にらむ。その眼にただならぬ殺気を感じてミサキ以外の全員が身み震ぶるいした。

「この役立たずメイドがあ!!」

「この淫いん乱らん猫ねこがあああ!!」




　そこからの彼女たちの言動と行動は筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい。

　二人は耳を覆おおうような用語を連発して罵ののしり合い、地にべったりと足を踏ふん張り殴なぐり合った。時にはバックドロップを繰くり出し、時にはドロップキックを繰り出し、時には相手の関節を極きめ、時には相手の首を絞しめる。

　見る間にボロボロになっていく二人に最初は固かた唾ずを吞のんで見守っていた観客達も、やがて興奮の色が見え始め、喝かつ采さいを送り始めた。

「おい、こりゃあれか？　ィエールとモールの頂上決戦か？」

「あきらかに人間じゃねぇだろあいつ！」

「だが強つええ。おれぁ、あいつに賭かけるぜ！」

「がんばれ侍女!!」

「いいのか？　ベルを応おう援えんしている奴やつもいるぞ」

　シュウは声援に驚おどろいて思わずボルドに尋ねた。

「言っただろう。能力があれば対等に接する者達だと。誰を応援しようと自由だ」

　もはや勝負とは関係無しに酒をくみ交かわす輩やからもいる。

　なんとも豪ごう快かいな連中だ。すがすがしさすら覚える。

「……なんだかいいな、お前達は。うらやましい」

「人間がモールに憧あこがれるか。まったく以もつて面おも白しろい人間だ」

　ボルドはがははは、と豪快に笑った。

　やがて陽ひが沈しずみ始めた。実に二時間ほども殴り合っていた二人はさすがに疲ひ労ろうが見えてきたのか、肩で大きく息をしながら睨み合うと、

「な、なかなかやるじゃない」

「あ、あなたもしぶといですね」

　笑い合った。お互たがい手を差し出す。

　すわ握あく手しゆによる引き分けか。みなが固唾を吞んだとき、

「「死ね！」」

　二人の拳がすれ違い、お互いの顔にクリーンヒットした。

　クロスカウンターである。

　両者はしばらくその体勢でいたが、やがてぐらりとよろめくと、倒たおれた。二人とも何故なぜかやりきった顔で眼めを閉じている。

「りょ、両者気絶！　引き分け!!」

　勝負に立ち会い続けたツキネが審判を下した。

　それまでにない喝采が起き、皆が二人に集まる。シュウも慌あわてて駆かけ寄ろうとしたが、

「はいはい、どいて、どきなさいって言ってんだわよ！」

　アライグマに似たやけに色っぽいモール族の女が、ずかずかと彼らをかき分けて二人の前に出た。豊満な身体からだを白衣で覆っている。シュウは首をかしげた。

「あれは医者か？　モールには病やまいがないんじゃ……」

「病はなくとも怪け我がをすることはある。アラミは研究者だ。こういう時のために軍医の役割も担になって貰もらっている。モール族は一人一人の身体の構成が全く違う。あやつの能力はそれを調べるのに適しているのだ」

「こりゃ、ずいぶん派手にやっただわねぇ」

　アラミはそう言い、手をミサキの腹に当てると、ずぶずぶ、と身体の中にめりこませた。

「な、なんだあれは……！」

「アラミの能力だ。あいつの手は人体を傷つけることなく、中を触しよく診しんする事が出来る。必要とあれば手術も可能だ。それも痛みを伴ともなわず、身体を開くことも無くな」

　一通り、ミサキとベルトリーチェの体内に手を這はわせると、ボルドを見た。

「中は傷ついてないだわ。外傷だけね。まったく頑がん丈じような女達だわよ」

「うむ、では手当を頼たのむ」

　アラミは頷くと、きびきびした動きで処置をほどこしていく。シュウはほっと胸をなで下ろす。見るともう、陽は落ちて夜のとばりが降りてきていた。




　眼が覚めたのも二人同時だった。

「ベル、ミサキ、気がついたか。大だい丈じよう夫ぶか!?」

　あちこちから両者の健けん闘とうを称たたえる声が上がり、二人はしばらくきょとんとしていた。

　落ち着いてきた頃ころ、シュウは二人に料理を運んだ。

「食べやすいよう、柔やわらかく煮にてある。熱いからゆっくり食べるといい」

　二人はおそるおそる口にする。米をお粥かゆにしたシンプルな料理だ。ベルトリーチェが「これは……」と眼めを見張る。

「お前のスパイスを少し使って、モールにもお前にも合うように俺が作ってみた」

「シュウさまが……！」

　ベルトリーチェが驚いてシュウを見た。シュウが料理担当を願い出て作ったのである。

「うん、確かに美味うまい。味付けは少し濃こいが、いけるな」

　ミサキもほくほくとした顔で食べている。

「よかった。あいつらには違うメニューを作ったが、気に入ってくれたようだ」

　甲かん板ぱんに運ばれたテーブルで皆、料理を食べながら口々に賞賛の声を上げている。

「こいつぁ、エルカの作った食いもんよりうめぇな！」

「もう明日からシュウが料理長でいいよ」

　エルカが恨うらみがましい眼を向けてくるが、気づかないふりをする。

　嗚お咽えつが聞こえ、見るとベルトリーチェが涙なみだをぽろぽろと流していた。

「ベル？」

「申し訳ありません。シュウさま。お手を煩わずらわせて……」

　ベルトリーチェは、ようようとそれだけ言うとしゃくり上げる。

「……ベル。不満はわかる。違う文化で育ってるんだ、ぶつかることもあるさ。だけど、馬鹿にされれば怒おこるし、嬉うれしかったら笑う。俺たちと同じだ。違うところはひとつだけ」

　彼らは先ほどまで闘たたかっていたのが噓うそのように和なごやかに笑っている。

「彼らには『裏』がない。俺はそういう所が気に入った」

　たとえ敵だろうと、能力があれば褒ほめ称える。非があれば認め、撤てつ回かいし謝罪する。その正直さは、人間にはなかなか出来ないことだ。王族として幼い頃から権力争いや騙だまし合いを見てきたシュウにはそれが気持ちの良いものに見えた。

「お前にも聞こえてただろう？　応援する声が」

「…………」

　ベルトリーチェは涙を拭ふくと立ち上がり、皆に向かって頭を下げた。

「……皆みな様さまを侮ぶ辱じよくしたことをここに謝罪しましょう。申し訳ありませんでした」

　全員、しん、とした。一いつ瞬しゆんの後に起きたのは大喝采。

「俺たちこそ悪かったな！　卑いやしいとか言っちまってよ！」

「あんたは強かった！　それだけで充じゆう分ぶんだぜ！」

　酒さか樽だるが次々と甲板に持ち込まれ、黄金色の液体が杯さかずきになみなみとつがれた。注ぐと白い泡あわが浮うき立つ。麦酒だろう。

「ほら、お前らも飲め！」

「い、いやわたしは……」

　遠えん慮りよするベルトリーチェから杯を奪うばうと、シュウは一気に喉のどに流し込んだ。

「し、シュウさま!?　アルコールはお身体に……！」

「酒は百薬の長というではないか。お前も飲め……ヒック」

　彼女はおずおずと杯を受け取り、遠慮がちに口をつける。

　飲んだ瞬しゆん間かん、顔が真っ赤に染まった。

「し、シュウさまと間接キッ……」

　言い終わる前にミサキが杯を奪う。

「よし、あたしも飲むぞ!!」

　飲み干すと、ミサキは杯を上げた。

「じゃんじゃん持ってきなさい！　今こ宵よいは宴うたげよ!!　新たな仲間に乾かん杯ぱい!!」

　再び喝采があがる。

　シュウとベルトリーチェは驚いた。

「な、仲間!?」

「シュウ殿どのは調理担当、ベルトリーチェ殿は戦せん闘とう員兼けん雑用。歓かん迎げいしよう、銀羽根の一味に」

　ボルドが豪快に笑う。仲間。そういえば、そんな言葉は誰にもかけられたことが無かった。まさか、人類の天敵であるモールから聞けるとは。シュウの心の中にじんわりと暖かいものが広がる。ベルトリーチェもぽかんとしていたが、やがて微笑ほほえんだ。ミサキが肩かたをすくめて笑みを浮かべる。

　シュウは笑って杯を上げた。

「乾杯！」




　　　　２




　フロンティアラインを通り過ぎ、砂さ漠ばくを越こえたころから徐じよ々じよに標高が高くなり、緑が増えてきた。ペンキで塗ぬりたくったような青空を見たとき、シュウは感動で涙を流した。

　山々の合間にモール王国が見え、ガンビーを降りたシュウとベルトリーチェは息を吞んだ。絵本でしか見たことの無い光景がそこに広がっていた。

　緑したたる大地、のんびりとした田園風景にたたずむ木造家屋。清せい涼りような川にゆっくりと回る水車、農業にいそしむモールたち。標高が高いせいだろう、七月に入ったというのに、からっとしていて涼すずしい。涼やかな風が優やさしく頰ほおをなでる。シュウは大きく息を吸い込んだ。草花と土と、少しばかり肥料の匂においが鼻に充じゆう満まんする。

　記き憶おくに無いはずなのに、なぜか懐なつかしい。

　ここが、人類が忌いむべき存在の住まう国？　とてもそうとは思えない。

「まずは王城へ向かい、父上に話をしないと」

　ミサキが歩き始める。シュウは朴ぼく訥とつとしたモールの風景を眺ながめた。

　舗ほ装そうされていない道が田畑の間を縫ぬうように通っている。ひときわ大きい道の先は丘おかになっており、モール城が見えた。堀ほりがぐるりと城じよう壁へきを囲んでおり、跳はね橋がかかっている。外がい郭かくが無く、ィエール城に比べると小さいが遠目には普ふ通つうの王城だ。

　ミサキの後について歩いていると、急に彼女が畑に降りた。シュウに手招きする。

「これ、わかる？」

　降りてみるとミサキは作物の葉を見せた。彼女が葉を手ではらうと、うっすらと積もった灰が散る。

「これは……まさか、ィエールのスモッグか！」

「風の強い日なんかはこうやって流れてくるのよ」

　シュウは愕がく然ぜんとした。こんなに遠く離はなれた所にも届くのか。

「！　もしかして……、ミサキ達が列車を襲おそっているのって……」

　ミサキは頷うなずいた。

「これ以上、ィエールのスモッグを広げるわけにはいかないの」

　そうだったのか。壁かべが拡張されれば、被ひ害がいは広がり、モールの大地は汚お染せんされる。

　だからミサキ達は資材の積まれてある列車を襲っていたのだ。

「……すまない。まさか、ここまで汚染が広がっているとは……」

「あんたに責任があるわけじゃないでしょ。……ただ、知っておいて欲しかったの」

　ミサキは道に戻もどると歩き始めた。シュウも慌てて後を追う。

「むやみやたらにィエールを攻こう撃げきしてるわけじゃないって事」

　ミサキはちらりとシュウを見て言った。

　そういえば、古城でも人間を殺すなと指示していた。

　──ミサキ達はただ、自分たちの大地を守っているだけなのだ。

　シュウだってこんな美しい国が灰で汚よごされるのは見たくない。

　だが、ィエールの内情を知る自分にはミサキ達の行動を肯こう定ていも否定もできなかった。

「ああ、理解できるよ……」

　それだけ言うのが今は精せい一いつ杯ぱいだった。黙だまってミサキの後を歩く。

　ミサキ達が仲間だと言ってくれた時は本当に嬉しかった。

　しかし自分は今、どちらの国にも属していないのだ。




　跳ね橋を渡わたり、門の前に立ったとき、シュウは足元に違い和わ感を感じた。

　なんだかふわふわする。

　地面をよく見ると、産うぶ毛げのようなものが生えていた。

「おい、まさか……」

　シュウが呟つぶやいたとき、ミサキが声を張り上げる。

「オヤビー！　ミサキよ、戻ったわ！」

　門の両扉とびらに眼めがひとつずつ現れた。

「おかえり」

　眠ねむそうなまなざしでミサキを見る。門がひとりでに開いた。

「こ、この門もモール族なのか!?」

「門だけじゃないわよ。この城ぜーんぶ、オヤビーが身体からだを変形させた姿なのよ」

　ミサキが両手を広げて城を示す。

「は──────！！？？」

　シュウとベルトリーチェは、腰こしを抜ぬかしてその場に尻しり餅もちをついた。

　ベルトリーチェなど文字通り眼が飛び出している。

「もちろん、手は加えてあるけど、城の基き礎そはオヤビーの身体よ。移動城オヤビー。有事の際には城の形状を保ったまま移動できるから便利なのよ」

　モール族、ビー種。彼らは代々王族に仕えており、その中でもオヤビーは一番長く生きているのだという。

「種、というのは、モールが生まれたとき、その姿の類似性でわけられる種別のことだ。既き存そんの種に属すると判断されれば、家族となる。ガンビーはオヤビーの第四子だ」

　ボルドの説明にシュウはあんぐりと口を開けた。

「まだこんなのが三人もいるのか？」

　身み震ぶるいした。彼らが敵に回ったらと思うとぞっとする。

「ミサキー！　おかえり、心配したよ！」

　門をくぐると、イタチに似た小さなモール族が駆かけてきて、ミサキの肩に飛び乗った。

「キロ！　元気だった!?」

　ミサキは頰をすり寄せた。キロはつぶらな瞳ひとみをくすぐったそうに細める。大きさは５０センチほどで、白い体毛は柔やわらかそうだ。

「か、かわいい……」

　さすがのベルトリーチェもその愛くるしい姿にもだえた。

「こいつもモールなのか」

　シュウは顔を寄せてまじまじとキロを観察した。どう見ても小さな白イタチだ。キロはびっくりしたように眼を見開くと、

「うわぁ！　人間だ！」

　爪つめで顔をひっかかれた。

「いった！」

　威い嚇かくするキロを、ミサキが撫なでて落ち着かせる。

「こらキロ。……こいつはな、あたしが生まれたときから一いつ緒しよにいる、まぁ……幼なじみというか、お前にとっての侍じ女じよみたいなもんだ」

　そう言って目め許もとを綻ほころばせた。

「キロ、こいつらはあたしの仲間になったんだ。攻撃するな」

「……ふーん。ミサキに手ぇだしたら引き裂さいて殺してやるからね！」

　キロがシュウを睨にらんで爪を見せる。しゃきん、という音が聞こえてきそうだった。

「ははは……。よろしくな」

　シュウは、苦笑いをして片手を上げた。引っかかれた痕あとがヒリヒリする。

「こちらこそ、シュウさまに今度手を出したらお前を丸焼きにしますよ」

　そう言っているが、彼女もキロの可愛かわいさに強く出れないようだ。目許は緩ゆるんでいた。




「はいはい、国王のバロールと言いますよ」

　あまりの軽い口調にシュウは思わず顔を上げてしまった。

　優しそうな山羊やぎの顔に、一いつ対ついの巻き角。

　ボルド達と別れ、ミサキとシュウ、ベルトリーチェは謁えつ見けんの間に通された。シュウたちがかしずいている床ゆかより、一段高い所に玉座はある。バロールはそこに、もふもふの毛で覆おおわれた身体をちょこんと乗せていた。厳いかめしい玉座とその容姿はアンバランスで、シュウの緊きん張ちようの糸は一いつ瞬しゆんで途と切ぎれる。

「いやー、報告は受けてたけどみんな大おお騒さわぎだよー。人間がきたーって。あ、顔上げて」

　バロールはにこにこと笑う。戸と惑まどっているとミサキに脇わき腹ばらをつつかれた。

　慌あわててバロールに自分の名を告げると、これまでの経けい緯いを説明する。

　モール王は終始にこやかに聞いていた。時折相あい槌づちを打つ。

「……うん、はい。事情はわかりました。それは大変だったねぇ。んで、亡命したい……ってことでいいんかな。まぁ別にいいよ」

「無理は承知でお願いします。どうか……。って、えェ!?」

　思わず二度見した。今、いいよ、と言ったのか。あっさりと。

「それじゃ、あとの事はミサキちゃんに任せるから」

　いいのか、本当に。これでは緊張してた自分が馬ば鹿かみたいではないか。

　一気に脱だつ力りよくしてベルトリーチェを見た。彼女も拍ひよう子し抜ぬけしたように、ぼけっとしている。

「ところでミサキちゃん。キミまた勝手に色々暴れてたんだって？」

　ミサキは身体をびくっと震ふるわせた。額に汗あせが浮うかぶ。

「よくないよそういうの。しかも捕つかまってたんだって？　バレてるんだから。しばらくモールから出ちゃ、だめ」

　王は口をとがらせていった。子供のようである。ミサキは懇こん願がんするように顔を上げた。

「ち、父上。それは……！」

「出ちゃ、だめ」

「う……」

　うなだれて猫ねこ耳を垂らす。しゅんとして見えるが、尻しつ尾ぽは不満げに揺ゆれていた。

　いくらミサキでもやはり親には逆らえないらしい。

　ん？　親？　違和感を感じてシュウは首をかしげた。

　だが、バロールが手を鳴らした音に思考は遮さえぎられた。

「はい、この話はこれで終わり。それと、シュウくんたち。今日お祭りなんだけど、みんなに紹しよう介かいするんで是ぜ非ひ参加してちょうだいね」

　夏の到とう来らいを祝うお祭りの日だという。




　陽ひが落ちると、跳ね橋近くの広場に明かりが灯ともされ、宴うたげが始まった。

　フロンティアを出てからというもの、なんだか毎日がお祭りのような気分だ。

　シュウがそんなことを思いながら様子を眺ながめていると、バロールに呼ばれた。

　ベルトリーチェと共に、バロールの居る演えん壇だんの下に立つ。

「シュウ・ィエールくんとベルトリーチェ・バトンちゃんね。今日からこの国で暮らしていくから、みんな仲良くするんだよ」

　民たみ達が手を叩たたいた。バロールが杯さかずきを掲かかげると、喝かつ采さいをあげて酒を酌くみ交かわす。

　広場の中央に円えん卓たくが置かれ、王族達が民衆と歓かん談だんしている。

　シュウは驚おどろいた。民衆と同じ高さに宴えん席せきを設けるなど、ィエールでは考えられないことである。モールには王族を暗殺しようなどと言う輩やからは存在しないのだろう。

　シュウはベルトリーチェを伴ともない挨あい拶さつをしたが、皆みな、チラリと見て頷くだけだった。

「やっぱりわたしたち、歓かん迎げいされていませんね……」

「まぁ、いきなり仲良くしろと言われても無理だろう」

　銀羽根の一味だって最初はそうだったのだ。

　そういえばミサキはあの円卓に居なかったが……。

　シュウは宴の席を見回して、ボルドたちを探した。

　ずいぶんと離れた広場の隅すみっこで酒盛りをしている。

「こんなところにいたのか。なんでもっと宴席の近くでやらないんだ？」

「おう、王子様。モールはどうだ。宴は楽しんでいるか？」

「俺たちは王族じゃないからな」

「？　他の民たちは王族たちと話してるが……」

「そら、あれよ。俺たちは姫ひめ様さま直属の部下だからよ」

「おい」

　ボルドの鋭するどい声に、「あ」とエルカは口に手を当てた。

「どういうことだ？」

　ボルドはシュウの顔を見てため息を吐ついた。

「姫様にとって知られたくないことだから言うわけにはいかん。……これは秘密だが、姫様の容姿はあのとおり人間の姿に近い。昔から皆、近寄りがたいのだ。あ！」

　今度はボルドが慌てて自分の口を塞ふさいだ。

「副団長。あんたホントに秘密に出来ない人だよな……」

　エルカが呆あきれたように言った。

「ま、俺たちも似たような感じだったからな。行き場がなかったところを姫様が拾ってくれて仕事を与あたえてくれたんだ。だもんで、俺たちもこういう場では居場所がないわけ」

「……ちなみにお前達はどんな理由ではじき出されたんだ？」

　純じゆん粋すいに気になって聞いてみると、皆一様に光りのない眼めを浮かべた。

「秘密を思わず言ったらその日から口を聞いてくれなくなった」

「おもしれぇダジャレを言い続けたら家族から追放された」

「わかったもういい」

　シュウはどんよりとして、それ以上聞くのをやめた。

　その時である。突とつ然ぜん、王との謁見の時に感じた違い和わ感の理由に気づいた。

「なぁ、モールにおいて同じ種に属する場合、家族として迎むかえられるんだよな。じゃぁ何でミサキとバロール王は似ていないのに家族なんだ？」

　二人の容姿は明らかに違ちがう。種として同じカテゴリに入るとは思えない。

　ボルドたちは眼を伏ふせ言いにくそうにしていたが、

「……姫様はどの既存種にも当てはまらない『孤種』と呼ばれる新種だ。つまり、姫様以外にあのようなご容姿のモール族は、誰だれひとりとしていない。ああ、秘密なのに！」




　モールでは定められた日付に大地より生まれしものを王族と認にん定ていする。

　これまでその日に生まれたモールは、すべてバロー種と呼ばれる山羊の面様に巻き角を持った容姿であったという。

　しかし、ミサキはその日付に生まれてきた。

　王族達の間では、異い形ぎようの赤子は間引くべきだと主張する輩が多かったという。

　だが、バロールはミサキを娘むすめとして迎え入れたのである。

「だって、そういうしきたりでしょ」

　あっけらかんとそう言ったという。あの飄ひよう々ひようとした王らしい物言いである。




「そうだったのか……」

　自由奔ほん放ぽうに笑うミサキの顔が頭をよぎる。

　モールにおいてたったひとり。ただひとつの個。その孤こ独どくはいかほどだったか。

「……ベル。自分が望んだわけでもないのにそういう立場になってしまった者は、一体どう生きればいいんだろうな……」

「シュウさま……」

　モールにおいても、はじかれるものはいる。それは集団が同じ一つところで暮らしている以上は避さけられぬ事かもしれない。

　シュウは暗い眼で盛り上がる宴の場を見つめた。

　広場の中央付近で拍はく手しゆが起きて、ん、と円卓を見やる。

　ミサキがドレスのような艶つややかな服に身を包み、肩かたにキロをのせて宴席に佇たたずんでいた。

　民たちは笑え顔がおで迎えている。だがその表情に嘲あざけりが含ふくまれているのを、シュウは敏びん感かんに感じ取った。

　ミサキはどこか居い心ごご地ちの悪そうな笑顔を浮かべて王族や民たちに挨拶をしている。なぜか合間にキョロキョロと周りを見み渡わたし、誰かを探しているふうだ。

　シュウたちを見つけると、ほっとしたような顔で近づいてくる。

　派手さはないが、素そ朴ぼくな衣い装しようがミサキのプロポーションの良さを引き立てていた。うっすらと唇くちびるに紅べにをひいている。

　シュウの視線に気付くと、ミサキは少し恥はずかしそうに眼を伏せて視線をそらした。

　その奥ゆかしい振ふる舞まいに思わずどきっとする。

「……どう？　普ふ段だんあまり着ないから、わかんないんだけど……」

　ミサキは袖そでを摑つかんでくるりと回った。

　固まってるシュウを見ると、しょんぼりした表情で下を向く。猫耳が垂れた。

「やはりあたしには似合わないか……な」

「きれいだ……。あ、いやその！」

　シュウは思わずつぶやいてしまい、顔が熱くなる。

　その言葉にぴん、と耳を立てて、ミサキはぱぁっと顔を輝かがやかせた。

「そ、そう？　べ、別にお前に見せるために着たわけじゃないぞ。ただ、せっかくの宴席だからな。たまにはこういう服もいいかなと……」

　言いながら尻尾をふりふりさせている。

「まったく何回着き替がえたことか……」

　キロがじっとりとした眼でミサキを見た。

「よ、余計なこと言わないでキロ！」

「わははは！　馬子にも衣装とはこのことだな、ミサキ！」

　宴席に座っていた、がっしりとした体たい軀くのモール族が立ち上がると、二人に近づいた。

「あ、兄様……」

　ミサキが少し怯おびえたように後ずさる。初めて見せる表情に戸惑って、シュウは兄様と呼ばれた男を見た。ひとめでバロールと同じ種であるとわかる巻き角と体毛。だが、王に比べると随ずい分ぶんと無骨な印象である。ミサキの肩をつかむと、男はシュウを見た。

「いやいや、シュウどのと言ったかな。ありがとう、キミのおかげでちょっとはミサキが女らしくなったのは嬉うれしいことだ」

「え？」

　シュウはぽかんと口を開けた。なんのことかわからない。

「ミサキの兄のバルトだ。あっちは弟のバロン。よろしく人間の王子」

　宴席に座ったままのバロー種を指さす。こちらはずいぶんと優やさ男おとこだ。

「よろしくー」

「それにしても……」

　バルトはミサキを見下すような眼で見つめ、にやにやと笑う。

「お前もすみにおけんな。……妹はほれ、容姿がィエールの民に似て残念だろう？」

「なに？」

「兄様！　や……っ！」

　ミサキが何か言いかけて顔をゆがませた。バルトの手が肩に食い込んでいる。相当な力で摑んでいるのだろう。

「それは失礼だよ」

　弟のバロンがくすくす笑いながら、横から口を挟はさむ。

「確かにィエールの民は醜みにくき存在だけどさ」

「モールでは男女が好き合っていれば別の種でも家族となるが、こいつはなかなか嫁よめのもらい手がおらんでな。いつもみんなから心配されておったのだ」

　ミサキはうつむき、はやくこの時が過ぎ去ればいいと、じっと耐たえているように見えた。

「憂うさ晴らしで人間相手に暴れておるのかと思っておったが……いやぁ、まさか、実は婿むこ捜さがしをしておったとはな！」

　バルトが大げさに手を広げ、驚いたように眼を見開く。だが口元にはからかいの笑みが浮うかんでいる。

「いくら男に飢うえてるからって、人間の婿を連れてくるとは恐おそれ入ったよ。でもお前とよく似合いだ。ねぇ、みんなも嬉しいよねぇ!?」

　バロンは周りにアピールするように大声で言う。周りから嘲ちよう笑しようが漏もれた。

「…………っ！」

　ミサキがさっときびすを返し、走り出そうとした。

「失礼ではないですか」

　場が冷や水を浴びせかけられたかのように、静まりかえる。

　ミサキが立ち止まり、はっと振り返った。

　自分でもこんなに冷たい声が出せるのか。シュウはそう思う。

　バルトがわざとらしく首をかしげる。

「……はて、失礼とは？」

「先ほどの発言です。撤てつ回かいしてもらいたい」

　シュウは振り返り、バルトとバロンを見み据すえた。

「ミサキは決してそのような私心で連れてきたのではない。国を追放され、古城で死をただ待つしかなかった俺を救ってくれたんだ」

　怒ど鳴なりそうになる気持ちを抑おさえて、言葉を絞しぼり出した。

　ミサキは言葉も無くシュウを見つめている。

「はぁ？　だからなに？」

　バロンがしらけた声をあげた。

「撤回しろと言ってるんだ！」

　我が慢まんできなかった。

「シュウさま。ここで事を構えるのは得策ではありません」

　背後に控ひかえていたベルトリーチェが進言する。だが、シュウには聞こえない。

「モールの民たみも語るに落ちたり。お前らみんな大地から生まれたんだろう。ならば等しく互たがいに尊重するのが筋ではないか！　ミサキはここにいる誰より大きい器うつわを持っているぞ。忌いむべき人間にも手を差し伸のべられるぐらいな。醜いのはあなたたちだ！」

「シュウ……」

　ミサキが泣きそうな顔で口元を押さえた。

　バルトの顔色が変わる。

「その言葉こそ撤回できぬぞ、人間の王子よ」

　その強面こわもての額に、殺意のしわを作り静かに言った。

「あなたたちがミサキを侮ぶ辱じよくしたことを撤回し、謝罪するならば、俺もそうしよう」

「モールの王族が人間ごときに謝るか、たわけが」

　ずい、とシュウに近寄る。鼻がこすれ合うほどの距きよ離りで睨にらみ合った。

　バルトの口元からは大きい牙きばが見える。

　戦えばシュウの首など、一いつ瞬しゆんにして引きちぎられるだろう。

　だが、怒いかりのせいか不思議と怖こわくはなかった。

　たとえここで殺されても、引くわけにはいかない。

　ミサキの誇ほこりがかかっているのだ。

　周囲が緊きん張ちように静まりかえる。皆みな、固かた唾ずを吞のんで二人の動向を見守っていた。

　バルトの右みぎ腕うでがぴくりと動く。

「やめ……」

　ミサキが短い悲鳴をあげた。

　シュウは反射的に身をすくませる。

　どん、と肩に力強い手が置かれた。

「…………え？」

「うわははははは!!」

　バルトの豪ごう快かいな笑いにあっけにとられる。

「臆おくさず一歩も引かぬとは。人間にしてはなかなかに豪ごう胆たんな男だ！　気に入ったぞ！」

　先ほどとは打って変わって愛あい嬌きようのある仕草で、ミサキに向かって片眼を閉じる。

「いい男をつかまえたではないか、ミサキ」

「あ、兄様、い、いや……」

　ミサキもさすがに二の句を告げず口をぱくぱくさせている。

　バルトはシュウに向き直り、頭を下げた。

「先ほどの発言、撤回する。皆の前でお前を侮辱したことを謝罪しよう」

「！」

　全員が眼を見開き、息を吞んだ。

「兄様……」

「このモールであの啖たん呵か。生半にはできぬ事だ。その勇気は賞賛に値あたいする。いや、シュウ殿どのの言葉には正直考えさせられた。……すまなかった、ミサキ」

　ミサキはしばしぽかんとしたままだったが、バルトに向き直ると、こう言った。

「兄様……。あたしは構いません、慣れています。謝罪はシュウに」

「なんだと？」

「兄様はあのとき、容姿がィエールの民に似て残念だとあたしに言いました。シュウを認めたのなら、その発言について謝罪をしてください」

　バルトはしばらく驚おどろき入った様子でミサキを見ていたが、やがて、ふ、と笑った。

「……我が眼めは曇くもっていたようだ。──シュウどの、すまなかった」

　バルトが頭を下げる。シュウも慌あわてて頭を下げた。

「いえ、俺の方こそ、モールの民を侮辱して申し訳なかった」

　ミサキを侮辱したことは許せない。だが、シュウはボルドの言葉を思い出していた。

　──たとえどんなものだろうと、能力があれば対等に接する。

「……あなたは誇り高きモール族だ」

　非を認め、素す直なおに謝罪するバルトに好感を持った。

「はいはい、んじゃ、喧けん嘩かはこれで終わりねー！」

　バロールがそう宣言して手を叩たたく。

　……というか居たんだったら最初っから止めろよ。

　民達は歓かん声せいを上げた。心なしかその喝かつ采さいはシュウ達にも向けられているような気もする。

　シュウはほっと胸をなでおろした。どうやら、追い出されることはなさそうだ。

　一気に緊張が解けたせいか、膝ひざが震ふるえだした。立っていられず、その場に腰こしをおろす。

　ベルトリーチェが心配そうに声をかけてきた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　お顔が真っ青ですよ」

「ど、どうしよう、ベル。震えが止まらないんだが！」

「だからお止めしたではありませんか」

「え、止めてくれたのか？」

　彼女はやれやれとため息を吐ついた。

「……まったく、シュウさまは一度言い出すと人の話が耳に入らないのですから」

「す、すまん」

　彼女は「いえ」と言って微笑ほほえみ、ハンカチを股こ間かんに当てようとした。

「シュウさま、お小水が」

「もらしてねェよ！」

　彼女の手をさっとはらう。

　そこにボルドたちがわっとやってきた。

「バルトさまに喧嘩を売るとは、その胆たん力りよく、感心したぞ」

「俺たちもむかっ腹たってたけど、さすがに言えねぇからな。おかげですっきりしたぜ」

　口々に声をかけてくれる。

「だがバルトさまはモール最強の戦士。勝てる見込みはあったのか？」

「全くない。ていうか、めちゃくちゃ怖かった」

　その答えに全員があっけにとられてため息をついた。

「考え無しに喧嘩売ったのか、この王子様は」

「……我慢できなかったんだよ。落ち込んでるあいつを見てると……」

「あたしのために……」

　つぶやく声に、「あ」とシュウは面おもてを上げた。

　ミサキが頰ほおを赤らめて瞳ひとみを潤うるませている。

　彼女は小さく何か唇くちびるを動かしたが、すぐに首をぶんぶんと振ふった。

「べ、別にあたしはあんなことで落ち込むほど弱くはない！　だ、だから、その、余計な事はしなくていいの！」

「姫ひめ様さまも素直じゃねぇやな」

　エルカの言葉に皆がどっと笑った。




「シュウ、あんたにこいつをあげる」

　宴えんもたけなわになってきた頃ころ、ミサキが異い形ぎようの馬を連れてきた。

　列車襲しゆう撃げきの時にミサキ達が乗っていた、あのトカゲ馬である。

「モールの戦士はこのトマを乗りこなして一人前とみなされるの」

「いいのか？　俺はモールの戦士では……」

「そ、その、キロが何かお礼した方がいいって。あたしは別にいいって言ったんだけど」なんだか気まずそうな表情を浮かべ、肩かたのキロを指す。

「僕もミサキが悲しんでる顔は見たくなかったからね。人間……いや、シュウ、だったかな。ありがとう。ミサキをかばってくれて」

　キロは小ぶりな尻しつ尾ぽを振って微笑んだ。

　シュウはトマにそろりと近づき、眼をのぞき込む。縦長の瞳どう孔こうで爬は虫ちゆう類るいに近い。その眼がきょろきょろと動き、落ち着かない様子だ。警けい戒かいというよりは怯おびえているのだろう。トマの頭に手をやり、そっと撫なでた。眼の奥に感情が見える。これならいけそうだ。

「おいおい王子様、大丈夫か。トマは気き性しようが荒あらいんだぜ」

　エルカの心配を、ベルトリーチェが「大丈夫でしょう」と打ち消した。

「シュウさまが得意とするのは槍そう術じゆつと馬術。どんな暴れ馬も乗りこなしたと」

「へぇ。確かに……」

　ボルドたちがミサキをじーっと見る。

「なに。……まさか、お前ら！」

　やいのやいのと言っているミサキたちを尻しり目めに、シュウは鐙あぶみに足をかけ、その背に飛び乗った。トマは少し抵てい抗こうしたが、シュウの手た綱づな捌さばきにすぐにおとなしくなる。

「皆、新たな戦士に祝福を！」

　それを見たボルドが、祝しゆく杯はいをあげた。

　シュウは馬上からミサキを見た。

　その視線に気づくと、ミサキはボルドから受け取った杯さかずきを上げ、微笑んだ。




　その夜、シュウは眼が冴さえて寝ね付つけず、客室のベッドから起き上がった。ミサキたちの厚こう意いで厄やつ介かいになることにしたが、夜の王城はしん、と静まりかえってどうにも落ち着かない。ガンビーでの騒さわがしい生活に慣れたせいだろう。ベッドを降りて、窓を開ける。酒で火ほ照てった身体からだを涼すずしい風が撫でた。丸い月が夜空に浮うかんでいる。

　唄うた声ごえが聞こえて、身を乗り出した。少し離はなれたところに、シュウのいる二階の窓とちょうど同じ高さの巨きよ木ぼくがある。その枝に腰こし掛かけ、月を眺ながめ歌っているミサキの姿が見えた。




「俺もそっちへ行っていいか」

　外に出て声をかけると、ミサキは少し驚いたような顔でシュウを見た。

「……登れるの？」

　シュウはするすると危なげなく登ると、ミサキの隣となりに腰を下ろした。

「小さな頃はよく登ったんだ。そのたび母上に危ないから降りなさいと怒おこられた」

「シュウの母上はどんな人なの？」

　ミサキが眼を細めて聞く。

「……優やさしくて強い人だった。俺が九つの時に流行はやり病やまいで死んでしまった」

「……ごめん。思い出させた？」

　ミサキは猫ねこ耳を少したらすと、上うわ目め遣づかいに謝った。

　なるべく平然と言ったつもりだったが、寂さびしさは伝わってしまったようだ。

「気にするな。俺は小さい頃やんちゃでな。よくみんなを困らせていたようだ。母は、人の痛みがわからない人間には、民たみを統すべる資格はないといつも言っていた。俺はそれが少し疎うとましかった」

　虫の音が聞こえる。彼女は黙だまって続きを待っているようだった。

「……母の病は、自死病といってな。病から身体を守る為ための機能が過か剰じよう反応し、体内を破は壊かいするんだ。治す方法はない。そして、病の原因はある作物だったんだ」

「作物が？」

「ああ。スモッグで汚お染せんされた作物だ。みんな知らずに食べていた。身体が弱い人や、アレルギーを持っていた人たちが病にかかった。罹り患かんした人で生きているものはいない」

　病びよう床しようで困ったように笑う母の顔を思い出す。

「痛みで発はつ狂きようしてもおかしくない病だ。だが母はいつも俺に微笑みかけてくれた。……結局、最後までつらそうな姿を見せることはなかった」

「強いな……」

「優しい人でもあった。花や植物が好きでな、作物もよく自分で育てていた。スモッグで濁にごる空を見上げては田畑を気にかけていた。皮肉なものだ」

「それで農学を学んだのね」

　ミサキが納なつ得とくしたように頷うなずく。

「ああ、自分の無力を呪のろった。無学を呪った」

　シュウは白く輝かがやく月を眺める。

「シュウは無力じゃないよ」

「え？」

　振り向くと、ミサキがまっすぐシュウを見つめている。

　彼女は恥はずかしそうに、けれどもシュウから視線をそらさずにこう言った。

「そ、その……さっきは恥ずかしくて言えなかったけど、あ、ありがとう。嬉うれしかった」

　よほど勇気が要いったのか、言い終わると眼を伏ふせた。顔を赤くしてもじもじしている。

　乙おと女めのような振る舞まいにどきっとした。

　顔が熱くなる。なぜか胸がぎゅっと締しめ付けられて、どきどきした。

　ちらりとミサキを盗ぬすみ見ると、彼女は眼めをこすっていた。

「……お前、泣いているのか？」

「な、泣いてなんかいない！」

　と涙なみだを溜ためている大きな眼をシュウに向けて言う。

「涙がうかんでいるが」

「う、うるさい!!　眼に水がはいったの！」

「そうか。それならいいが。女を泣かせたのでは常とこ春はるの母上に怒られてしまう」

「常春？」

「ィエールの民に伝わる、遥はるか彼方かなたにある伝説の島の名前だ。そこは死んだ者しか入れない島で常に春だという。死者はそこで永遠に幸せに暮らすのだそうだ」

「へぇ。モールの民は死んだら大地に還かえる。ただそれだけ」

「では幽ゆう霊れいの存在もないのか」

「なに、幽霊って」

「この世に未練を残した者や、悪いことをした者は常春にいけず、永遠に現世をさまよう。なんと幽霊には足がないそうだ」

「足が!?」

　ざわっと尻尾と耳の毛が逆立った。顔が一気に青ざめる。

「……なんだ、怖こわいのか？」

「こ、怖くなんかっっ。だ、だけど、大地を踏ふむ足がないとは、なんと奇きっ怪かいな……」

　視線を泳がせて明らかに怯えた様子だ。意外な弱点に思わずからかいたくなった。

「──そういえば、お前が囚とらわれていたのは牢ろうだったな。さぞ無念を残して死んでいった者もいただろうなぁ」

「え、え、シュウ……？」

　彼女は不安そうにシュウの袖そでをぎゅっと摑つかんだ。こんなミサキの姿は、ちょっとない。

「……幽霊は生者をうらやましく思い、取り憑つくこともあるという」

「ちょ、や、やめてよ、噓うそでしょ……」

　涙目でおろおろと周囲を見回す。突とつ然ぜんシュウはミサキの背後を指さした。

「あ！　お前の後ろに足のない男が……！」

「いやぁ～!!」

　悲鳴をあげてミサキはシュウに抱だきついた。ぐらり、と身体が揺ゆれる。

「ば、ばかっ！　落ちる！」

　落ちた。

　抱き合ったまま、しこたま地面に尻しりを打ちつけてシュウは呻うめいた。

「い、生きてる……」

　思わず笑えみが浮かんだ。まったくミサキと出会ってからというもの、心臓に悪いことばかりだ。少なくとも、死ぬまで退たい屈くつはしなさそうである。

　シュウは夜空に浮かぶ満月を見上げた。
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　　　　３




　シュウたちがモールに来てから一ヶ月がたった。

　八月に入ったが高山の夏は涼しく過ごしやすい。

　シュウはタオルで頰ほおについた土を拭ふき、田畑を眺める。

　朝の光を浴びて葉がきらきらと光っていた。

　ミサキが管理している農園だ。ガンビーが二十人は入れそうなぐらい広い。

　シュウたちは体てい裁さい上、ミサキの部下となっている。なにかしら仕事をしないと、ということでこの農園の管理を任されたわけである。

　願ってもない話だ。ミサキに感謝した。

　ベルトリーチェはシュウの身体を心配したが、むしろ働いている方が調子が良い。

　二人は作物に水をやり、果樹園で果物を収しゆう穫かくし、雌め牛うしの乳ちちをしぼった。

　仕事をしていると、一日はあっという間に過ぎていく。だが、充じゆう実じつした毎日だった。

　モールの作物はとても素す直なおで、手間をかけたぶん、ちゃんと育ってくれるからである。

「こんなに作物がすくすくと育つなんて……」

　ベルトリーチェが収穫したばかりのトウモロコシに感かん嘆たんの声を上げた。

　見事な房ふさの大きさである。

「土の成分がィエールとは違ちがう。作物を育てるのに必要な養分をたっぷりと含ふくんだ土だ」

　なんと大地の肥ひ沃よくな事か。シュウは土を握にぎりこみ、手でその感かん触しよくを楽しんだ。

　柔やわらかくほどよく湿しめっている。ちゃんと耕している証しよう拠こだ。

　それに……と、シュウは農園に引かれた竹たけ筒づつに眼をやった。

　水まきの労力をなるべく軽減しようと思ってシュウが設計したものだ。

　竹筒を使って川から水を引っ張り、農園まで届ける。

　数日前、手伝いに来てくれたボルドが設計図を見て、たった半日で完成させたものだ。

　彼は自身の身体の一部を武器に変形させ、材料を加工していった。

　能力で言えばエルカやツキネと似ていた。エルカは刃は物もの、ツキネは熱を発することで溶よう接せつや切断に特化している。

　だがボルドの場合、構造さえわかればどんな形にも変形できるという。

「……彼らの生活は、ィエールに比べると遥かに劣おとっている。なぜこんな農園や王城が作れるのかわからなかったが……。疑問が解けたな」

　シュウは木こ陰かげに腰こしを下ろす。何の木かは解らないが周りと比べて遥かに大きい。

　ベルトリーチェが隣で複雑な表情を浮かべた。

「モールの能力を集約すれば、ィエールを遥かにしのぐかもしれませんね……」

　彼らひとりひとりの身体が国を発展させる道具であり、文明なのだ。気まぐれなモール族に感謝せねばならない。祖国は滅ほろんでいたのかもしれないのだから。

　気持ちの良い風が吹ふいて、さらさらと葉のこすれる音がした。枝が風に揺れている。

「……ベル。多少の問題はあるにせよ、ここはいいところだな。領土不足で苦しんだり、貧困に窮きゆうする民もいない。だがィエールやフロンティアでは今もきっと苦しんでいる民がいるだろう」

「シュウさま……」

「病やまいさえなければ、俺にも出来る事はあったのかな……」

　また女め々めしい言葉が吐はいて出る。

　ベルトリーチェは少し迷った顔を浮うかべていたが、意を決したように口を開いた。

「──シュウさま。話したいことがございます。一いつ旦たん家に戻もどりましょう」

「？」




　シュウたちの家は木造の平屋建てで、裏には川が流れている。元々空き家だったものを改装した。モールに来てからしばらくしてボルド達が見つけてきてくれたのだ。王城にほど近く、民家とも多少距きよ離りがある。モールにまだなじんでいない二人にはちょうどよい物件だった。

　家に戻ると、ベルトリーチェが自室からノートを持ってきた。

　ダイニングのテーブルに置く。

「わたしがつけているシュウさまの病の記録です。毎日欠かさずつけておりました」

「そんなものが……。おい、なんだこれは。精力の有り無しという項こう目もくがあるが」

　記き載さい項目を読んで眼を丸くする。

「シュウさまが朝起きた時の下半身のご様子で判断しております」

「やめて。ホントやめてこういうの！　年とし頃ごろの男の子だから俺！」

　悲痛な声で訴うつたえた。

「わたしは気にしていませんよ？　ちょっと元気のない日があったからって」

　うふふ、とベルトリーチェは口に手を当てて気味の悪い笑みを浮かべる。にこやかに朝の挨あい拶さつを交かわしながら冷静に下半身の品定めをされていたかと思うと、鳥とり肌はだがたった。

「こわ！　めっちゃこわ！」

「そんなことよりこちらをご覧ください」

「グラフのようだが……」

「シュウさまの種が出た日と頻ひん度ど、その確率を出したものです」

「なんか会話の流れで卑ひ猥わいな感じがするけど、口から出た種の話でいいんだよな!?」

　一応聞いた。寝ねている間にパンツの中覗のぞかれてないだろうな。

「もちろんそれ以外なにがありますか」

「……。ん？　この日から種が出ていないな？」

　シュウはグラフを指さした。

「シュウさまとわたしがモールに来て、ちょうどひと月。その間、種は一つも出ておりません。それどころか、咳せきすら出ていないのです」

　それにこちらを、とまた別のグラフを見せる。

「体重も種と共に減少しておりましたが、ここに来てから回復傾けい向こうにあります」

「わかるの!?」

「わたしの目視は絶対です」

　シュウはツッコまなかった。というか、もうどこからツッコめばいいのか解らない。

「ただの偶ぐう然ぜんかもしれません。何かが病を抑よく制せいしているのか、それとも治ったのか……」

　ただ一つ言えることは、と彼女は付け加えた。

「シュウさまの病は今のところ進行していないという事です」

「そんなことが……」

　しばし呆ぼう然ぜんとする。予想もしていなかった展開だ。

「モールに来てからというもの、シュウさまはかつての元気を取り戻したようで、わたしはそれが嬉しかったのです。病に関することはなるべく口にしないようにしていたのですが、先ほどの話を聞いて良い機会かと思いまして」

　目め頭がしらが熱くなり、涙がぽつりと床ゆかに落ちた。

「シュウさま、まだ……」

「わかっている。まだ何もはっきりしていない。それでも……」

　シュウは涙なみだを拭いて、笑顔を彼女に向ける。

「少しぐらい希望を抱いたっていいじゃないか……」

　それを聞いて感極きわまったのか、ベルトリーチェも涙を潤うるませた。何度も頷うなずく。

　その時、玄げん関かんの扉とびらがノックされた。

「はい」

　ベルトリーチェは涙を拭くと、扉を開ける。

　訪ねてきたのは、モールの衛兵だった。

「シュウさまはおられますでしょうか？　バロール国王より、至急王城に来られたしとのことです」

「？」

　二人は顔を見合わせた。







「はいはい、よく来てくれましたねー。上げて。顔上げて」

　バロールが謁えつ見けんの間の玉座から、かしずいているシュウたちに手を振ふった。

　相変わらず軽けい薄はくな王だ。

「報告が二つあってね。あの、ィエールに密みつ偵ていを放ってたんだけど」

「密偵!?」

　重大なことをさらりと言う。

「うんそう。割と前から行かせてるんだけどね」

　軽い口調はわざとか、それとも天然か。

「それでね、まずひとつは、君たち死んだみたい」

「は？」

「ほら、ミサキちゃんたちが暴れたせいで、シュウ君たちの隣となりのお城が壊こわれちゃったでしょ？　それでキミたちも消えたもんだから、巻き込まれて死んだと判断されたみたい。立派な葬そう儀ぎだったらしいよ、うん」

　二人は愕がく然ぜんとした。自分たちが死んだとされた事より、葬儀の様子まで漏もれていることに驚おどろきを隠かくせない。

「んで、もひとつが……シュウ君と同じ病が壁内イエールで発生して大混乱だよ」

「な!?」

　思わず片足を浮かした。衛兵が眉まゆをひそめる。ベルトリーチェがそっと膝ひざを押さえた。

「罹り患かんした人たち皆みな、フロンティアに追放されてるんだってさ。ひどいことするよねぇ」

「まさか……。俺がみんなに……」

　指が震ふるえる。

「それは違います。シュウさまは王城の地下にて隔かく離りされておりました。接せつ触しよくしたものはみなマスクをしております。シュウさまではありません」

　ベルトリーチェが必死の形相でシュウをなだめた。

　だが違うとは言い切れない。感染する経路もわかっていないのだ。

「……そこでね。シュウ君にお願いしたいことがあるんだけど」

「──は？　な、なんでしょう」

　動どう揺ようで反応が遅おくれた。慌あわてて返事を返す。

「いや、このままだとフロンティアに罹患者が溢あふれて、余計な火種がこっちに飛び火しちゃうかもしれないんだよね。病の原因はモールにある、とか、あらぬ噂うわさが出ちゃうとね」

　あり得る話だ。人はパニックに陥おちいったとき、何かに責任を押しつけたがる。

　それがたとえ突とつ拍ぴよう子しもない話でも、すがるように信じ込むのだ。

「モールとしてもそれは本意ではないからさ。それでね、シュウ君、病について何かわかったことない？」

　はっとした。自身の病気の進行が遅おそいことを話す。

「モールには病の進行を遅らせる何らかの要因があるかもしれないのです」

　バロールはニコニコと笑え顔がおを浮かべたまま、しばらく考え込んでいるようだった。器用なことをする。

「……もしそれがわかって薬なんかを開発できたらィエールに提供してもいいよ。……って言ったらどうする？　シュウ君」

「そ、その役目、是ぜ非ひ俺にやらせてください！」

　それこそ、自分がやらねばと思っていたことだ。

「んじゃ、よろしくー。早急にね」

　二人は頭こうべを垂れると、国王の前から退出した。

　急ぎ足で通路を歩く。担かつがれたような気がしないでもないが、今はどうでもいい。

「ベル、急ぐぞ！　一刻も早く病を救う術すべを探す！」

「はい！」

「この残り少ない命を捧ささげても必ず……！」

　シュウは王城を出るとふと足を止めた。

　農園の仕事はしばらく無理だろう。

「ベル。先に戻っていてくれ」

　ミサキに話しておかないと。




　ガンビーのドックに行くと、ミサキがトマに荷物を載のせている所だった。

「まさか、出しゆつ立たつするのか」

　驚いて声をかけると、ミサキが振り向く。

「別にフロンティアに向かうわけじゃないわよ」

　シュウはホッとした。

「ィエールの話は聞いたか？」

「少しだけね」

「それなら話は早い。実は……」

　自身の病やまいの進行が遅れていることと、国王の前で原因究明を約束したことを話す。

「へぇ！　病が……！」

　ミサキは眼めを輝かがやかせた。素す直なおに喜んでくれているようだ。

「そっかぁ、モールにいると病が遅れるのか！　ならずっとここにいるしかないね、それは。うんうん、それで？」

　にこにこしながら一人で頷いている。ちょっと喜びすぎなんじゃないだろうか。

「すまないけど、しばらく農園の仕事を休まなくちゃいけない。忙いそがしくなる」

「まぁ農園はボルドたちにまかせればいいし、フロンティアもそんな状じよう況きようじゃ工事どころじゃないだろうし。いいよいいよ、励はげめ」

「……なんかやけに機き嫌げんが良いな。どうした？」

「え？　そ、そうかな？　そんなことないよ。うふふふ」

　幸せそうに手をほっぺたに当てて微笑ほほえんでいる。なんだか気持ち悪い。

　今なら幽ゆう霊れい話をしても怖こわがらなさそうだ。

「まぁいいけど……。どこに行くんだ？」

　シュウはトマの後ろに積んである荷物を見た。旅支じ度たくのようだ。

「ちょっと用事があってね。サンゴ竜りゆうの所に行くの」

「サンゴ竜？　……竜!?」

　シュウの驚いた顔にミサキが首をかしげた。

「ィエールに竜はいないの？」

「古い書物に記されている伝説の存在だ。てっきり迷信だと。まさか本当に居るなんて」

「サンゴ竜は竜の中でとりわけ古い存在よ。この世界の始まりから全すべてを記き憶おくしているとされる最古の竜なの。モールとは昔から親交がある」

　ミサキは機嫌が良いのかペラペラと教えてくれる。

「全てを？　それは本当か!?」

　シュウは勢い込んで言った。

「俺も連れて行ってくれ！」

　渡わたりに船とはこの事である。ミサキに頭を下げた。

「は!?」

「俺の病は太古の昔に流行はやった伝説の病だ。文ぶん献けんもほとんど残されていない。サンゴ竜に聞くことが出来れば、何かわかるかもしれないんだ！　頼たのむ！」

「え、いや、それはちょっと、どうだろ……？　人間を連れて行くなんて前例が無いし……。それに、あんたモールから出たら病が進行するかもしれないでしょ」

　ミサキは何故なぜか乗り気でなさそうに、眉をひそめて上うわ目め遣づかいに言った。

「病のことは本人が一番よくわかっている。医者に行くときだってどれだけ辛つらくても本人が行くんだ。サンゴ竜の所まではどのくらいかかる？」

　気が焦あせってどうしても早口になってしまう。ミサキの心配もありがたいが、やはり自分で聞くのが一番だろう。

　彼女はしょうがなくといった感じで、口をとがらせ答えた。

「急げば一日半……ほどだけど」

「なら最短で往復三日だな。長くモールから離はなれるわけじゃない。もし症しよう状じようが出たらすぐに引き返すから！」

　気がつけばミサキの顔がすぐ近くにある。知らずに詰つめ寄っていたらしい。唇くちびるが触ふれんばかりの距きよ離りに、彼女は顔を真っ赤にして眼を白黒させている。

「う～……！　わかった！　わかったわよ！　だからそんなに顔を近づけるな！」

　ミサキはぎゅっと眼を閉じるとやけくそな感じで叫さけんだ。

「助かる!!」

　思わず彼女の手を握にぎった。ミサキはあわわ、と唇を震わせ、恥はずかしそうに顔をそらす。

　じとり、と眼だけをシュウに向け、恨うらみがましそうに睨にらんだ。

「──ホント、言い出したら聞かない奴やつ……。はやく準備してきなさい！」




　　　　４




　翌日。

　まだ夜明け前の内にシュウとベルトリーチェ、ミサキの三人はモールを出発した。

　トマでなだらかな傾けい斜しやを登り、奥深い山道を進む。周囲にはうっそうと木々が生おい茂しげっていた。うっすらと霧きりがかかっている。湿しつ度どを含ふくんだ涼すずやかな朝の空気をシュウは吸い込んだ。森の香かおりが逸はやる気持ちを適度に落ち着かせてくれる。

「やけにおとなしいわね、メイド。トマが怖いの？」

　ミサキが馬上から、からかうように言った。ベルトリーチェはシュウのトマに相乗りしている。彼女はシュウの背中で幸せそうに眼を閉じていた。

「このベルトリーチェ、幸せでございます。シュウさまの体温をこんなに近くに感じられて、ああ……」

　ベルトリーチェは感激した様子でシュウの背中に密着する。

「べ、ベル。少し離れてくれ、む、胸が……」

　柔やわらかい胸の感かん触しよくに、顔が赤らむ。

「おい、降りろこの色狂ぐるい、歩いて行け。シュウ、なに鼻を伸のばしてんの」

　不ふ機き嫌げんそうにミサキは二人を罵ば倒とうした。




　モールからひたすら西に向かうと、標高はどんどん高くなっていき、やがて木々の合間に大きな山が見えた。先頭を行くミサキが振ふり返り、その山を指さした。

　サンゴ竜はあの山を越こえたところにある谷に住んでいるという。

「サンゴというのは名前か？」

「海中に住む固い岩のような骨格を持つ生物のことよ。似ているからそう名付けられたとか言われているわ」

　海。その言葉に胸が高鳴った。知識としては知っているが、実際に見たことはない。

　ィエールでは一生見れないと思っていた存在が、ぽんぽんとミサキの口からは出てくる。

　しかしサンゴ竜とは一体どんな姿なんだろう。

「そういえば……お前の旅の目的を聞いていなかったな」

「……いや、魔ま法ほうを授さずかろうと思ってね」

　──なんだって？

「今、なんと？」

　ベルトリーチェもぽかんとして尋たずねた。

「魔法。人間には伝わっていないの？」

　ミサキはこともなげに言う。

「ィエールの歴史ではもはや消しよう滅めつしたものとされる伝説の秘技です。なんでも魔法使い自体がこの世からいなくなってしまったとか」

「正確にはィエールが壁かべに閉じこもり、サンゴ竜と接触しなくなったからでしょうね」




　サンゴ竜は大地を司つかさどり、魔法を授けることが出来る唯ゆい一いつの存在だという。

　魔法は大地のエネルギー……『竜りゆう炉ろ』と言うらしいが、それを感じ取り、使えるものしか授かることは出来ない。どんな魔法を使用者に授けるかはサンゴ竜が決めるらしい。

　モールでは魔法を授かることが出来るのは王の一族だけとされている。

　魔法が使えるということは王族の証あかしなのだが、ミサキはまだ授かっていなかったという。




「──ほんの数日前よ。バルト兄様が『お前もそろそろ魔法を授かっても良い時期だろう』と言ってね。許しを得られたの」

「それまでは許可されていなかったのか？」

「ああ。ずっとまがい物のお前に魔法は授けられん、と言われてね。兄様たちの嫌いやがらせだったのだろうけど、嬉うれしかったな……」

　ミサキは眼を細め遠くを見つめる。

「それはよかったな」

　ミサキが兄たちに認められるのはシュウも我が事のように嬉しい。

　やがて日が暮れる頃ころ、風景は鮮あざやかな緑から、岩場の多い灰色の景色へと変わっていた。

「今日はここで一いつ泊ぱくするわよ」

　ミサキが荷物を降ろした。




「メイド。お前もうまくなったなぁ」

　ベルトリーチェが作った料理を頰ほお張ばりながら、しみじみとミサキが呟つぶやいた。

　ライスと豆のスープ、ウサギの肉を焼いてスパイスで味付けしたもの。米はフロンティアで入手した飯ごうで炊たいたものだ。ウサギは道中でミサキが仕留めた。

「わたしは元々上手です。ただ、モールが好む味付けを知らなかっただけです」

「お、ようやくモールに慣れてきたか」

　ミサキがからかった。

「郷に入れば、です。あなたもフォークの扱あつかい方が上手うまくなったようで」

「使ってみると意外と便利じゃん、これ」

　ベルトリーチェの皮肉にもミサキは上じよう機き嫌げんでフォークを振る。

　シュウはその様子に思わず笑みがこぼれた。

　仲間、と言う言葉が頭に浮うかんだ。




　夜が明けると一行は再び西を目指し、出発した。トマは岩だらけの山道も、シュウたちを乗せてなんなく登っていく。傾斜の厳しさから考えると、今は八合目あたりだろうか。

　三時間ほど登ると一気に視界が開けた。

　頂上に辿たどり着いたのだ。

　見下ろすと、確かに谷になっていて、湖があった。

　透とう明めい度が高く、空が鏡のように映り込んでいる。

　その中心にほこらがあった。ミサキがそこを指さす。

「あのほこらは下に伸びていて、その先にサンゴ竜がいる」

　周囲を眺ながめていたベルトリーチェが声をあげた。

「シュウさま……！」

　振り向くと絶景が広がっていた。すがすがしい青空。眼下に雲がある。その下に山々がかすんで見えた。視線をベルトリーチェの指の先に向けて、息を吞のむ。

　遥はるか南の彼方かなたに、青く広がる大おお海うな原ばらが見えた。

「海……！　あれが海か！」

「大きい、そしてどこまでも広がっているのですね……！」

　鳥とり肌はだが立つ。

　ベルトリーチェも眼を輝かがやかせて珍めずらしくはしゃいでいる。

　その二人の様子にミサキは相そう好ごうを崩くずした。

「そっか、海を見るのは初めてなのね」

「ああ、なんて綺き麗れいなんだ。出来ることなら間近で見たいな……！」

「病の原因がわかって、モールから離れても大だい丈じよう夫ぶなら、いつか連れて行ってあげるわ。あそこはトマでも一週間以上はかかるからね」

　ミサキは、はにかむような笑えみを二人に向けて言った。

　海を……見に？　シュウはしばらく放心した。やがて喜びがこみ上げてくる。

「あ、ああ……！　絶対だぞ！　連れて行ってくれ！」

「わ、わたしもお願いします！」

　ベルトリーチェもはい、はいと手を上げる。二人して必死でミサキに詰め寄った。

「わかったわかった。子供かお前らは。海は逃にげやしないわよ」

　ミサキはその勢いに気け圧おされ苦笑いを浮かべる。二人をなだめると、話を本題に戻もどした。

「まずはあたしが魔法を授かってくるから、その時にお前達の事をサンゴ竜に話してみる。許可を得られたら呼ぶから、それまで外で待っていて」

　そう言うと、トマの手た綱づなを握り山を下っていった。




　海はおぼろげにかすんでいたが、光を受けてきらきらと輝いていた。

「先ほどからずっと見ていますね」

　ベルトリーチェがカップにコーヒーを入れて持ってきてくれた。

「いくら眺めても飽あきないよ。だって海だぞ。壁内では絶対に見ることは叶かなわなかった」

　かれこれ小一時間、シュウは頂上から動かず海を眺めていた。標高が高いせいか、光が強く眼めがちくちくする。それでもシュウは、少しでもこの光景を眼に焼き付けておこうと、じっと見つめた。カップを受け取り、ずず、とコーヒーをすする。

「俺は病やまいになってから、ほんの少し世界を知ることが出来たように思うよ。……ベル、なぜィエールは壁を作り、自ら閉じこもってしまったのだろう？」

　そんな素そ朴ぼくな疑問が自然と口から吐ついて出た。

「それは……。モールの民との熾し烈れつな戦いにやむを得なく……」

「だが壁を作った結果、ィエールの民は考えが狭せまくなったんじゃないか？　世界を断たち、壁に囚とらわれてしまった」

　世界はこんなに広いのに。

「他に選せん択たく肢しはなかったんだろうか？」

「シュウさま……」

　ベルトリーチェは困ったように首を傾かたむけた。彼女にしてみれば、急にそんなことを言われても答えようがないのだろう。

「ィエールから追い出されたとき、こんな国なんか滅ほろんでしまえばいいと思った。でも、こうして遠く離はなれてみると、不思議とそんな気持ちも薄うすらいでくる」

　一歩外へ出てみれば、様々な自然があり、様々な動物がいて、様々な種族が生きている。様々な考えがあり、それぞれの生き方がある。そこにひとつの基準を設けて、区分することが果たして正しいことなのだろうか。そう考え始めている自分がいた。

　──俺の世界は、とても狭くて小さかったんだ。

　その時、おおい、とミサキの声が聞こえ、二人は湖を見下ろした。

「いいってさ！」

　湖のほとりにミサキが小こ舟ぶねをつけて手を振っていた。




「……どんな魔法を授かったんだ？」

「今度見せてあげるわ」

　ミサキはもったいつけた笑みを浮かべた。

　二人は山をくだり、ミサキと共に小舟に乗り込むと湖を渡わたった。

　そしてほこらから洞どう窟くつへと足を踏ふみ入れたのである。

　下に伸のびた暗い洞窟には一定間かん隔かくで松たい明まつが設置されている。道みち幅はばは広く、シュウたち三人が並んで歩けそうなくらいだ。その代わり天てん井じようは低く、シュウは岩に頭をぶつけそうになった。ボルドならしゃがんで進まねば無理だろう。

　暗くら闇やみは想像力を逞たくましくさせる。シュウはサンゴ竜の姿を思い描えがいた。

　喋しやべるのだろうか。喋るとしたらどんな感じだろうか。

　永遠に続くかと思われた暗闇は唐とう突とつに終わりを告げた。

　妄もう想そうに集中していたシュウはびっくりして顔を上げる。

　闇に慣れたせいか、まぶしくて眼を細めた。

　かがり火が焚たかれている。

　岩をくりぬいたような、広く丸い空間だ。入り口から人ふたり分くらいの幅の道が、まっすぐに伸びている。道は空間のほぼ中央にあるサークル状の大地につながっていた。中央以外は地面が崩れ、底が見えないほどの深い穴を覗のぞかせている。

　その残された大地の上に、石せき竜りゆうは居た。

　いびつな岩のような鱗うろこが、全身をびっしりと覆おおっている。顔と思おぼしき岩がん鱗りんの隙すき間まから眠ねむそうな眼が見えた。

　その眼がシュウを見み据すえる。

「おお。おお、人間なんぞ見たのは久しぶりじゃ。どれ、こっちきんさい」

　なるほど、そう来たか。

　外見はなんとなく想像したとおりだが、好こう々こう爺や設定だとは。思ったより王道である。

　サンゴ竜は女の子、という所まで考えたのに。

「お前の話をしたら、珍しいから会わせろと言ってね」

　ミサキが小声で耳打ちする。

　三人は一列となってゆっくりと道を進み、サンゴ竜に近づいた。

　何かを感じ取ったのか、老竜は眼を少しだけ見開いた。

「不思議な身体からだをしとる。半身が幽ゆう界かいに浸つかっておるな」

　シュウに向けてつぶやく。

「幽界？」

「お前さんの魂たましいの半分はすでに死後の世界におる。人間の概がい念ねんで言うと常春の国かな」

「確かにそうかもしれません」

　シュウは腰こしの革かわ袋ぶくろから種を取り出し、一連の出来事を話す。

「──なるほどなるほど、懐なつかしいの。確かに昔そんな事があった。そう、あれは……」

　三人は身を乗り出して耳をそばだてた。サンゴ竜が懐かしそうに眼を閉じる。

　……。

　寝ね息いきをたてはじめた。

「おい」

　ミサキにしばかれてサンゴ竜はハッと眼をさまし、翼よく手しゆでよだれを拭ふく。

「別に寝とらんぞ」

「思いっきり寝息たててたじゃん」

「──なんの話じゃったかな……。そうそう、おぬしが性病にかかった原因じゃったな」

「ミサキ。本当にこの竜りゆう大だい丈じよう夫ぶか」

　シュウは思わずミサキに尋たずねた。

「失礼な。わしはこれでも大地が出来上がったとき、最初に生まれた種しゆじゃぞ。ところでそこな人間の女、ええ乳ちちしとるのう。ちょっと揉もましてくれんか」

　サンゴ竜は、げへっ、と下品に笑うと、視線をベルトリーチェの胸に送る。

　翼手の指がわきわきしていた。

　ベルトリーチェが頰ほおを染め、さっと両手で胸を隠かくす。

　シュウは呆あきれた。

　深遠なる太古の伝説。そう思っていたのに。

「……それだけ長く生きていても性欲だけは衰おとろえんようだな」

「冗じよう談だんじゃ。──話してやるかわりに乳揉ませてくれんかのう」

「シュウさま、帰りましょう。こんな耄もう碌ろく助平竜に聞くことはなにもありません」

　ベルトリーチェはシュウの背後に隠れると、幻げん滅めつしたように睨にらんだ。

　サンゴ竜はベルトリーチェの巨きよ峰ほうが見えないとみるや、今度はミサキの胸を凝ぎよう視しした。

「おお、ミサキ、お前でもええぞ」

　ミサキは片手で胸を隠すと、脅おどすように拳こぶしを振ふり上げる。

「ちっ」

「舌打ちすんなエロ竜」

　サンゴ竜はため息を吐きようやく話し始めた。

「あれは人とバケモノが袂たもとをわかち、共に生きることを拒きよ絶ぜつしてからしばらくしてのことじゃったかな……」

「……ちょっと待て、ィエールとモールが共生していただと？」

　三人は眼を見開く。

「昔はィエールだのモールだのとは呼んでいなかったがな。……そうじゃ。かつて人と化け物は一いつ緒しよに暮らしていたのじゃ。だが、人間はあるときから自分たちよりも長く生き、強い能力を持つバケモノの存在を恐おそれ始めた。そして武器を作り、壁かべを築き、文明を発達させたのじゃ」

「ミサキ、お前はこのことを知っていたのか？」

「知っていたらこんなに驚おどろくわけないじゃない……」

　ミサキは啞あ然ぜんとした様子で答えた。

「あるとき、一人の人間がわしの所にやってきた。今のお前と同じように種を持ってな」

　シュウの持っている種を指してサンゴ竜は懐かしそうに語る。

「その種を見てわしは思い出した。人と化け物が共存する以前、太古に存在しておった病の事をな。それも人にだけ発生する病じゃ。わしはその男に言った。今すぐバケモノと一緒に暮らすが良い。そうすれば病の進行は食い止められるであろう」

「やはり、モールという環かん境きようが鍵かぎなのか」

「それは違ちがうな。かつてのお主らは移動民族じゃった。その都度、住みやすい環境に移動する。そうやってお前たちの祖先は生きてきたのじゃ」

「では、何が病を食い止めるのだ？」

　シュウは首をかしげる。

「免めん疫えきじゃよ」

　とんとん、とサンゴ竜がシュウの胸むな元もとをつついた。

　ハッとする。

　──そうか。

「免疫！　そういう事か……！」

　電が走ったような衝しよう撃げきが身体を駆かけ抜ぬけ、シュウの頭の中ですべてがひとつに繫つながった。

「メンエキ……ってなんだ？」

　ミサキがきょとんとする。

　シュウは興奮を抑おさえつつ説明してやった。

「病に対する耐たい性せいのことだ。ミサキ、お前に話しただろう。母の病のことを」

「身体の中にある、病から命を守る精せい霊れいのようなもののこと？」

　ミサキはそう解かい釈しやくしていたのだろう。

　サンゴ竜が話を継ついだ。

「そうじゃ。人はバケモノと触ふれ合うことによって、この病に対する免疫をもらっていたのじゃよ。バケモノが発はつ症しようせんのは体内に元々免疫があるからじゃ。じゃが、人とバケモノが別れ、長い時を経て人は体内からその免疫を無くしてしまったのだ。病の進行を止めたのは、お主がバケモノと触れあったからじゃよ」

「俺がミサキと出会ったから……」

　なんという偶ぐう然ぜん、なんという運命。

　ィエールを追放されなければ、命を永ながらえることも、病について知ることもなかった。

　そしてなんという皮肉だろう。

　ィエールとモールが袂を分かつことがなければ、こんな病など発症しなかったのだ。

　奇き妙みような縁えにしに、思わずシュウはミサキを見つめた。

　ミサキは何か深く考え込んでいる様子だった。

「根絶は……。根絶は無理なの？」

　ミサキがつぶやく。

「そうです！　完治させる方法はないのですか」

　ベルトリーチェも勢い込んで尋ねる。サンゴ竜は残念そうに首を振った。

「わしの知る限り、この病は一度発症すれば治す方法は無い。たとえバケモノと触れ合っていたとしても、進行が遅おそくなるだけで身体はゆるやかに死に向かっているのじゃよ」

「そんな……」

　絶望的な声をベルトリーチェが発した。ミサキも落らく胆たんした様子でうつむく。

　しかし、シュウはそれよりも気になることがあった。

「その男は……。かつてあなたを尋ねた人間はどうなったんだ？」

「さぁのう。わしと話したときは、『人とバケモノは所しよ詮せん相あい容いれぬ。今いま更さら共存は無理だ』と去って行った。今いま頃ごろはとうの昔に大地へ還かえっておろう……」

「そうか……」

　ようやくわかった。

　俺の為なすべき事が。

　喉のど元もとに引っかかっていた小骨が外れたような感覚とでも言おうか。

　もやもやと考えていたことがまとまり、霧きりが晴れた気がした。

「行こう、二人とも」

　そう言ってすっきりした顔を上げる。

「サンゴ竜。どうもありがとう。おかげで進むべき道が見つかった」

「ほう。礼れい儀ぎ正ただしい人間の男よ。何やら覚かく悟ごした顔じゃな。──これからどう動く？」

　シュウはその問いにまっすぐサンゴ竜を見つめ、こう言った。




「すべてをイーブンに戻す」




　サンゴ竜は首を傾かたむけ、シュウの真意を測るかのようにその眼めをのぞき込んだ。

　やがて、かかか、と笑った。爽そう快かいで仕方ないと言った感じである。

「お前はすべてを零にして混沌を生むつもりか！」

「わかるのか、俺の考えていることが」

「何万年生きとるとおもっとる。面おも白しろい。やってみるがいい」

　サンゴ竜は片眼をつぶってみせた。

　ミサキとベルトリーチェは話について行けないのか、ぽかんとしている。

「でかい嵐あらしが来そうじゃのう。これも縁か……。どれ、手た向むけに武器をやろう。役に立つはずじゃ」

「ええ!?　サンゴ竜、ずっこい！」

　ミサキが幼子のように頰をふくらました。

「老竜の気まぐれじゃ、許せ。お前には魔ま法ほうを授さずけたじゃろうが。欲張るな」

　そう言うや、サンゴ竜は眼を閉じる。意識を集中させているようだ。

　シュウたちは黙だまって固かた唾ずを吞のむ。

　恐らくミサキが魔法を授かったのと同じような儀ぎ式しきだろう。まさかこの眼で見れるとは。

　一体どんな秘術が……。

　どきどきして儀式を見守っていると、やがて周囲の穴から光が噴ふき出した。きらきらとしたその黄金の粒りゆう子しにシュウたちは思わず見とれる。

　サンゴ竜が光に包まれた。

　かっと眼を見開き、身体からだを苦しそうに折り曲げると、

「おええええええええ!!」

　吐はいた。

「ええぇぇ……」

　噴ふん水すいのように吐き出る吐と瀉しや物にシュウとベルトリーチェは呆ぼう然ぜんとした。

　どろりとした液体で見ているこちらまで吐きそうになる。地面に落ちてしずくが跳はねた。

　それはきらきらと光って……全然きれいじゃない。

「ほら、その中に入っておる」

　サンゴ竜は吐き終えると、地面に吐き出した吐瀉物を指さした。

　やりきった顔で微笑ほほえみ、親指を立てる。

「とれるかァ!!」

「もしかして魔法を授かるときも……」

　ベルトリーチェがミサキを見た。

　彼女はげんなりとした顔で頷うなずく。

「魔法を授かるときはアレを全身に浴びせかけられるのよ……」

　二人はミサキから眼をそらして少し距きよ離りを取った。

「一応言っとくけどアレ、時間が経たつと消えるから！」

　ミサキが慌あわてたように弁解する。

「だとしてもビジュアルが……」

「ほれ、はよう取らんか」

　急せかされ、シュウはおえ、と嘔吐えずきながら吐瀉物を手で探さぐった。

　どろりとした感かん触しよくに胃の中のものが喉元までせり上がってくる。

　なんとか堪こらえつつ、眼を閉じてまさぐっていると、指に固い感触があった。

　それは指輪だった。

　何の装そう飾しよくも施ほどこされていない銀の指輪である。

「これは……？」

「おお、そりゃええもん拾ったな。レアもんじゃぞ」

「あなたが選んだものでは……？」

　シュウの問いにサンゴ竜は首を振った。

「それは大地がお前を判断し選んだもの。わしは『竜りゆう炉ろ』の力を借りて体内で組成しているに過ぎぬ」

「大地が……」

　シュウは指輪を塡はめてみた。人差し指にちょうどはまるサイズだった。

　見たところなんの変化も感じられない。

　指輪を眺ながめ眇すがめつしていると、サンゴ竜が説明してくれた。

「それはな、竜炉を集め、その力をお前の属性に変化させて放つことが出来る指輪じゃ」

「属性？」

「火、水、土、風、雷かみなり……この世における自然の属性じゃ。後で試ためしてみるが良い。竜炉の集め方はミサキに聞け」

「わ、わたしにもください！」

　ベルトリーチェが懇こん願がんした。

「わたしにもシュウさまをお守りする力が欲ほしいのです！」

「いや、もう充じゆう分ぶんだと思うが」

　これ以上力をつけられたら、もはや人間じゃないような気がする。

「む……？　お主にか？　うーむ……。竜炉の力は悪用すればこの世を絶望に落としかねん。わしにも守り手としての使命と誇ほこりがある。お主にその器うつわがあるかどうか」

　渋しぶるサンゴ竜の前で、ベルトリーチェは服の胸元をがばっとはだけた。

　悩のう殺さつポーズをとる。

「偉い人じんの器じゃァ!!」

　サンゴ竜は鼻血を吹ふき上げグッと親指を立てた。

「どんぶり勘かん定じようかコラァ！」

「お前の誇りはペラッペラか!!」

　シュウとミサキは同時にツッコんだ。

「おえええええ！」

　サンゴ竜は喜々とした様子で嘔吐している。

「これ毎回やんのか」

　シュウはうんざりしてつぶやいた。




「こ、これは……！」

　ベルトリーチェはその武器を手にして愕がく然ぜんと呟つぶやいた。

　手の幅はばよりも少し大きい銀色の塊かたまりには指を通すための四つの穴と持ち手がある。どうやら手で握にぎりこんで使用する武器のようだ。

　というかこれは……。

「ああ、ナックルダスター、別名メリケンサックじゃな」

「それくらい知っています！　馬ば鹿かにしているんですか！」
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　見たまんまだった。

　ベルトリーチェはさっそく手に塡めるとサンゴ竜に向かって拳こぶしを振ふり上げた。

「ま、待て！　これはな、属性こそないが竜炉の力を借りてお主の力を強化するもんじゃ。それつけて殴なぐったら、岩ぐらい簡単に吹き飛ぶぞ」

　シュウはぞっとする。

　元より岩ぐらい破は壊かいしそうな腕わん力りよくだ。それが更さらに増ぞう幅ふくされるとしたら……。

「確かにお前向きだな……」

「これは元の力によって増減する。鍛きたえれば、もっと強い力を発揮することも可能じゃ」

「なるほど……。もっと可愛かわいいのが出てきて欲しかったのですが。貰もらってやりましょう」

　どこか残念そうに言った。魔法の杖タクトでも出てくるのかと思っていたのかもしれない

「わし、武器を授けてこんな偉えらそうな態度取られたの初めてじゃわ……」

　不服そうにサンゴ竜がつぶやいた。

　三人が礼を言って去ろうとすると、呼び止められた。

「シュウと言ったか。ついでにひとつ、助言をしてやろう。死が無とは限らぬ。その種をゆめゆめ無くすでないぞ」

「種を？　どうしてだ」

「いずれ分かるときが来る。自分でそれを知り、判断してこそ価値のある人生よ」

「？　なんかよくわからんが、わかった」

　サンゴ竜はかかか、と笑い、

「あまり武器を過信するでないぞ。大事なのはここにある光じゃ」

　と、自分の胸を指した。

「どんな魔法より、その胸の中に抱かかえた『信念』という光には敵かなわん。奇き跡せきも起こせるかもしれんの。ま、自分で吹き消さんように頑がん張ばれ」

　最後にサンゴ竜は残念そうに、深く大きいため息を吐いた。

「ああ、乳ちちを揉もみたかったのう」




　　　　５




　三人はほこらを出ると、小こ舟ぶねで湖を渡わたり、岸に止めていたトマの所まで戻もどった。

「しかし……」

　シュウはトマに飛び乗りながら首をひねる。

「まさか、あのような性的嫌いやがらせをする破は廉れん恥ちな竜だったとは」

「とんだ耄もう碌ろく助平竜でした」

「一応あれでもモールじゃ崇あがめられてるんだからね」

　帰り支じ度たくをしながら、ミサキが二人をたしなめるように言った。

「それをしばいていたのはどこのどいつだ」

「それで、お前の進むべき道とはなに？」

　ミサキはシュウのツッコミを無視して尋たずねた。

「ああ。それは帰りの道中で話をしよう。急がねばならん」

　シュウはミサキ達を急かした。




「ずっと疑問に思っていたことが二つある。ひとつはベル、お前のことだ。俺とこれだけ長く居て発はつ症しようしない理由が分からなかった」

　峠とうげを越こえ、トマを走らせながらシュウは言った。

「それはシュウさまより先に死ぬわけにはいかないという愛の力が……」

　先ほどのミサキにならって、彼女の発言は無視することにした。

「そしてもう一つは何故なぜ、俺が一番最初に発症したのか。だが、サンゴ竜と話をしてその理由が分かった。この病は感染しないんだ」

「感染しない!?」

　先頭を走るミサキが驚おどろいて振り返った。

「だって、ずっと伝染うつるって……」

「古い文ぶん献けんを鵜う吞のみにしていた。サンゴ竜が言っていただろう。この病やまいは免めん疫えきを失ったことで発症する。つまり、人間の体内に元から存在している病なんだ」

「──！　では、免疫抗こう体たいを失った順から発症している……？」

　ベルトリーチェが思い当たったように言った。

「そうだ。つまり俺は免疫を失うのが誰だれよりも早かったというだけだ。ベル、お前は元々免疫が強いのだろう」

「──ちょっと待ってください。ではィエールは……！」

「そうだ。感染する恐おそれのない病人を、劣れつ悪あくな環かん境きように捨てているようなものだ。一刻も早くバロール王に報告し、この真実をィエールに伝えてもらわないと……！」

「無理　それは」

　何者かの声が聞こえたその瞬しゆん間かん、背中に衝しよう撃げきを感じた。

　トマから転げ落ち、地面に激げき突とつする。

「シュウさま！」「シュウ！」

　ミサキとベルトリーチェの悲鳴が聞こえた。

　背中が熱い。手をやるとべっとりと血がついた。

　斬きられた？　誰に？

　視線を感じて顔を上げる。ウサギの顔をした剣けん士しが立っていた。

　見覚えがある。

「キッカ……!?　あんた、なんで!?」

　ミサキが驚きの声を上げた。

「悪いけど、キッカはうちの諜ちよう報ほう部員でもあるんだ」

　声にはっと振り向くと、木の陰かげから山羊やぎの面容をした優やさ男おとこが姿を現した。

「バロン王子……？」

　バロンの背後には蛸たこの顔をした手足の長い男が控ひかえている。

「悪いがずっと監かん視しさせてもらっていたよ。その情報は持ち帰って貰っては困るんだ」

「これはバロール王から課せられた任務でもあるんだぞ……！」

　シュウは痛みに呻うめきながらも訴うつたえた。

「父上は甘いからね。我々暗部はモールの平和が最優先なんだ。そう考えるとさ、ィエールとフロンティアは病で自じ滅めつして貰うのが一番だと思わない？」

「暗部……？」

「モールの闇やみを一手に引き受ける独立諜報部隊よ。バロン兄様は暗部のトップなの」

　ミサキがシュウを庇かばうように前に出て刀を抜ぬく。

「兄様！　やめてください！　シュウたちを殺してもあたしが父上に報告します！」

「記き憶おくを消す方法はいくらでもあるよ。ねぇミサキ、お前も事故で死んだことにしてもいいんだよ」

　バロンがにこりと笑う。

　その笑え顔がおを見た瞬間、ミサキの表情が凍こおり付いた。

　がっくりと膝ひざを折り、ぶるぶると震ふるえだす。顔面を蒼そう白はくにし、自身の身体からだをかき抱いだく。

「ミサキ!?」

　尋じん常じようではない怯おびえ方だ。

「お前、ミサキに何を……」

「小さい頃ころ、いっぱい遊んであげただけだよ。あの頃のミサキは可愛かったなぁ。蜂はちの群れの中に放ほうり込んでやると泣きながら謝ってきたっけ？　全身を刺さされて何倍も膨ふくれ上がった顔も愛いとしかったよ。今回は何をして遊ぼうかなぁ」

　バロンは思い出したのか恍こう惚こつとした表情を浮うかべた。

　幼い頃に受けた恐きよう怖ふは拭ぬぐえるものではない。

　深い心の傷を思いだし、うなだれたミサキは一歩も動けないようだった。

　シュウは腸はらわたが煮にえくりかえる。

「貴様！」

「殺せ」

　キッカが迫せまってくる。シュウはトマにくくりつけてあった槍やりを携たずさえた。

　何かあったときにと、ツキネに作って貰ったものである。

　モールを出るとき、一応持ってきておいてよかった。

　だが、背中の傷で思うように動けない。

　キッカの刀は反りが深く片かた刃ばだ。それを両手に一ひと振ふりずつ構えた。二刀流。

　彼女はまだ距きよ離りがあるにもかかわらず、刀を振り抜いた。

　その瞬間、シュウは衝撃を受け吹き飛んだ。

「ぐは！」

　木に背中をしたたかに打ちつける。再びキッカが刀を振った。

　シュウはとっさにその場から離はなれる。

　先ほどまで居た背後の木の幹に、かまいたちに斬られたような鋭するどい傷が走った。

　──一体何が？

「気をつけてください、シュウさま！　やつは斬ざん撃げきを飛ばすことが出来るようです！」

　ベルトリーチェがナイフを投げながら言った。

　キッカが刀を振る。その瞬間、刀の周囲が陽炎かげろうのように揺ゆれるのが見えた。

　陽炎は走り、ナイフをはじきかえす。

　アレが斬撃か。

　シュウは得心し、ベルトリーチェに頷うなずき返す。その時、何者かが彼女の後ろに回りこんでいるのが見えた。バロンの背後に控えていた蛸男だ。

「ベル！　後ろだ！」

　ベルトリーチェがその声に反応するより速く、蛸男は両りよう腕うでを彼女の身体からだに絡からませる。

　むん、と力を入れると、ベルトリーチェは電気を打たれたように震えた。

「きゃあ！」

　蛸男が手を離すと、彼女はぐったりとその場に倒たおれた。

「ベル！」

　衝しよう撃げき波はのようなものを喰らったのか、彼女は身体を震わせ、よだれをたらしている。

　ベルトリーチェに気を取られた一瞬の間をキッカは逃のがさなかった。

「ぐあ！」

　斬撃をくらい、シュウは地面をすべる。

　胸むな元もとに焼けるような痛みを感じた。見ると服がすっぱりと斬れ、血があふれ出している。

「く……！」

　痛みを堪こらえ、転がっている槍を拾おうとしたが、キッカに阻はばまれた。

「そいつは隠おん密みつが得意でね。剣の腕うでも立つ。モールは一人につきひとつの能力を有するが、そいつは特別なんだ」

　バロンは歌うように言った。まるでひとりだけ修しゆ羅ら場ばにいないような軽かろやかさだ。

　キッカが刀を振ふり上げた。

　──これまでか！

「やめてください!!」

　ミサキが震える足で立ち上がり、バロンに向かって歩き出した。

「なんでも……。なんでもします……！」

　ミサキの顔は涙なみだと鼻水でぐじゃぐじゃだ。

　過去の恐怖と戦っているのだろう。

　虚うつろな眼めで震えながら必死にバロンの前に歩み出た。

「シュウはあたしの大切な仲間なんです……。お願いだから殺さないでください！」

　土下座した。

　シュウは眼を伏ふせる。

　見たくなかった。あのミサキが、誇ほこり高い彼女が懇こん願がんするところなど。

　あいつの涙など。

　その原因が自分だということに腹の底が熱くなる。

　なんで俺はこんなにも弱いのか。たったひとりの女の子の誇りも守ってやれないのか。

「駄だ目めだね」

　バロンが恍惚とした笑みを浮かべて言った。

　無様なミサキを見るのが楽しくてしょうがないといった様子だ。

　こいつは。──このクソ野や郎ろうは。

　シュウは拳こぶしを握にぎりしめる。その時、右手の指輪に気付いた。

　そういえばこいつをまだ試ためしてなかった。

　だが、どうやって発動させるんだ？

「ミサキ。お前は人間に似て生まれたおかげで王の娘むすめであるにもかかわらず、蔑さげすまれてきた。人も化け物も、少し違ちがうというだけでのけものにするのさ。仲間なんて所しよ詮せん夢物語だよ。お前はどこに居たってのけものなんだ」

　バロンはミサキの頭をなでた。

「だからこの辺であきらめなよ。でもそうだな。僕の靴くつを舐なめたら、あいつを殺すのだけはやめてあげよう。記憶を消して国境を越こえたところで放り出してあげる。どうだい？」

「ミサキ！　やめろ！」

　シュウは叫さけんだ。その声にびくり、とミサキの肩かたが震え、振り向いた。

　その顔には諦てい念ねんの笑みが浮かんでいる。

　舌を出してかがんだ。

　シュウは怒いかりで眼の前が真っ赤になった。悔くやしくて涙がこぼれる。

「ちくしょう！　ちくしょう！　大地よ、力を貸せぇぇええ!!」

　地面を両手で殴なぐりつけた。

　その時、ばちっとシュウの指輪の周りに火花のようなものが散ったかと思うと。

　はじけた。

　轟ごう音おんが響ひびき、周囲の地面が爆ばく発はつした。

「なんだと!?」

　バロンの声が聞こえたが、シュウは自分自身に何が起こったのかわからない。

　土つち煙けむりが周囲を覆おおっていて何も見えなかった。

　火花が散るような音が断続的に聞こえている。

　やがて煙けむりが晴れてきて、ようやくシュウは音の正体に気付いた。

「か、雷かみなり……？」

　身体に雷がまとわりついている。ばちばちと青白い火花を出して放電していた。

　火花は指輪から発せられ、全身を纏まとうように走っている。

　シュウはサンゴ竜りゆうの言葉を思い出す。

　俺の属性は雷だったのか。

　雷を帯びている自分の手を見る。

　一度発動すると、竜りゆう炉ろの流れがよくわかった。地に着けた足から体内に暖かいものが流れ込んできている。その力は指輪に集約され、雷へと変質していた。

「サンゴ竜め、余計なものを。キッカ！　奴やつが力を使いこなせてないうちに殺やるんだ！」

　バロンの命令にキッカが動いた。

「うおっと！」

　シュウはキッカの斬撃に思わず右手を前に出す。電が放出され、斬撃を相そう殺さいした。

「なんか使い方が解ってきたぞ」

　指輪はまるで弁のように、力を開け閉め出来る役割を持っているようだった。体内にたまった竜炉を雷に変え、その放出量を調節する装置。いつの間にか、指輪には刻印が刻まれていた。詳しよう細さいまではわからないが、雷の意い匠しようが見て取れる。

「不ふ愉ゆ快かい」

　キッカはつぶやくと、突とつ然ぜん消えた。

「!?　どこに……！」

　当たりを見回す。だがどこにも彼女の姿は見当たらない。

「シュウさま、後ろ！」

　悲鳴に近いベルトリーチェの叫び声が聞こえる。

　その時には、シュウはすでに振り返っていた。

　身体に帯びた雷らい気きの微び細さいな変化が教えてくれたのだ。

　キッカはシュウの影かげから、にゅっと姿を現し、今にも斬きりつけようとしていた。

　シュウは一気に雷気の放出量を増やす。

　その瞬しゆん間かん、ばちん！　とキッカの全身に雷が走り、彼女はその場に倒れた。

「影の中に入り、移動することが出来るのか……」

　シュウは気絶しているキッカを見下ろした。
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　斬撃を飛ばす能力と、影に入る能力。二つ持っていたのか。

「この能力で俺たちを監かん視ししてたんだな」

　彼女はシュウの影の中に入り込んでいたのだ。

　だから最初に攻こう撃げきを受けたとき、背中をいきなり斬りつけられたのだろう。

　それにしても、と指輪を眺ながめる。

　ここまでの力とは。

「この力、色々と応用が利ききそうだ」

　ベルトリーチェを探した。

　彼女は動けるようになったのか、蛸たこ男と戦っている。

「ベル！　大地から力を吸い上げるイメージだ！」

　シュウも槍やりを拾いながら、先ほど身につけた要領を教えた。

「なるほど。さすがシュウさま！」

　彼女はメリケンサックを握りこむと、シュウがやったように、地面に両手を当てた。

「ええい、ちくしょう！　大地よ、力を貸せぇぇええ!!」

「まねはしなくていいから！」

　恥はずかしいからやめて。シュウは顔を覆った。

　だが力は発動せず、ベルトリーチェは慌あわてて蛸男の摑つかもうとする手から逃れた。

「人によって発動条件が違うのか？」

　シュウは首をかしげる。

「大地から……。っ！」

　ベルトリーチェは呟つぶやくと、はっと立ち止まった。意識を集中するように眼を閉じる。

「ベル!?」

　彼女は片足を大きく上げると、ずどん、と大地を蹴けった。

　呼応するようにぶるり、とメリケンサックが振しん動どうする。

　かっと眼を見開き、迫せまる蛸男のボディに拳をたたきつけた。

「たこぉおおお!!」

　蛸男は吹ふき飛び、木に激げき突とつした。その木が衝しよう撃げきに耐たえきれず倒たおれる。

　蛸男の勢いは止まらず、木々を倒しながら遥はるか彼方かなたまで吹き飛んでいく。

「な……!?」

　シュウは啞あ然ぜんとした。もはや人の域を超こえた怪かい力りきである。

「おお、これは……！　全身に力がみなぎるのがわかりますね……！」

　土煙の中でベルトリーチェが感かん嘆たんの声を上げる。

「ミサキ！」

　シュウはミサキの名を叫んだ。彼女は呆ぼう然ぜんと涙を浮うかべたまま固まっている。

「立てミサキ！」

「まさか、僕にたてつく気じゃないだろうね」

　バロンはミサキの肩に手をやった。

「ここを切り抜ぬけたとしても暗部はお前とあの王子を逃にがさないよ。たとえ父上が止めたとしても、どこまでもどこまでもお前達を追って殺す。あの王子の考えてることは危険だ」

　ミサキは迷ったような表情を浮かべている。シュウはミサキに向かって歩き出した。

「俺ものけものだ！　病やまいに冒おかされ国を追放されたのけものだ！」

　一歩一歩、大地を踏ふみしめミサキに近づく。

「周囲が俺たちをはじき出したってそんなの構わない！　俺がこんな世界をぶっつぶしてのけもののない世界を作ってやる！　だから立てミサキ！」

　シュウはミサキに向かって手を伸のばした。

「お前は醜みにくくなんかない。お前は美しい。俺と一いつ緒しよにいてくれ」

　ミサキの眼めが大きく見開いた。涙で濡ぬれた瞳ひとみが光を反射してきらきらと輝かがやく。

「ミサキ」
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　バロンが肩に置いた手に力を込こめる。

　ミサキはその手を振ふり払はらった。

　かっと顔を上げると叫び声をあげる。

　その声が一瞬、周りの空気をゆがませ、衝撃波となってバロンを襲おそった。

　バロンは吹き飛び、樹きに激突する。

「死なせない。シュウはあたしが絶対に死なせない！」

　吹っ切るようにミサキが立ち上がった。

「ミサキ！」

　シュウは嬉うれしさで胸がつかえる。

　そうだ。その凜りんとした姿が俺に希望をくれた。

「残念だよ、ミサキ」

　バロンがやれやれ、とため息を吐ついて立ち上がった。先ほどの攻撃にも平然としている。

「まさか、このバロンが直接戦わなきゃいけなくなるとはね」

　鋭するどい眼でシュウたちを睨にらむと、大きく息を吸う。

　バロンの身体からだがありえないくらいに膨ふくらんだ。

　その身体は膨らみ続け、木々をなぎ倒しながら、一気に巨きよ大だい化する。

　シュウとベルトリーチェは眼を剝いてその姿を見上げた。

　森の木々より遥かに高く、大きくなったバロンの身体は黒光りしている。

　どうやら巨大化とともに身体も硬こう化かしているようだ。

「暗部には不向きなんだがね」

　耳が痛くなるほどの大きな声が轟とどろいた。

　その巨大な拳こぶしを振り下ろされる。三人はとっさにその場から離はなれた。

　拳は大地にめり込み、爆ばく音おんと共に激しい風圧と衝撃が襲う。

　三人は地面を転がりつつもなんとか木につかまって耐えた。

「なんて力だ……！」

　土煙が晴れると、巨大なクレーターが地面に出来ていた。

　こんなのを喰らったら、跡あと形かたもなくはじけ飛んでしまう。

　しかもバロンの身体は鋼鉄のような素材で覆われている。

　シュウの雷は表面を流れるだけで、効かないだろう。

　今度は拳を横にはらってきた。木々を巻き込みながらシュウたちに迫る。

「やばい！　攻撃範はん囲いが広すぎる！」

「下がって！　魔ま法ほうを使う！」

　ミサキはそう言うと両手を広げた。

「さっきの声か!?」

　シュウはバロンを吹き飛ばした声を思い出す。

「あれはあたしの能力だ。あたしの魔法はこれ！」

　広げた両手を今度は上に上げた。

「風よ!!」

　ミサキを中心に激しい風が巻き起こった。

「風ウインド弾バレツト!!」

　その風がバロンに向かって放たれる。

　バロンははじけ飛び、ふわりと宙に浮かぶと、地面に倒れた。

「ぐおおお!!」

　轟ごう音おんが響ひびき、盛せい大だいに土つち煙けむりをあげる。

「今のうちに逃げるわよ！　あたしの魔法と兄様の能力は相あい性しようが悪い！」

　ミサキはシュウたちに叫さけんだ。

「ミサキ！」

　バロンが憤ふん怒ぬの表情で起き上がり、追いかけてくる。

「硬かたすぎるのよ、兄様は！」

　ミサキは逃げながらべー、と舌を出す。

　バロンが手を伸ばしたとき、巨大な何かが突つっ込こんできた。

　不意をつかれたのか、バロンがよろける。

　三人はそれを見上げて叫んだ。

「ガンビー！」

　甲かん板ぱんからボルドとキロが顔を出した。

「みんな、はやく！」

　キロがさけび、ボルドが甲板から縄ばしごを降ろす。

　シュウが縄ばしごに手をかけたとき、視界の端はしでミサキが倒れているキッカを担かつぎ上げているのが見えた。

「いいのか？　そいつはバロンの手下だぞ」

「あたしの仲間でもある。任務を失敗した暗部は殺されちゃうんだ。置いていけるか！」

　その言葉に思わず笑えみがこぼれる。

「さすがお前だ」

　縄ばしごを伝い登ると、甲板には銀羽根の一味が勢せい揃ぞろいしていた。

「お前らも敵対する気？」

　バロンが憎にく々にくしげな眼を向ける。

「すみませんな、バロン様。我々はモールのはぐれもの。国を愛してはいるが、元より仕えている気はござらん」

　ボルドがおどけたように肩かたをすくめる。

「仕えているのは我が主、ミサキ姫ひめです。その危機に対して行動したのみでございます」

「お前ら……。本当にいいのか？　暗部に狙ねらわれるんだぞ」

　ミサキがエルカ達を見回した。

「あの王子さまはもう俺らの仲間だ。ほっとけねぇすよ」

「おれたちは死ぬときも姫様と一緒でさあ」

　次々とかけられる言葉にミサキはえぐ、としゃくりあげた。

　思ったより涙るい腺せんが弱いんだなとシュウは意外に思った。

　なんだかんだ言って人情に弱いのかもしれない。

「けど、どうしてここがわかったんだ？」

　シュウが疑問を口にしたときだった。

「バロン、そこまでだ!!」

　大きな声が響き、ガンビーより一回りも大きいビー種が現れた。

　甲板にはバルトが見える。恐おそらく彼に仕えているビーだろう。

「バルト兄様！」

「兄上！」

　何故なぜここに？　シュウが呆然としていると、キロがミサキの肩に乗った。

「僕だよ。バロン様の動向が怪あやしかったからね。バロール様に進言したんだ」

　まったくその小さな身体は便利だ。

「はいはーい。みんなケンカはやめて」

　バルトの後ろから、バロールがにゅっと顔を出す。

「父上！　いたのですか」

　ミサキが驚おどろいて顔を上げた。

「影かげ薄うすいよね、わし。あのね、ミサキちゃん、シュウ君。キミたちに今から任務を与あたえます。ィエールとフロンティアにサンゴ竜りゆうから聞いたことを伝えてください」

「父上！」

　バロンが眼を剝むいて王を見た。

「駄だ目めです！　父上はこの王子の考えていることをご存じないでしょう！」

「知ってるもん。わし、一応これでも国王だもん。色々知ってるの」

　バロールは子供のように口をとがらせる。相変わらず謎なぞな王だ。

「シュウくん、まぁやれるだけやってごらんなさい。ミサキちゃんをよろしくね～」

　シュウたちに手を振った。

「はい！」

　真意はわからないが、シュウはバロールに感謝した。深く頭を下げる。

　眼だけミサキに向けると、彼女は瞳を潤うるませて父を見つめていた。

　ずずっと鼻をすすると、ばっと頭を下げる。

「農園をよろしくお願いします……！」

「はいはいまかせといて。バロン君、行かせてやんなさい」

　バロールは相変わらず軽けい薄はくに言うと、バロンに向かって手をしっしっ、と振った。

「……父上や兄上が許したからといって、僕が許したわけじゃないからね」

　バロンは笑いながら舌打ちをする、という変わった芸当を見せた。

　ミサキはそれには答えず、バロンに背を向ける。

「ミサキ……。大だい丈じよう夫ぶか？」

　バロンの精神攻こう撃げきは相当辛つらかったはずだ。

　ミサキはシュウを見ると、突とつ然ぜんぼっと顔を火ほ照てらせ、視線を泳がせた。

　何か言おうとして、口をぱくぱくさせる。

「……ホント？」

　やがてぽつり、と呟つぶやく。

「え？」

「あたしをその、う、美しいって」

「あ、ああ。ホントだ。それよりお前……」

「ホントにホント？」

「ホントにホントにホントだ」

「……可愛かわいいって言われた方がよかった」

「わがままだなオイ！　そこは喜んどけよ！」

　尻しつ尾ぽで頰ほおをはたかれた。

「痛い！　なぜ!?」

　ミサキは困ったように微笑ほほえみ、ふいっとシュウから顔をそらした。

　肩に乗っていたキロがため息をつく。

「素す直なおじゃないね」

　その時、ガンビーが走り始め、思わずシュウはよろけた。

　その手をミサキが摑つかんだ。

「これからあんたは、あんたの戦いをするんでしょ？　こんな所でこけないでよね」

　ミサキが視線をそらしたまま言った。

　シュウはその手に引っ張られるように立ち上がる。

「……ああ。そうだな。行こう！」

　これから厳しい戦いになるだろう。でも、きっとこの手が支えてくれる。

　ミサキは視線を進行方向に向けると、

「ガンビー！　フロンティアに進路をとれ！」

　大声で叫んだ。
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「まさか、またこの砂さ漠ばくを見るなんてな」

　ガンビーの甲板で、シュウはどこまでも広がる夜の砂漠を見つめた。

　もう二度と見ることもない景色だと思っていたが、人生どうなるかわからないものだ。荒こう涼りようとした暗い砂の海を見つめていると、なんだか内省的になる。

　齢よわい15にして、老境にさしかかった男が人生を振ふり返っているような気分だ。

　シュウは前方を見た。真っ暗な闇やみの中をガンビーはひた走っている。夜が明ける頃ころにはフロンティアが見えてくるはずだ。

「シュウさま、夜風は傷に障さわります。中に入りましょう」

　ベルトリーチェが中に通じる扉とびらから顔を覗のぞかせて言った。

　シュウは頷うなずき、暖かなガンビーの体内へと入る。

「おけがの具合はどうですか？」

「大丈夫だ。アラミの治ち療りようのおかげかな」

　彼女の手が体内にずぶりとめりこんだときは、思わず悲鳴を上げてしまった。痛みは全く感じなかったが、身体からだの内側を暖かなものが這はい回る感かん触しよくには閉口したものだ。

　しばらくして彼女は手を引き抜ぬくと、

「安心するだわさ。外傷だけだわね」

　と言って、粘ねばつく液体を傷口に塗ぬりたくり包帯を巻いた。

「はじめて彼女の能力アースを体感したが……もうあれ魔ま法ほうなんじゃないか」

「わたしはそれよりも薬の方が気になりますが」

　何度か薬を塗り直し包帯を取り替かえるうちに、じくじくとした痛みが噓うそのように引いていったのである。これにはシュウも驚いた。

「あっという間に傷口が塞ふさがったもんなぁ」

「モール地方に生息する蟲むしの体液を使用しているようです。配合は秘密だそうですが」

　なにが成分でも治れば万ばん々ばん歳ざいだ。バロンとの戦いからまだ三日ほどしか経たっていない。普ふ通つうならひとつきは完治にかかる傷である。

「ところで……、どうやってィエールと連れん絡らくを取るおつもりなのですか？」

「ゲイルと会う。石炭をィエールに輸送する際に必ず連絡をとっているはずだ」

「では、ドレッドタウンに？」

「ああ。ミサキにも伝えてある」

　そう言いつつ居住区の扉を開けた途と端たん、ミサキの怒ど号ごうが聞こえてきた。

「だー!!　このわからずやども!!」

　声は食堂の方から聞こえる。二人は顔を見合わせると、中を覗いた。

「やつの能力は危険です。バロン様の部下ですぞ、いつ寝ね首くびをかかれるか……！」

　食堂には一味がほぼ勢せい揃ぞろいしていた。ボルドの周りに皆みなが集まっており、テーブルを挟はさんでミサキと睨にらみ合っている。

「一体なにがあったんだ？」

　先ほど彼らと夕食を共にした時には、種火となるような話はなかったように思うが……。

「──こいつらがキッカを殺すべきだって……」

　ミサキが唇くちびるをとがらせてぽつりと言った。

　夕食の後、ミサキがバロンとの戦せん闘とうの話をボルド達に聞かせている途と中ちゆう、キッカの能力について触ふれた事が原因らしい。

「能力がふたつある、ということはキッカは外げ法ほう種しゆなのだ」

「外法種？」

　ボルドは話すのもおぞましいといった様子で顔をゆがませた。

「我々モール族には本来生せい殖しよく能力はない。だが、ごくまれに突とつ然ぜん変へん異いとして交配の可能な種が生まれることがある。異種交配によって生まれた子は二つ以上の能力を有することが出来るのだ」

　数百年前、彼らは内乱を起こし、結果滅ほろびたという話だ。それ以来、外法種と呼ばれ忌いみ嫌きらわれてきたという。

「キッカはその生き残りってことか」

「外法種とあたしと何が違ちがうって言うの？　あたしもモールでは異い端たんだ」

　ミサキが吐はき捨てるように言った。

「それだけではござらん。聞けばキッカの能力は影かげにもぐり移動することができるというではないですか。つまり、いつでも姫ひめ様さまのお命を奪うばうことができるということです」

　だから殺しておいた方がいい、ということか。

　だが、何かが引っかかる。シュウは首をひねった。

「……それで、今キッカはどこにいるんだ？」

「隔かく離り部屋をガンビーに作らせ拘こう束そくした。灯あかりで影がなるべく出来ないようにしておる」

「外法種のうえにバロン様の密偵を連れ帰ってくるなんて、姫様もどうかしてるぜ」

「キッカは仲間だったろ!?」

　エルカの言葉にミサキが牙きばを剝むく。

　シュウはそこでようやく何が引っかかっていたのかがわかった。

「あのな、ちょっと聞きたいんだが……。なんでキッカは暗部に所属してたんだ？」

「？　なんでって……」

　全員がシュウの質問にきょとんとする。

「おそらくキッカは外法種ただひとりの生き残りだろ。だったらモールを恨うらんでるはずじゃないか？　そのキッカが何故なぜモールを守るために暗部に所属してるんだ」

「確かに……」

　誰だれもが答えられなかった。

「それを聞いてからでも、遅おそくないんじゃないか」

「うむ……」

　ボルドは渋しぶ々しぶといった様子で頷いた。




　隔離部屋は武器庫の隅すみに作られていた。中は広く、様々な角度から灯りが照らされている。その白くぼんやりとした空間の真ん中にキッカはいた。椅い子すに縛しばり付けられうつむいている。彼女はドアの開く音にぼんやりと顔をあげた。

「姫様、あまり近づかぬよう」

「わかってるよ。うるさいな」

　ボルドの忠告に、ミサキが顔をしかめた。

　追い払はらうように手を振ると、キッカの前に進み出る。

「キッカ。あんたに聞きたいことがある。なんであんたは暗部に入ったの？」

「……誘さそわれた　バロン様に」

「それくらいわかるわよ。理由よ、理由。外法種のあんたが暗部に入ったのは何故？」

「知らない　げほうしゅ……？」

　キッカは無表情のまま首をひねった。

「モールを恨んでいるんじゃないの!?　外法種の生き残りなんでしょ!?」

　会話の嚙かみあわなさに苛いらついたのか、ミサキが声を荒あらげる。

「誘われた　バロン様に……　守るため……　モールの平和。……げほう……？」

　キッカは首をかしげたまま、ぶつぶつと呟つぶやいていたが、突とつ然ぜん身体を震ふるわせ始めた。

　椅子がガクガクと音を立てる。大きく眼めを見開くと、キッカは椅子ごと床ゆかに倒たおれた。

「あああああ!!」

　苦しそうな叫さけび声に誰もが驚おどろいた。はじめて彼女が表情を変えたのを見たからだ。

「ちょ、キッカ……！」

「どくだわさ！」

　ミサキが駆かけ寄ろうとしたとき、アラミが飛び出した。さっとキッカの眼を開き、瞳どう孔こうを確かく認にんする。

「……！」

　顔色を変えると、キッカの服を剝はぎ取った。手を体内へとめり込ませ、身体を探さぐる。やがて手は頭の方へと移動していった。

「！　なんて事だい……！」

　頭から手を引き抜くと、その手には何かが摑つかまれていた。

「こ、こいつはなんだ……!?」

　シュウはそれを見て思わず後ずさった。

　蟲のように見える。

　形や大きさはムカデに似ているが特有の顎あごがない。

　アラミは蟲を投げ捨て、踏ふみ潰つぶした。パキッと乾かわいた音が響ひびく。謎なぞの多足生物はしばらくその足をうじゃうじゃと動かしていたが、やがてその生命活動を終えた。

「……オクキ蟲という、モールのなりそこないだわさ」

　アラミが額に浮うかんだ汗あせを拭ふきながら答えた。

「なりそこない……？」

「モールに生息する、特とく殊しゆな能力を持つ蟲だわさ。普通の蟲と違うことから、大地が間違えて生んだ種……モールのなりそこない、とあたいらは呼んでるのさ」

「そんな蟲がなんでキッカの頭に……」

「オクキ蟲は頭に住み着き、違う記き憶おくを与あたえることができるんだわさ。さっきの発作はキッカの本来の記憶が、外法種という言葉に反応したせいだろうさ」

「バロン兄様もなんとむごいことを……」

　ミサキはしゃがみ込み、キッカの頭をそっとなでた。

「──あたしも、こうなっていたかもしれないな」

　その表情はなんともいえない悲しみに満ちている。

　シュウはハッとしてバロンの言葉を思い出した。

　記憶を消す方法はいくらでもあるよ……。

　その方法がこれだったのか。

「ん……」

　その時、キッカが眼を開けた。身体を起こし、ぼんやりと周囲を見み渡わたす。

　視線がミサキへと向けられた瞬しゆん間かん、眼を見開き、唇を震わせた。

「わたしは……」

「──キッカ。お前はな、バロン兄様に……」

「いえ……。事情は大体把は握あく……」

　記憶が戻もどったせいか、以前より言葉の文脈がしっかりしている……ような気がする。

「おぼろげ……ずっと夢を見ているかと……。だけど現実」

　蟲が取りついている間、ずっと誰かに操あやつられている感覚だったのだろう。だが自分ではどうすることも出来ない──。

　シュウは想像してぞくっとした。

　──これほど怖こわいものがあろうか。

「一体、お前に何があったんだ？」

　ミサキの問いにキッカはぽつりぽつりと、話し始めた。




　──モールと外法種の内乱。生き残ったのは幼いキッカとその母だけだったという。

　モールを出た母子は国境の外にある深い森に逃のがれた。だが、怪け我がを負っていた母はそこで命を終える。外法種の寿命はほかのモール族より永い。たったひとり、キッカは長い間森で暮らしていたらしい。

　──キッカには使命があった。

『種』を守って──。

　死に際ぎわの母が残した言葉に従い、彼女はモールに戻る決心をする。

　伴はん侶りよをみつけ、子孫を残す。

　モールに対する復ふく讐しゆう心はなかった。

　彼女は母が大好きだった。

　傷を負いながらも幼い自分を背負って長い道のりを歩いた母。

　死ぬ間際まで生きる術すべを教えようとしていた母。

　守ってくれたこの命は、次に繫つなげなければならない。

　キッカは伴侶を見つけたら、モールを出てひっそりと生きていくつもりだった。

　だが、事はそう簡単にいかない。

　外法種の外見は他の種と大差ない。モールにうまく潜もぐり込めたはいいものの、交配可能な種を見つけるのは至難だった。ちょっとでも外法種の名を出そうものなら、みな罵ば詈り雑ぞう言ごんをまき散らす。隔かく絶ぜつされた森の中で暮らしていたキッカは、自分の甘さを思い知った。

　同種、変異種以外で交配可能なのは人間だと母から聞いたことがある。ィエールに行こうかとも思ったが、この外見ではここよりもひどい目にあうだろう。

　誰にも自分の素す性じようを明かすことなく、長い年月をキッカはモールで過ごした。

　──半ば諦あきらめかけていたときだ。働いていた酒場にバロンがやってきたのは。

　バロンはその異常性を隠かくしていれば、なかなかの紳しん士しであった。

　気を許したキッカは過あやまちを犯おかす。

　影に潜れることを喋しやべってしまったのだ。

　キッカの能力が暗部向きだと思ったバロンは、徹てつ底てい的に彼女の素性を調べ上げたらしい。そして影に潜ることが出来る能力は、外法種由来のものだと突つき止めたのだ。

　暗部に呼び出された彼女は、バロンに直属の部下として働くなら命だけは保証しよう、と持ちかけられる。

　選せん択たく肢しはなかった。

　──そこからの記憶は曖あい昧まいだ。

　寝ねているときに何かが口に入り込んできたのは覚えている。

　気がついたときには、身体は意志に反して動き、自分は霞かすんだ意識の中でただ見ているしか出来なかった──。




　言葉はたどたどしかったが、キッカは一いつ生しよう懸けん命めいに喋った。

　話が終わると深い沈ちん黙もくが部屋に舞まい降りる。

　シュウはため息を吐ついた。なんともやるせない話だ。

「──馬ば鹿かなことを。暗部では一度でも任務を失敗すれば命はないのよ。それこそお前の種を守れなくなるでしょうが」

　やがてミサキが絞しぼり出すように言った。

「……そうするしかなかった」

「──苦しかったろう。……お前はずっと一人だったんだな」

　そう言うと、ミサキはキッカを力強く抱だきしめた。

　キッカはびっくりしたように、しばらく眼を見開いていたが──。

　やがてその眼に涙なみだが浮かんだ。

「姫ひめ様さま……！」

　涙はとめどなく溢あふれ、頰ほおを滑すべり落ちた。抱きしめていたミサキの髪かみを涙玉が濡ぬらす。

　キッカを殺していいはずがない。

　シュウは確信して振ふり向いた。

「ボルド、みんな、これでも──！」

　全員号泣していた。

「ふぐっ！　なんどがなじいばなじが……！」

「だ、だめだおで、ばなびすが……！」

「ごういうばなじにばよばいんだ！　ごろずぞ！」

「ギッガぢゃぁーん!!」

「涙るい腺せん弱すぎだろ!!　あと黄色い声せい援えんキモいわ！　ったく……」

　だが少し安心した。どうやら意見は同じらしい。

「──キッカ。もう一度、あたしたちの仲間になってくれ。モールにいるよりかは安全だろうし、お前は強い。それに、交……」

　そこまで言って何故なぜかミサキは顔を赤らめた。

「こ、こここ、こう……いや、お前の事を好きになってくれるやつがこの世界のどこかにいるかもしれないしな！」

　エルカが鼻水を拭きながら手を挙げた。

「あ、俺立候補して良いかな!?」

「無理。キモい　それに交配　多分無理」

「ハウッ！」

　エルカに向けていた冷たい視線をミサキに移し、キッカは頷うなずいた。

「あたしは種を守る事、一番大事。だけど、姫様に忠誠を誓ちかう」

　最優先は自分の命を守り種を存続させること。だが、できる限り銀羽根の一味として共に生きる。

　……ということか。シュウは頭の中でキッカの言葉を整理した。

「ああ。それでいい」

　ミサキは頷き、笑った。

「あんた、少しは言葉も勉強しなさい」

「……努力する」

　──その時のキッカの表情をみな忘れないだろう。

　口の端はしを上げただけのほんのかすかな笑みだったが──。

　彼女の笑顔はとても素敵だったからだ。




　皆みなが寝ね静しずまったころ、シュウは一人で朝の食事の準備をしていた。

　エルカが戦せん闘とう員に配属となり、今はシュウが料理長なのだ。作るのは楽しいが、なにせ大人数である。仕込みは夜のうちにやっておかないと間に合わない。おかげで寝不足だ。

　あくびをしながらタマネギを切っていると、背後から声をかけられた。

「シュウ」

「うわぁ！」

　振り返ると眼の前にキッカの顔があった。

「なんだよ脅おどかすなよ！　いつからいたんだ！　あと近いわ！」

　思わず後ずさりして叫さけんだ。キッカは相変わらずの無表情で下を指さした。

　床ゆかには台所の灯あかりでシュウの影かげが出来ている。

「……もしかして影の中に入ってたのか？」

　無言で頷く。

「……おいやめろよ、人の影に勝手に入るの」

「何故？」

「いやそりゃだって、風ふ呂ろとか……」

「そういえば、たまに寝ね床どこで股こ間かんのあたりをまさぐっているのは何故？」

「だからやめて！」

　頼たのむからやめて。

「……もー。なんだよ、何の用だよ」

「礼を言いに来た」

「礼？」

「あたしの記き憶おくを戻すきっかけを作ってくれたと聞いた」

「ああ……。別に気にするな」

「お前の一言がなければあたしは殺されていたかもしれない。ありがとう」

「ただ疑問を口にしただけだよ。……でもよかったな」

　キッカはこくりと頷くと、少し上うわ目め遣づかいでシュウを見つめた。

「──代わりにお前の命が危あやういとき、必ず助けると誓おう。お前はこれから背後を気にする必要は無い。なぜならあたしがいるから」

　そう言うと、彼女は半身をシュウの影に潜らせる。

「……ありがたいし、よろしく頼むと言いたいが、常じゃなくていい……。──それにしても便利な能力だよな」

「パンツ見放題」

「いや、それはいい」

「姫様やお前の侍じ女じよのパンツの色をいつでも教えてやる」

「!?　……！　……いや、それはいい……」

　危ない危ない。悪あく魔まのささやきに身を滅ほろぼすところだった。

「ついでに教えといてあげる」

　キッカは影から顔だけ覗のぞかせて言った。

「姫様も多分あたしと同じ。混じっている。同じだから匂においでわかる」

「？　なんのことだ？」

「異種交配できる。子供作れる。よかったな」

　しばらく頭に疑ぎ問もん符ふが浮うかんだが、理解した途と端たん、顔が熱くなった。

「な!?　お、俺は別にそんなこと……！」

「……あたしと子供作る？　じゃぁ」

「な！ななななな!!」

「何を照れている？　あたしの目的は種を残すこと。恥はずかしいことではない」

　そりゃお前はそうかもしれんがな。

「平然と言われるとこっちが恥ずかしいわ……。もういい！　影に入ってろ！」

「？」

　彼女は、せっかく教えてあげたのにと言わんばかりの表情を浮かべると、するっと影の中に入っていった。

　まったく、記憶が戻もどったら余計な一言が多くなった気がする。

　だが……混じっている、というのはどういうことだ？

　シュウは首を傾かしげたが、キッカの言葉を思い出すとまた顔が熱くなる。

　──いかんいかん。

　仕込みを終わらせよう。




　　　　２




「これはひどい……」

　シュウはその惨さん状じように呻うめいた。

　街のそこかしこに人々が倒たおれている。病やまいに感染した人たちだろう。周囲には種が転がっている。ほとんどが既すでに事切れていた。店は荒あらされ、割れた窓ガラスの破は片へんが地面に飛び散っている。遠くには煙けむりが上がっており、肉の焦こげる匂いが漂ただよっていた。恐おそらく病で亡なくなった人々を火か葬そうしているのだ。

　──ドレッドタウンは地じ獄ごくであった。

　フロンティアラインの他の街も似たような状じよう況きようだろう。

　時刻は昼過ぎであったが、街は薄うす暗ぐらく陰かげっている。見上げるとどんよりとした雲が空を覆おおい、今にも雨が降りそうだ。天すらもこの状況に陰いん鬱うつとしているようだった。

　隣となりのミサキとベルトリーチェも、この息苦しい状況に陰気な表情を浮かべている。

　シュウたちと同行しているのは、キロ、そして影の中にいるはずのキッカのみだ。

　他の皆は街から少し離はなれた渓けい谷こくにガンビーと共に待機している。パニックを避さけるためだ。彼らが大挙して街に現れたら輪をかけて民衆を混乱に招いてしまう。

　ミサキもマントを羽織りフードをかぶっていた。尻しつ尾ぽと耳を隠かくすためだ。

　彼女は最初嫌いやがったが、

「隠すとかわいい人間の女の子に見える」

　と言ったら、渋しぶ々しぶといった感じで了りよう承しようしてくれた。

　そしてシュウたちはゲイルを探す為ため、ドレッドタウンを訪おとずれたのだが。

「ゲイルというのはよほど狡こう猾かつなやつみたいね」

　ミサキが眉まゆをひそめる。

　誰だれに尋たずねてもゲイルの居場所ははっきりとしなかった。それどころか、人相、風ふう体ていを聞いてもぱっとした答えが返ってこない。

「暗殺を警けい戒かいしてのことでしょうが、それにしても徹てつ底ていしていますね」

「ああ、フロンティアでも相当な実力者なんだろう。恐らく屋や敷しきにもいないだろうが」

　ベルトリーチェの言葉にシュウは頷き、向かう先にそびえる鉱山を見上げた。

　ゲイルの屋敷は街のはずれ、ドレッド炭鉱のふもと近くにあるという。

　ダメ元で息災な住人達に屋敷の所在を問うと、これはあっさりと判明したのである。

　屋敷に向かう途と中ちゆう、ベルトリーチェが口元を覆って呟つぶやいた。

「もはや街として機能していないようですね……」

　そこかしこに転がる死体が放つ異い臭しゆうが鼻をつくのだ。

「ああ……。ゲイルめ、実力者ならせめて衛生面や治安維い持じに奔ほん走そうすりゃいいのに」

　シュウは思わず地面の小石を蹴けり上げた。

「あ……」

　小石は建物に寄りかかるように座り込んでいた少女の足に当たった。

「ん……」

　少女が身じろぎする。

　──生きている。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか……！」

　駆かけ寄りはっとした。

　見覚えがある。シュウがこの街にはじめて来たとき見た──。

　瘦やせこけて花を売っていた少女。

　手には種が三個握にぎられていた。

　少女が眼めを開け、シュウを見つめる。

「おにいちゃん、誰──？」

　顔を上げた少女の頰ほおには殴なぐられたようなアザがあった。




「なんだそりゃ!?」

　シュウは怒いかりに声を荒あらげた。

「みんな、家を追い出されたり、感染していない人たちから暴力を受けて……」

　フランと名乗った少女は、ベルトリーチェの背中で暗い眼を浮かべた。恐きよう怖ふを思い出したのか、ぶるっと身体が震ふるえる。

　彼女の家は街のはずれに有り、食べ物を探していたところを襲おそわれたという。

　屋敷に向かう道すがら、送ってやることにしたのだが……。

「病にかかったものは、殺せって……」

「バカなことを……！」

　彼女によると、病がドレッドタウンに蔓まん延えんし始めた頃ころに広まった噂うわさだという。

　曰いわく──『感染者は死ぬ前に殺さないと病の根が広がるらしい』『殺したら死体を焼かないと駄だ目めらしい』……。

　通りを歩いているときから気にはなっていた。

　この病は種が出るだけで、基本的に健常な人と変わらない。なのに皆みな、怪け我がを負い倒れていた。おそらく大半の理由は病ではなく暴力によるものだろう。

　──ィエールの名医師にもわからなかった奇き病びようだ。

　まともな医師の居ないフロンティアでは噂が事実かどうかを証明する術もない。

「ィエールから送られてきた感染者たちに対する不信感や、病に対する恐怖で……」

「この事態が起こってしまったんだな……」

　ベルトリーチェの言葉をシュウは引き継ついだ。

　──なんと人とはもろいものか。

　いや……、ィエール、フロンティア、モール。様々な価値観に触ふれた今だからこそ、そう思えるだけかもしれない。声の大きいものに人は流れてしまう。

　自分だってここにいれば信じてしまったかもしれない。

　シュウはどうしても民衆を恨うらむ気持ちにはなれなかった。

　正すべきは今の状況なのだ。

「……みんな死んじゃうの？」

　シュウは少女の問いに首を振ふり、微笑ほほえみかけた。

「この病の進行は遅おくらせることができる。俺たちは助けに来たんだ。このお姉さんは病にかかった人間の希望の星なんだぜ」

「え……？」

　フランはミサキをまじまじと見つめる。ミサキは照れくさそうに頰をかいた。

「ま……別にあたしがどうってわけじゃないけど……」

「俺も発はつ症しようしてるんだ。ほら。だけどこのお姉さんに会ってから種は五個で止まってる」

　シュウは自身の種を見せる。フランはそれを見てどうやら信じる気になったらしい。

　表情が和やわらいだ。だがすぐに眼を伏ふせると、

「もしそうなら、あたしのお姉ちゃんも助かったかな……」

「……君はフロンティアで生まれた……んだよな？」

　年ねん齢れい的にィエールから追放されたとは思えない。少女は頷うなずいた。

　──フランの父は犯罪者、母は異教徒としてィエールを追い出され、フロンティアで結ばれた。そして二人の子供をもうけたが、父は無法者アウトローとなり命を落とし、母は犯罪に巻き込まれ亡くなったという。それ以来、フランは姉と一いつ緒しよになんとか生き延びてきた。

「お姉ちゃんはいつも言っていた。ここは地獄だって。でも、いいことをしていれば必ず救いはある。だから他のみんなに流されて悪いことをしちゃだめだって。だけど、お姉ちゃんは何も悪いことをしてないのに死んじゃった」

　シュウは亡きフランの姉に敬意を抱いだいた。

　こんな荒れ果てた大地で己おのれの信念を貫つらぬくのは容易ではなかっただろう。

「う……」

　うめき声が聞こえたので振り返ると、ミサキがぼろぼろと涙なみだを流している。

「み、ミサキ……？」

「泣いてないわよ!!」

「いや泣いてるぞ!?」

「たまに眼から涙っぽいのを出す癖くせがあるのよ！」

「どんな癖だよ！」

　ミサキは涙をぐい、と拭ふくと、フランの眼をまっすぐ見つめた。

「フラン、よく頑がん張ばったな。つらかったろうなぁ。お前の姉ちゃんは立派だよ……!!」

　しゃくりあげながら自分でうんうんと頷いている。

「お姉ちゃんを褒ほめてくれるの……？」

「当たり前よ……！　お前の姉ちゃんを悪く言う奴やつがいたら、あたしが許さない！」

　フランはしばらくぽかんと見ていたが、やがてにっこりと微笑んだ。

「ありがとう。そんな事言ってくれたの、おねえさんが初めて。優やさしいんだね。それに、とってもきれい」

　その言葉にミサキは呆ぼう然ぜんとした。

「あたしが……きれい？」

「最初はお兄ちゃん達が誰だかわからなかったから怖こわかったけど……、思ったの。こんな綺き麗れいな人が悪いはずないって」

「いや、フラン。このおねえちゃんはちょっと前まで列車を襲ぐほっ！」

　みぞおちに肘ひじ鉄てつを食らった。

　腹を押さえているシュウを不思議そうに見ながらも、フランがミサキに尋ねる。

「……おねえさんがいれば病は治まるの？　フロンティアは助かるの……？」

　ミサキはしばらく黙だまっていたが、にかっと笑い、フランの頭をなでた。

「まかせなさい！」




　シュウたちは、食料をフランにわけてあげると、家に戻る彼女を見送った。

「……ミサキ、さっきのフランとの約束……」

　フランが去った後、シュウはミサキを窺うかがい見た。

　彼女は本来、人間に対して好意的ではない。今回の事もあくまでお前がやるなら協力するよ、といったスタンスだと思っていた。

　ミサキはそのことか……と、肩かたをすくめる。

「話を聞いていたらなんだか腹が立ってきたのよ。フラン達が何をしたって言うの」

　ミサキはそっぽを向きながらも、怒ど気きを発した。

　思わず笑みがこぼれる。心の痛みを共有してあげられるところが彼女のいいところだ。

　だが、ミサキがモール族だと知ったらフランはどういう反応をするだろう。

　シュウは首を振った。

　ミサキはきっと、関係ないと言うに違ちがいない。あたしがやりたかったからやったんだと。

　フランにはなるべく家から出ないようにと伝えた。

「状じよう況きようが変わったら、俺たちが迎むかえに行く」

「うん、待ってる」

　フランはおさげ髪がみを揺ゆらしながら去って行った。遠えん慮りよしているような笑顔で手を振っていたのが脳のう裏りに残っている。

「あの子や、みんなの為ためにも急がないとな……」

「シュウさま、見えてきました」

　ベルトリーチェの指差す方向、ゆるやかな上り坂の先にゲイル邸ていが見えてきた。

　白を基調とした二階建ての木造建築だが、大きい。

　ちょっとした柱にもひとつひとつ意い匠しようが施ほどこされ手が込んでいる。自分の権力を見せつけるためだ。自己顕けん示じ欲よくの強い人間がやりがちなことである。

「……どうやらゲイルという男は人に厳しく自分に甘い人間のようだな」

　シュウはうんざりとした気持ちでその豪ごう奢しやな扉とびらを叩たたいた。

　だが、待てど暮らせど返事はない。

　試ためしにノブを回してみると、すんなりと開いた。シュウたちは顔を見合わせる。

「この状況にしてはずいぶん不用心ですね……？」

　ベルトリーチェが首をかしげる。

「あのー、すみません……」

　シュウはおそるおそるドアから中をのぞき込んだ。

「こ、これはいったい……！」

　──血の海。

　玄げん関かんの広間には、幾いく人にんもの男女が折り重なるように倒たおれていた。高級品らしい複雑な模様が描えがかれたランプや花か瓶びんは、飛び散った血で汚よごされている。濃のう密みつな血のにおいに嘔吐えずき、シュウとベルトリーチェは思わず口を塞ふさいだ。

「むごいな……」

　直視できない。ちらりと見た限り、服装からしてみな使用人だろう。

「全員、正確に頭を撃うち抜ぬかれているな……。銃じゆうで殺されたのね」

　ミサキだけがずかずかと屋や敷しきに入り込み、死体をひとりずつ検分している。

「お、お前平気なのか……？」

「シュウさま」

　ベルトリーチェがたしなめるようにそっと背中に手を触れた。

　はっとする。

　よく見るとミサキの顔は真っ白だ。死体に触れる指が、かすかに震えているのがわかる。

　彼女だって慣れているわけではない。

　うかつな発言に後こう悔かいする。

　シュウも意を決すると、屋敷に足を踏ふみ入れた。

　何が起こったかを冷静に観察しなければ、ゲイルの居場所はわからないままだぞ──。

　ミサキはそれを率そつ先せんして行動で見せてくれたのだ。

「おい、こいつはまだ息がある！」

　初老の男だ。運良く弾たまがそれたのだろう。肩から血を流しているが、生きている。

「いったい何があった！」

　駆かけ寄り声をかけると、うめきながらも眼めを開けた。

「無法者がゲイル様を……」

　力ない声だが、なんとか聞き取れる。

「殺されたのか!?」

「どこかへ連れて行かれました……」

「ゲイルの部屋はどこ!?」

　ミサキが叫さけんだ。




　ゲイルの部屋は荒あらされていた。倒れた椅い子すを見てミサキが呟つぶやく。

「ここにゲイルたちがいたのは間違いないわね……」

　階下ではベルトリーチェが生きている人々を手当てしている。

　ミサキは机の周辺で、何かを探しているようだ。シュウもならって机に近づいた。

　しっかりとした木製の机があり、背後の壁かべにはフロンティア全土の地図が貼はられてある。机を見ると写真立てが倒れていた。何気なく手に取り、額がく縁ぶちの中の写真を見る。鉱山を背景に、つるはしを持った男達が笑みを浮うかべて立っていた。古い写真だ。シュウはその中のひとりに見覚えがあった。

　こいつはどこかで……。

「あった！」

　ミサキが何かを見つけてしゃがみ込んだ。

　見ると、絨じゆう毯たんに血がしみこんでいる。

「キロ！　出番よ。起きて」

　ミサキの声に、キロがマントの中から顔を出した。

「ふわぁ。何？」

　どうやらミサキの胸むな元もとで寝ねていたらしい。さぞ柔やわらかなベッドで寝ね心ごこ地ちがよかったろう。

　うらやま……いやいやいや。

　キロは絨毯に降り立つと、血のにおいをかいだ。そして、何かを感じたように顔を上げると、一点を凝ぎよう視しする。

「こっちだよ」

　キロが部屋を出ていく。

「わかるのか!?」

「あいつの能力だよ。手がかりさえあれば必ず突つき止められる。行くわよ！」

　ミサキはにやりと笑うと、キロを追って走り始めた。
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「炭鉱……？」

　キロが足を止めたのは鉱山の入り口であった。シュウは息を切らせながらぽっかりと空いた穴を見る。キロの足は速く、ついていくのは一苦労だった。穴の横には『ドレッド炭鉱』と書かれた看板がある。

「この中にいるのは間違いないよ」

　キロが鼻をひくつかせながら言う。

「シュウさま」

　ベルトリーチェが穴をのぞき込み、シュウを呼んだ。

　中は薄うす暗ぐらい。崩ほう落らくを防ぐため坑こう木ぼくが組まれていた。坑道には格こう子し状の線路が敷しかれており、下へと伸のびている。そして入り口の近くには鉄製の貨車があった。

「──トロッコか！　これなら移動が楽だな」

　シュウたちはトロッコに乗り込んだ。

　ゆるやかな下り坂を徐じよ々じよに速度を増しながら、下っていく。

「速いじゃん、この箱！」

　ミサキがはしゃいだ声をあげた。多分トロッコに乗るのは初めてなのだろう。

　進んでいくと、所々に設置されていたランタンの数が減り闇やみが濃こくなってきた。

「ィエールは竜りゆう炉ろが少ないと思ってたけど……。これが原因だったのね」

　振ふり返ると、ミサキは先ほどのはしゃいだ雰ふん囲い気きとは変わって深刻な表情をしている。

「こんなに地下を採さい掘くつしては大地の力が瘦やせ細るのも当然よ。すっかすかだわ」

　吐はき捨てるように言う。

「竜炉が少ないって事は……。俺たちが得た力もィエールでは半減するって事か」

「そういうこと。……気をつけた方がいいわね」

　人間は大地の力すら奪うばう。シュウはなんとも後ろめたい気持ちになって坑道を眺ながめる。やがて扉が見えてきた。金属製の頑がん丈じようそうな扉である。線路はその手前で途と切ぎれていた。

「匂においはこの先に続いているよ！」

「ベル、ブレーキだ」

「そうですね、わたしも先ほどからずっとブレーキをかけていたのですが……」

　そう言ってベルトリーチェは木の棒を見せた。

　本来なら前輪と繫つながっていて、手前に引くとブレーキがかかるはずである。

　だが、何故か今はただの棒として彼女の手にあった。先が折れたようにささくれている。

「どうやらちょっと力を入れすぎたようです」

「なるほ……え────！！？」

　おい。

　トロッコのスピードはぐんぐん加速し、扉はあっという間に迫せまってくる。

「このベルトリーチェ、責任は自ら！」

　彼女はトロッコから飛びだすと──扉を蹴け破やぶった。

　ベルトリーチェが滞たい空くうしている間にトロッコが追いつく。

　危なげない感じで彼女はトロッコに着地した。

「でかしたベル！」

「状じよう況きようは全然変わってないけどね！」

　キロの言葉通りトロッコは線路を外れ、扉の向こうへ飛びだした。

　シュウたちは空中に放ほうり出される。

「ぐ！　し、尻しりが……！　尾びてい骨こつが……！」

　シュウは尻を思いっきり地面に打ちつけた。

　その横でミサキとベルトリーチェがふわりと華か麗れいに着地する。

　……くそ、こいつら。

「なんだぁ？」

　どこかで聞いた声に顔をあげた。眩まぶしさに思わず眼を細める。

　──そこは広々とした円形の空間だった。見上げると遥はるか上方にぽっかりと空いた穴が見える。そこから太陽の光が射さし込んでいた。

　まさか、地下にこのような空間があるとは。

　周囲の崖がけは人の手が入っていないように見える。地下を掘ほり続けた結果、偶ぐう然ぜん行き当たったのだろう。外からは山頂に登らない限り、見えないはずだ。

　シュウたちから見て向かい側の崖には穴が掘られ、そこから線路が延びている。

　線路は空間の中央で途切れ、小さな木製の乗降場が設けられていた。

　──駅だ。

　鉱山の地下に駅がある。

　その乗降場に二人の男がいた。

　──見覚えがある。

　一人はつばの長い帽ぼう子しをかぶり、腰こしにはガンベルトと銃。

　顎あごと額に傷のある男。

　ミサキを捕とらえ、シュウたちを殺そうとした無法者。

　確か……ブルーバックと言ったか。先ほどの声は彼だろう。

　ブルーバックは銃をもう一人の男に突きつけ、シュウたちを見ている。

　キロがその男を指差した。

「あいつだ、あいつから匂いがするよ！」

　鋭するどい目つきの黒いスーツを着た初老の男。

「お前が……ゲイルだったのか！」

　フロンティアに来たばかりのシュウたちを古城へと案内した御ぎよ者しや──。

　まさか、変装して俺たちを値ね踏ぶみしていたのか。

「シュウ・ィエール？　なぜここに……」

　訝いぶかしげにゲイルが呟いた。

「──なんだ。よく見たら、モールのあばずれじゃねぇか」

　ミサキがブルーバックに気付き、眼めを吊つり上げた。

「……あの時はさんざんコケにしてくれたわね。今すぐ殺してやりたい気分だわ」

「よくもシュウさまを極ごく悪あく人にんあつかいしてくれましたわね……！」

　ベルトリーチェがゲイルを睨にらみつける。

「落ち着け、二人とも！」

　どうしてうちの女性陣じんはこうも短気なんだ。




「……色々聞きたいことはあるんだが、まずは答えてもらおう」

　なんとか女性陣をなだめすかした後、シュウはゲイルに問うた。

「ィエールと連れん絡らくを取る術すべはあるか？」

　ふん、とゲイルは鼻を鳴らした。ベルトリーチェがきゅっと首をしめる。

「うぐぐ……！　わかった！　話す、話すから！」

　ゲイルは力を緩ゆるめたベルトリーチェの手から逃のがれると、息を吸い込んだ。

「……ィエールと連絡を取りたいなら、ここがまさにそうだ」

「ここが？」

「石炭や鉱物を取引するのに、普ふ通つうの駅を使ってたら無法者どもに邪じや魔まされるのが関の山だ。ここは内密にやりとりするには最適の場所なんだよ」

　ドレッド炭鉱はフロンティアで最初に石炭が見つかった鉱山なのだという。掘り進めていった結果、ここが見つかった。ゲイルはィエールの協力を仰あおぎ、壁内イエールから線路を引いてもらったらしい。都合の良いことに壁から鉱山の裏までは、山や谷が連なっていた。

　誰だれも知らない秘密の駅というわけである。

「ずいぶん時間はかかったがな」

「はっ。昔っからこざかしい事ばっか考えつきやがる」

　ブルーバックが鼻で笑い飛ばした。

「お前ら、知り合いなのか……？」

　そういえば、誰もゲイルの風ふう貌ぼうや居場所を知らなかったのに、何でこいつはわかった？

「ドレッド炭鉱掘くつ削さく時、俺も一いつ緒しよに穴堀りやってたからな。炭鉱仲間ってやつさ」

「──そうか！　あの写真に写っていたのはお前か！」

　ゲイルの部屋で見た写真。顔の傷に見覚えがあると思っていたが、こいつだったのか。

「こいつはカードゲームで負けた腹いせに炭鉱仲間を殺して逃にげたんだ」

　ゲイルがブルーバックを睨んだ。

「フロンティアの主要なタウンの実権はかつての炭鉱仲間たちが握にぎっている。みんなお前を殺したくてうずうずしているぞ」

「いやぁ、人気者はつらいぜ」

　ブルーバックは肩かたをすくめた。

「──ということは、ここで待っていればィエールからの列車が来るのか」

「ああ、だが無む駄だだぞ。交こう渉しようは一方通行だ。フロンティアは見捨てられた」

　数ヶ月前から物資の供給は途と絶だえ、罹り患かん者のみを連れてくるだけだという。

「ちょっと前から、どうもおかしいなと思ってよ。俺もこうなっちまったし」

　と、ブルーバックは懐ふところから種を取り出した。

「お前も発はつ症しようしていたのか……」

　──さすがに同情はできないが。

「死ぬならせめて事情を知りてぇじゃねぇか。で、こいつに聞いたってわけさ」

「──フロンティアの資源なくしてィエールは維い持じ出来ないはずでは？」

　シュウが問うた時である。

　線路が吸い込まれている暗い穴の向こうから列車の音が聞こえてきた。

「……直接聞いた方が早そうだな」

　列車が駅に着いた。３両編成の列車で装そう甲こうが厚い。軍事用だ。

　２両目から銃じゆうを持った警備兵が降りてくる。兵達はマスクをしていた。ついで、目め隠かくしをされた民たみたちがぞろぞろと出てくる。

　シュウはその数を数えてみた。二十人くらいか。

　怖こわいのだろう、ちょっとした物音にもびくりと反応している。

　今すぐにでも声をかけてやりたい気持ちになった。

「ゲイル、今回の発症者たちだ。後は任せるぞ。さぁ、進むんだ！」

　兵長らしき男が威い圧あつ的な声で民達に指示する。

「こいつらは何者だ？」

　銃でシュウたちを指す。

「俺を知らないとはィエールの兵の質も落ちたものだな」

　シュウは語気を強めて言った。ここは強気でいかねば、話すら通らないだろう。

　兵長は最初、警けい戒かいの眼でシュウを見ていたが、やがて驚きよう愕がくに顔を歪ゆがませた。

「まさか……。シュウさま……？」

「そうだ。シュウ・ィエール。ィエール国第三王子だ。国王と連絡を取って貰もらうか、直接交渉したい！」

　兵長が慌あわてて銃を下ろした。兵達にも動どう揺ようが広がっていた。

「シュウ？　シュウさまだって？」「死んだと聞いたぞ？」

　そんな声が聞こえてきた。民達も困こん惑わくしたようにざわついている。

「悪いが俺はこうして生きている。病やまいのせいでフロンティアに追放されていたのだ」

　シュウは手短に経けい緯いを話す。

　この病は感染しないこと。モール族といれば病の進行を食い止めることができること。

「……だから、病にかかったものを追放する必要は無いんだ。このことを父上に伝えたい。そしてモールとの共存を模も索さくしないと。フロンティアにも物資を供給してやってくれ」

「ほ、本当ですか、それは」

　民衆の一人が口を開いた。

「それが本当なら俺たちが追放される理由もなくなるじゃないか」

「ィエールに戻もどしてくれ！」

「黙だまれ！」

　口々に騒さわぎ始めた民衆に兵達が銃を構えた。その物音に民たちはびくりと押し黙る。

「おい、やめろ！」

「──シュウさま、生きておられたのは大変めでたき事でございます」

　それまで黙っていた兵長がシュウを見み据すえて口を開いた。

「ですが、そのご要望をお伝えすることはできません」

　言葉を選ぶようにゆっくりとした口調で告げる。

　シュウは愕がく然ぜんとして兵長の顔を見つめた。こいつは話を聞いていたのか？

「なぜだ？　王族であるこの俺の命が聞けないっていうのか？」

　彼は残念そうに首を振ふった。

「シュウさま、あなたはもう王族ではありません。ヨヒ様も国王ではないのです」

「な……!?」

　──何を言っている？

「三週間ほど前に新たな王政府が発足しました。フロンティアへの措そ置ちも新国王のご命令なのです」

「まさか……内乱!?」

　ベルトリーチェの悲痛な声が響ひびいた。

　信じられないといった表情を浮うかべて立ちすくんでいる。

「ち、父上たちは無事なのか!?　新たな国王は誰だ！　どうしてこんな事を……！」

　ヨヒ。ムウ。家族の顔が浮かんだ。過去の遺い恨こんなど忘れ、ただ無事だけを祈いのった。

「……それに答える権利はわたしにはありません」

「……！」

　これ以上の説得は無駄なようだった。彼らが仕えているのはもうィエール家ではないのだ。シュウの言葉に従えば反逆罪となるのだろう。

「──なら……。直接聞くまでだ。その列車でィエールに戻る」

　シュウは兵長をにらみつけ、前へ進もうとした。

「たとえ元王族だとしても一度追放された身、人に非あらず！　ィエールには戻れません！」

「ひゃっ」

　兵長が銃じゆう口こうをシュウに向けた。慌てて頭を抱かかえる。

「……それに、モールとの共存など……考えるだけでもおぞましい……！　たぶらかされたか、お気が触ふれたか、もはや狂きよう人じんのたわごと！」

　その眼には失望と軽けい蔑べつが浮かんでいた。

　やはり。やはり──届かないか。

　おそらく、多くのィエールの民も同じ反応だろう。

　どれだけ厚い壁なのか。

　その時、ぽん、と誰かが肩を叩たたいた。

「確かにこりゃでかい壁ね。だけど……」

　ミサキだった。

「あんたはそれを壊こわしにきたんでしょ？」

　彼女は片眼を閉じて微笑ほほえんだ。

「シュウさまはひとりではありません」

　ベルトリーチェが頷うなずく。

　──そう、一人では壊せない、届かないかもしれない。だが、みんなとなら。

　肩においたミサキの手から、あたたかなものが身体からだに流れ込んでくるようだった。

「俺の言ったことは事実だ。証明するためにも、このシュウ・ィエール、まかり通る！」

　兵達全員が銃を構えた。さっとシュウはベルトリーチェの後ろに隠かくれる。

「お前……」

　ミサキがため息をつき、ナイフを構えた。ベルトリーチェも拳こぶしを前に出す。

　ブルーバックがかちりと撃げき鉄てつを起こした。

「クーデターとはな。面おも白しろくなってきやがった」

　銃に弾たまを込こめながら笑う。

「俺もお前らにつくわ。一緒に居れば死なずにすむんだろ？」

「お前を助ける義理はないわよ」

「あなたは死んでください」

　女性陣が辛しん辣らつな言葉を投げかけた。

「つれねぇなおい。元王子はどうよ。押し通すんだろ。人手が必要じゃねーのかな」

　こいつは肝かん心じんなところで頭が回る。

「……勝手にしろ」

　出来るなら戦いたくはなかった。シュウはちらりと民衆に眼めをやる。状じよう況きようがわからないのだろう、不安そうな顔でおろおろしている。彼らに被ひ害がいが及およばぬようにしなければ。

「ベル！　お前はゲイルと一緒に民達を安全なところまで退たい避ひさせろ！」

「で、ですが……！」

「撃うて！」

　機先を制しようと、兵長が一いつ斉せい掃そう射しやの合図を出した。

　銃じゆう弾だんの雨に、シュウたちは慌てて岩いわ陰かげに飛び込む。

「はやく行け！　このままじゃ民達が巻き込まれる！」

　ベルトリーチェは逡しゆん巡じゆんしていたようだったが、

「……致いたし方ありません！　皆みなさん、こちらへ！」

　民を導き、坑こう道どうへと走り出した。

「この……クソカスどもが！」

　激しい罵ののしりに振り返ると、ゲイルが坑道の穴から顔を出して叫さけんでいる。

　逃にげ足の速い奴やつだ。

「ここは炭鉱だぞ!!　銃なんか撃ったらいつ爆ばく発はつするかわからないんだ！」

「おっと。そういや」

　ブルーバックが慌てて銃を引っ込めた。

　炭たん塵じん爆発。シュウは寄宿学校での授業を思い出した。石炭の粉塵に着火することで起きる爆発だ。

　だが、列車付近に陣じん取どった兵達には銃弾の音でゲイルの声が聞こえなかったのか、発はつ砲ぽうはやまない。

「まずいぞ……」

　シュウは周囲を見回した。坑道へと走るベルトリーチェの姿が濁にごった水の中にいるように、ぼんやりとしている。

　硝しよう煙えん──いや、粉塵だ。

　銃弾で壁かべが削けずられ、あたりには粉塵が舞まっている。

「撃つのをやめろ！　ちょっとした火花でも爆発するぞ！」

　炭塵の濃のう度どが高まれば発砲の火花でも容易に着火する。

　それよりも石炭に銃弾が当たり引火するのが先か。

　どちらにせよこのままでは全ぜん滅めつだ。

　銃弾はやまない。聞こえていないのだ。

　思わず立ち上がり、兵達に再び警告しようとしたとき、ミサキに腕うでを摑つかまれた。

「ミサキ!?」

「この煙けむりに紛まぎれて逃げるわよ！」

「けどあいつらが！」

　腕を引っ張られながらも列車の付近を振り返る。

　火花が発生するのが見えた。

　小さなその火の粉は瞬またたく間に大きな橙だいだい色いろの炎ほのおとなってうねる。

　炎はあっという間に列車を包み、そして──。

　──爆発した。

「シュウさま！」

　ベルトリーチェの声が聞こえた。坑道の入り口から叫んでいるのが見える。

「ベル、戻れ！　伏ふせろ──!!」

　シュウたちはすんでのところで坑道に飛び込んだ。とっさに陰に隠れ、身を伏せる。

　耳をつんざくような轟ごう音おんと共に、穴から爆風と熱が吹ふき込んできた。

　あと少し遅おそかったら巻き込まれていただろう。ぞっとすると共に、後こう悔かいが押し寄せる。兵たちは命を散らしただろう。

「俺が……」

「後悔するのはあと。全員瓦が礫れきの下で大地に還かえることになるわよ」

　ミサキの声にはっとした。

　見ると、彼女は深刻な顔で天てん井じようを見上げている。

　掘くつ削さくされた壁にヒビが入り、破は片へんが落ちてきていた。亀き裂れつは瞬く間に周囲に広がる。

　──坑こう木ぼくが崩くずれた。

「走れ！」

　ミサキの声を合図に、全員は一斉に走り出した。

　先ほどまでいた場所が瓦礫で埋うもれていく。シュウたちは必死で暗い坑道を駆かけ抜ぬけた。

「ベル、ゲイル達は……!?」

「先に坑道を出るよう指示しました！」

　亀裂は連れん鎖さし、崩ほう落らくは止まらない。

　死に神の足音はシュウたちのすぐ後ろまで迫せまっていた。瓦礫の破片が背中に当たるたびにヒヤリとする。力を振り絞しぼり、上り坂になっている坑道を走った。

　突とつ然ぜん、隣となりを走っていたベルトリーチェの身体がぐらりと傾かたむき、寄りかかってきた。

「おい、ベル！　こんなときにふざけてる場合か！　──おい!?」

　肩かたをゆさぶるが反応が無い。見ると彼女の顔はゆがみ、息苦しそうにしている。

「なんだってんだ一体!?」

　立ち止まって考えている余よ裕ゆうはない。ベルトリーチェを抱えあげると、走り出した。

「おっも！　何キロあるんだこいつは──!!」

　華きや奢しやに見えるが、あの怪かい力りきを考えると筋肉量がすごいのだろう。

　あと胸。

「俺はもう少し小さくても全然許容範はん囲いだ！」

　シュウは彼女のばかでかく、ずっしりとした胸を恨うらんだ。

　全身の筋肉が悲鳴をあげる。一気に疲ひ労ろう感が襲おそってきた。

　このままではまずい。

　なんだか視界もかすんできた。先を走っているミサキの背中がゆがむ。呼吸ができない。

「ミサキ……！　て、手伝ってくれ……！」

　息も切れ切れに叫ぶが、崩落の音で聞こえないか、どんどん彼女は遠ざかっていく。

　やばい、意識が……。

　その時、ふっと身体が軽くなった。背中を誰だれかが支えている。

「お前さん、爆発の煙を吸い込んだな」

　後ろから野太い男の声がした。

「ブ、ブルーバック……」

　朦もう朧ろうとした意識の中、なんとか振ふり返る。ブルーバックはスカーフで口元を覆おおっていた。

「マスクをしなきゃ、あっという間にあの世行きだぜ」

　煙……。それで呼吸が苦しかったのか……。そういえばベルも息苦しそうだった。

　マスクは持っていない。モールに着いたときに捨ててしまっていた。

「病やまいの予防で持ってたんだがな。やってもいいが、一つ条件がある」

　ブルーバックはポケットからマスクを取り出し、シュウの前でちらつかせた。

「俺は自分の死に場所は自分で選びてぇ。俺も仲間に入れろ」

「貴様……」

　シュウはブルーバックを睨にらんだ。

　無法者はちっちっちっと舌を鳴らして指を立てた。

「これが生きる術すべってやつだ。このまま侍じ女じよと一いつ緒しよに瓦礫に埋もれて満足かぁ？」

「う……」

　腕の中でベルトリーチェが呻うめいた。白い額に脂あぶら汗あせが浮うかび、その細い眉まゆは苦しそうにゆがんでいる。彼女も煙を吸い込んでいるに違ちがいない。

「……っ！」

　シュウは頷くしかなかった。

「よし。交こう渉しよう成立だ」

　ブルーバックはマスクをシュウに渡わたした。

　シュウはマスクでベルトリーチェの口元を覆ってやる。

「お前さんの方が重じゆう症しようだと思うがな」

　ブルーバックは肩をすくめると、シュウから彼女を引き剝はがし担かつぎ上げた。

「シュウ！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　ようやく気付いたのか、ミサキが戻もどってきた。シュウに肩を貸す。見ると彼女も口元を布のようなもので覆っていた。気付いていなかったのは俺とベルだけだったのか。

　彼女は自分が使っていた布をシュウの口元にあてがうと、軽々と担ぎ上げ走り出した。

「お前、大丈夫なのか……？」

「あたしの肺活量をなめんじゃないわよ！」

　シュウは柔やわらかな腕に抱いだかれたまま、力強く言い放つ勇ましい姫ひめの顔を見あげた。

　──まったく俺は締しまらない男だ。情けない。




　シュウたちが炭鉱の外に飛び出したのと、坑道が崩落したのはほぼ同時だった。

　口元の布を外し、大きく息を吸い込む。

　湖の底から窒ちつ息そく寸前で湖面に浮き上がったような気分だ。肺に新しん鮮せんな空気がたっぷりと送り込まれ、狭せばまっていた視界が広がった。

　──助かった。

　ミサキがシュウを地面に降ろした。まだふらつくが、なんとか立ち上がれる。

　見回すと、いつの間にか陽ひの光は傾きかけていた。

　鉱山のたもとにはゲイルと、目め隠かくしを外された民衆たちが呆ぼう然ぜんと立っている。

「わ、わたしの鉱山が……！」

　ゲイルは呆然と瓦礫で塞ふさがった坑道を見つめている。肩にはキロがのっていた。

　山の頂上から煙が立ち上っている。石炭に燃え移ったのだ。しばらく消火は無理だろう。

　この炭鉱は閉山するしかない。

　ゲイルはがっくりと膝ひざをつくと、うつろな瞳ひとみでシュウたちを見回した。

「列車は……、ィエールはどうなった……」

　シュウが首を振ると、ゲイルは短く笑った。笑うしかないという感じだ。

「……やはりフロンティアは終わりか……」

　その言葉はシュウたちにも重くのしかかった。

　これから──どうする？

「この……破は廉れん恥ちものが!!」

　どうやらベルトリーチェが目覚めたらしい。

　見るとブルーバックは彼女の一いち撃げきを受け昏こん倒とうしていた。

　ベルトリーチェは胸を押さえながら、シュウの元に駆けてくる。

「シュウさま、ご無事でしたか！　聞いてください。あの無法者がわたしの胸を……」

　まったく頑がん丈じようなやつだ。意識を取り戻せばぴんぴんしている。

「お前は本当に元気な奴だな……」

「？　シュウさま、何を笑っておられるのです？」

　ベルトリーチェはきょとんとシュウを見つめた。

「笑っている？　俺がか？」

　シュウは埃ほこりまみれのざらつく頰ほおをなでた。

　彼女のいつもと変わらぬ姿に、なんだか気持ちが晴れたような気がしないでもない。

「……何はともあれ、皆みんな無事で良かった」

　そうだ。生きている限り、何度でもやり直せばいい。元より困難な道じゃないか。

　シュウは瓦礫で埋まった坑こう道どうを見つめ、しばし黙もく禱とうした。

　列車の爆ばく発はつに巻き込まれて死んだであろう、兵士達に向けて。

　ベルトリーチェも察したのか、同じように眼を閉じる。

「──背負っていくしかないのよ。戦いくさなんだから」

　ミサキの声は冷たかったが、シュウを思ってのことだというのはわかっていた。

「……ああ」

　割り切れるものではない。だからこそ、ミサキは言ったのだろう。

　答えが出るその日まで、背負っていくしかないと。

「……それでも、誰かが犠ぎ牲せいになるのは避さけたい。そう思うのは甘いのかな……」

「──いや。あんたらしくていいんじゃない」

　ミサキが肩をすくめた。

　──被ひ害がいは最小限に、犠牲は極力出さず。

　シュウが拳こぶしを握にぎりしめ、誓ちかいを新たにしていたときだった。

「──シュウさま。その力ちから一いつ杯ぱい握りしめている布はなんです？」

　ベルトリーチェが突然無表情になり、冷たい声で問うた。

「ん？　これはミサキが口にあてがってくれた……」

　そういえば、あいつはこの布をどこから……。

　試ためしに広げてみた。

「あ」

　ミサキが突然口を開けて固まった。顔が茹ゆでられたように真っ赤になる。

　シュウもその布が何かに気付き、頰が火ほ照てるのを感じた。

「こ、ここここ、これは……」

　下着だ。

「違う！　こ、これはだな！　口を覆うものがなかったから、仕方なく……!!」

　ミサキは眼を白黒させ、わたわたと手をばたつかせた。

「か、かかかか返せ──!!」

「自分の下着の匂においをシュウさまに嗅かがせるなど……」

　ベルトリーチェが拳を鳴らす。眼が完全に座っていた。

「お、おい二人とも、落ち着け。な？」

「この変態女が！」

　シュウの制止もむなしくベルトリーチェは駆かけだした。

「だから違うって！」

　そう言いながら、ミサキは疾しつ風ぷうのごとき速さで逃にげていく。

「お、おい待て！　パンツ……！　ミサキ、カムバーック!!」

　シュウも下着を握りしめたまま、二人を追いかけた。




　　　　４




　二人を追って街の中心部までやってきたとき、シュウは異変を感じた。

　家々の屋根にたくさんの人々が登っている。駅の物見台にも群がっていた。皆みな、指をさしてざわついている。

「……なんだ？」

「シュウさま！　大変です！」

　ミサキを羽は交がい締じめにしたベルトリーチェが駆け寄ってきた。

「離はなせ……！　あんたもパンツ返してよ！」

　ミサキは抵てい抗こうしながらも、じとりとシュウを睨む。

　手足をばたつかせる度たびに、短いスカートの中が見えそうになる。

「そんなことより一体何が起こっている？」

　シュウはミサキの太ももから眼めをそらして尋たずねた。

「いやそんなことって」

「ムウさまが……。ムウさまが長グレート城ウオールの正門にお姿を現したそうです！」

　ベルトリーチェは噴ふき出している汗あせを拭ふきもせず、叫さけんだ。

「──なんだと！！？？」




　三人は近くの宿に入ると、屋根へと駆け上がった。

　眼をすぼめて壁の正門あたりを凝ぎよう視しする。

　ィエールの軍隊が見えた。

　ドレッドタウンは長城……壁かべの正門から一番近い街である。

　門からは線路が一直線に伸のび、街に繫つながっていた。

　そのちょうど中間ほどの距きよ離りに、線路をまたぐように軍隊は陣じん取どっている。

　かなりの大軍だ。二万はいる。先頭に誰だれかがいるのがかろうじてわかった。

「あれが兄上か？」

　ここからではよくわからない。

「シュウさま」

　ベルトリーチェがなにかを差し出した。

　ふたつの筒つつ状じようのものが連なっている。双そう眼がん式の遠眼鏡だ。

「こんなもの、どこで？」

「街なかで所有者から徴ちよう収しゆうしました」

「いやそれ窃せつ盗とうだろ」

　すまん。通りすがりの人。

　心の中で謝罪してシュウは双眼鏡を覗のぞいた。

　なかなかの倍率だ。兵士の表情までよく見えた。拡大された視界だと今どこを見ているのかわからなくなる。

　ふと、異い形ぎようなものが眼にとまった。

「なんだ、あれは？」

　それは銀色の巨きよ大だいな甲かつ冑ちゆうだった。二十体ほどいる。高さは二メートル半はあろうか。全身が鉄でできた装そう甲こうで覆おおわれている。鎧よろいの各部位にチューブらしき管が見えた。それが背中にあるバックパックのようなものに繫がっている。

「人が着込んでいるのか……？」

　もしそうだとしたら、重量でまともに動けないはずだが……。

　その鎧兵達に守られるように、一人の男が立っている。

　きりりとした太い眉まゆ。意思の強そうな一文字に引き結ばれた口元。がっしりとした体たい軀く。

「兄上……！」

　生きていたか。

　眼が潤うるんだ。懐なつかしさがこみあげる。

　変わらぬ壮そう健けんな姿にシュウは思わず笑えみがこぼれた。

　だが、すぐに疑問が持ち上がる。

「なぜ軍隊など引き連れているんだ……？」

　兄のとなりに二人の男が付き従っているのが見えた。

　見覚えがある。小太りで禿とく頭とうの中年男。

　あれは国王相談役のナイルだ。

　長年ヨヒの左ひだり腕うでとして活かつ躍やくした人物である。気が優やさしく面めん倒どう見みのいい男と記き憶おくしている。

　そしてもう一人の男に眼を移してシュウは驚おどろいた。

　皺しわのきざまれた面おも長ながの顔に、鷹たかを思わせる鋭するどい眼。瘦せぎすで長身な体軀。

「ユバ……!?　何故なぜ、奴やつが兄上と一いつ緒しよにいる!?」

　ユバはィエールの三つに分かれた領土のうち、一つを治める領主である。

　壁神聖派の代表として聞こえる彼は、野心も強く、よく父のやり方に反発していた。

　ィエール王家にとって厄やつ介かいな存在であった男が、なぜ兄の隣となりにいるのだ？

「まさか、奴がクーデターの首しゆ謀ぼう者なのか？」

　兵たちが金属製のトランペットに似た、長い筒つつを運んできてムウの前に置いた。

　拡声器である。長さが成人男性の両りよう腕うでを広げたくらいあった。

　あの長さなら、ちょうどこのあたりまで声は届くはずだ。

　ムウは拡声器に近づき、話し始めた。

「聞け！　フロンティアの民たみよ！　今までお前たちを野放しにしていたのは旧王政府の責任である！　亡なき父が残した負の遺産を今こそ捨てるべきだとわたしは考えた！」

　……なんだって？

「父が……死んだ……？」

「ヨヒさま……！」

　ベルトリーチェが口元を押さえ、へたりと崩くずれ落ちる。

　──追い出した父が憎にくかった。

　かつては復ふく讐しゆうしてやろうとすら思っていた。

　優しくて少し優ゆう柔じゆう不ふ断だんで。あごひげを撫なでながら遠くを見つめていた、あの……。

　──父が死んだ。

　頭を鈍どん器きで殴なぐられたようだ。

　兄は父の死を言葉にしながらも、敢かん然ぜんとしている。

　なぜ──。なぜ、そんな平然としていられるんだ？

　ムウは一呼吸おき、再び喋しやべり始めた。

「病の種は根絶しなければならない！　新国王、ムウ・ィエールの名において、フロンティア殲せん滅めつ作戦を今ここに宣言する！」

「な──!?」

「ムウさまが新国王……？」

　二人は呆ぼう然ぜんと立ちすくんだ。

「ィエール軍は全勢力をあげてフロンティアと戦う！　これは聖戦である！」

　地じ響ひびきのような雄お叫たけびが聞こえ、軍勢は一気に進み始めた。

　馬での進軍である。あと数分もすればドレッドタウンに攻せめ込んでくるだろう。

「バカな！　病に冒おかされた罪のないものも皆みな殺ごろしか……!?」

　きしむ音を立てて壁の正門が開き、軍用の列車が出てきた。

　双眼鏡で見ると、大きな砲ほう台だいがいくつも積まれてある。

　列車砲だ。

「まずいぞ、あれで攻こう撃げきされたら……！」

　三人が急いで屋根から降り、宿を出た時だった。

　低い砲撃音が鳴り響ひびき、こだました。

「くるぞ！　みんな隠かくれろ！」

　シュウは周りの人々に叫んだ。

　だが、急な事態に戸と惑まどっているのか、皆呆然と固まっている。

　砲ほう弾だんが街に降り注いだ。

　家々が粉々に砕くだけ散り、爆ばく風ふうで人々が吹ふき飛ぶ。

「なんてことを…!!」

　次々と降り注ぐ砲弾をシュウはなすすべもなく見つめた。

「シュウさま、ここはガンビーまで退たい避ひしましょう！　いずれ攻め込んできます！」

「だが、皆が……！」

　ベルトリーチェの言葉にシュウは迷った。

　砲弾の雨がやめば、次はドレッドタウンに侵しん入にゆうしてきた兵たちの銃じゆう弾だんの嵐あらしだ。

　きっとあの鎧兵もいるだろう。そうなれば、タウンの人々は皆殺しだ。

　どうすれば──。

　考えながら一歩足を踏ふみ出した時だった。

　どん、と衝しよう撃げきを受け、視界がぐるりと回転する。

　ふわりと内臓が浮うき上がるような感覚が一いつ瞬しゆんあった後、背中を強打した。

　視界いっぱいに地面が見えている。

　息が出来ない。

　どうやら近くで砲弾が炸さく裂れつして吹き飛ばされたようだった。

　ミサキとベルトリーチェが駆け寄ってきて叫んでいるが、耳鳴りがして聞こえない。

　眼の前にちぎれた腕うでが飛んできて転がった。

　頭がうまく回らない。

　いつの間にか手に何かを握にぎりしめていた。

　ミサキの下着だ。無意識にお守り代わりと思っていたのかもしれない。

　砲弾の炸裂で穴が空き、ボロ雑ぞう巾きんのようになったそれをミサキに差し出す。

　死ぬ前に返さないと、と思った。

　ミサキは受け取り、困ったような顔を浮かべる。

「そんなのいいから。深呼吸して」

　柔やわらかい声にはっとした。

　音が戻もどってきて──いや、まだくぐもっている。ミサキの声だけがはっきりと届く。そういえば彼女の能力は声を操作できることだったか──。

「あんたが今出来ることを考えればいいのよ」

　子をあやす母のような微笑ほほえみ。絡からまった糸を優しくほどくような声が、身体に染しみ渡わたった。穏おだやかな海に揺ゆられているようだ。

　同時に周囲の音が戻ってきた。

「大だい丈じよう夫ぶです！　お怪け我がはありません！」

　ベルトリーチェの大声がいきなり耳元で聞こえた。

　ミサキがそっとシュウの背中を押して起こしてくれた。

「もう大丈夫だ。ありがとう、ミサキ」

　俺が出来ること……。

「……やっぱり、俺たちだけ退がるわけにはいかない……」

「ですが、我々だけでは多勢に無勢です！」

「まず、人々を安全なところまで退避させるんだ」

　彼らは列車砲を中心に戦線を展開している。つまり、線路に沿って進軍している。

　ということは、駅が最初の前線となるはずだ。

　そして駅は街の中心部にある。

　背後が塞ふさがれていて、高台で攻めにくく、安全なところといえば……。

「……鉱山だ！　あそこまで人々を避ひ難なんさせることができれば……！」

　街の外れにあるドレッド炭鉱の背後は山々や谷が連なっている。

「正気ですか!?　囲まれては袋ふくろのネズミですよ!?」

　ベルトリーチェが眼を瞠みはり叫さけんだ。確かに普ふ通つうに考えれば愚ぐ策さくである。

　散開してフロンティアラインから下がるか、次の駅まで退避させた方がよいのだが。

「ここを放ほう棄きすれば前線が下がる。次の駅も占せん領りようされてしまうぞ！　なんとかここで耐たえきるしかないんだ」

　彼らの目的はフロンティアの殲滅だ。

　少しでも生き残りがいれば留とどまり、抹まつ殺さつしようとするはずだ。

　駅には既すでに兵を乗せた列車が到とう着ちやくしようとしていた。騎き兵へいより先に到着したようだ。

「ミサキ、ガンビー達は呼べるか」

「無理ね。うるさすぎてさすがに声が届かないわ。近くまで呼びに行くしかないわね」

　ミサキは首を振ふった。

　──砲撃がやんだ。

「はじまるぞ」

　シュウは槍やりを構えた。ここからは白兵戦になる。

「ベル、街の人々を鉱山まで避難させるんだ。ミサキはガンビー達を呼んできてくれ！」

「シュウさまお一人残しては……！」

「ひとりじゃない」

「え？」

　銀羽根の一味。

　鉱山に人々が避難すれば、敵はそこを攻めるだろう。ミサキ達が街の入り口から突つっ込こんできてくれれば、敵の背後を突く形になる。

「きっと間に合うはずだ！」

　ベルトリーチェはまだ逡しゆん巡じゆんしているようだったが、思いを振り切るように駆かけ出した。

「ご無事を祈いのっております！」

「お前もな！　……ミサキも行ってくれ！」

　ミサキは心配そうにシュウを見つめていたが、

「……死なないでよ！」

　そう言うと走り出した。

　雷らい気きをできるだけ貯ためる。しばらく放てなくなるだろうが最初が肝かん心じんだ。

　ここでかましておけば、相手はおいそれと前に出れなくなる。

　次々と列車から兵がおりて来た。銃を逃にげ惑まどう人々に向ける。

「は！」

　駅周辺に雷気を放つ。地面が爆ばく発はつし、兵たちが吹き飛んだ。

　この際、少々の怪我は勘かん弁べんしてほしい。

「鉱山に避難するんだ！」

　近くにいる人々に声をかけて回る。

　兵たちはざわついていた。

　それはそうだろう。彼らにとっては未知の何かで攻撃されたのだから。

「ドレッドタウンは陥おとさせない！」

　シュウはあらん限りの声で叫んだ。敵意を自分に集中させるためである。

　案の定、銃弾の嵐がシュウに降り注いだ。

　身体からだの周囲に雷気を纏まとう。微び量りようだが、弾たまをはじくには充じゆう分ぶんだ。

「これなら銃だって怖こわくないぞ！」

　そのかわり、槍には雷を纏わせることはできない。

　シュウは、取り囲むように群がる兵達の一角に飛び込んだ。穂ほ先さきで銃を跳はね上げ、その勢いを使って槍を持ち替かえる。柄えでみぞおちを突き、身体をくの字に曲げた兵士の顎あごを蹴けり上げた。そばにいた数人の兵士達の足を槍の柄で払はらい、バランスを崩したところを切っ先でふくらはぎを横払いに斬きる。

「ぐわ！」

　兵士達は足を押さえ、たまらず倒たおれた。突っ込んできた兵士の胴どうに槍を横に向け当てると、ぐんと持ち上げ跳ね飛ばす。兵士は自分の勢いでそのまま空中を一回転し、地面に落ちた。兵士に手を当て雷気を流し込み気絶させる。

　ばらばらと銃弾がシュウに当たるが、雷気ではじかれ跳ちよう弾だんとなって兵士達に降り注ぐ。

　シュウは次々と兵たちに近づき、戦せん闘とう能力を奪うばっていった。

　殺さず、戦闘が出来ない程度に傷を負わせる。

「なんだこいつは！　銃がきかんぞ！」

「面めん妖ような技わざを使う！」

　兵士達はシュウを警けい戒かいして、進軍することを躊躇ためらっているようだった。

　──いいぞ。少しでも遅おくらせることができれば。

　その時だった。タウンの入り口の方から、大きな声とともに馬群の足音が聞こえた。

　騎兵たちだ。

「回り込んでいたのか！」

　線路から迂う回かいし、駅に到着した兵達と包囲する作戦だったのか。

「何を一人に手間取っておる！　人と思うな！　蹂じゆう躙りんせよ！」

　馬群の先頭をかける騎士団長らしき男が、剣けんを引き抜ぬき怒ど声せいをあげる。

　その声に兵士達は士気を取り戻したようだった。シュウを恐おそれず襲おそいかかってくる。

　こうなってくると勝ち目はない。

　周囲を見み渡わたすと、もう逃げ遅れた人々はいないようだった。

　ベルトリーチェがうまく誘ゆう導どうしてくれたのだろう。

　戦いながらじりじりと鉱山を背に下がる。

「まだか……、まだかミサキ！」

　シュウは焦あせった。

　どおん、と音がして、駅に停車している列車の砲ほう台だいが火を噴ふいた。

　はっと振り返る。

　砲弾は次々とシュウの背後に降り注ぎ、爆ばく煙えんをあげた。

　その照準は段々と鉱山に向かっている。鉱山が最後の砦とりでだと気付いたのだ。

　一発の砲弾が向かった先を見て悲鳴をあげた。

　あのあたりには……。

　フランの家がある。

「やめろ！　そっちは……!!」

　シュウの叫びも虚むなしく、着弾の煙けむりと共に、爆発の轟ごう音おんが響ひびいた。

　家屋の破は片へんが飛び散るのが遠目にも見える。

　視界がぐにゃりとゆがんだ。

　シュウはがっくりと膝ひざをついた。

　耳鳴りがする。周囲の物音がかき消えた。

　フランの幼い笑みが脳のう裏りに浮かぶ。

「なんで……なんでこんなこと……」

　お前たちになんの権利があって彼らを……。

　どす黒いものがシュウの中に浮うき上がる。

　今までにない感情だった。

　ふつふつと煮にえたぎる何かに心が支配されていく。

　背後で重い足音が響いた。

　シュウはゆらりと立ち上がると、振り向いた。

　双そう眼がん鏡きようで見た、あの巨きよ大だいな鎧よろい。人の倍近くもある大剣を構え、こちらに向かってくる。

　歩く度たびに重みでずしん、と音がした。

「そんな巨体で俺を倒せると思っているのか！」

　シュウは怒いかりにまかせ、鎧に向かっていった。

　鎧の関節部に槍を突き込もうとした瞬しゆん間かんである。

　それよりも速く、鎧の腕うでが動いた。

「な!?　は、はええ！」

　大剣がシュウの顔に迫せまる。

　シュウは反射的に槍を前に出した。雷のガードを解き、雷気を槍に纏わせる。

　接せつ触しよくした瞬間、剣を伝い、青白い光の筋が鎧に流れた。

　──だが。

「……鉄か！」

　雷は鉄に対して伝導しやすく、その表面を流れるだけである。中までは届かない。

　シュウはたまらず吹ふき飛び、地面を滑すべった。

「ぐは！」

　なんというパワー。いや、それよりもあのスピード。なぜあんな巨体が素す早ばやく動ける？

　鎧が走り出した。同時に各部位から煙のようなものが噴き出す。

「蒸気……。蒸気機関で動く鎧か……！」

　蒸気の圧力を利用しているとすれば、あの巨体を軽々と扱あつかうこともできるだろう。

　いつの間にこんなものを開発していたんだ。

　機関をあんな小さなバックパックに圧縮する技術をシュウは知らなかった。

　鎧はシュウに迫ると大剣を振りかぶった。

「く！」

　まだ先ほどのダメージが回復していない。

　動きが遅れた。

　意識が引き延ばされ、鎧の動きがゆっくりに見えた。

　眼の前に迫ってくる大剣を凝ぎよう視しする。

　──死ぬ。

　その瞬間、シュウの影かげから二振ふりの刀剣が顔を出した。

　キッカはシュウの前に躍おどり出ると、刀剣から衝しよう撃げき波はを繰くり出す。鎧もさすがに耐たえきれなかったのか、地面に倒れた。

「不思議。斬れない」

　キッカが無表情のまま首をかしげる。彼女の能力を以もつてしても鎧の装そう甲こうは分厚かった。鉄の表面が少し削けずれたくらいだ。

「助かった。キッカ。つか、今までどこにいたんだ？」

「お前の影の中」

「なら、もうちょっとはやく助けろよ！」

「すまない。寝ねてた」

「おいィ！」

　シュウは大きく息を吐はき、死の恐きよう怖ふで硬こう直ちよくした身体をほぐす。

　まだ手が震ふるえている。

　鎧がその体たい軀くからは想像もつかない素早さで起き上がる。

　──だが、何故か鎧は一歩下がった。

「？」

　鎧は何かに視線を奪われているようだった。

　シュウはその視線を追う。

　おお、という咆ほう哮こうが聞こえた。

　はるか先、ドレッドタウンの入り口あたりで、巨大な体軀をもった獣けものが暴れている。

　ガンビーだ。

　彼が周辺にいた馬群を蹴け散ちらすと、兵士たちが宙を舞まった。

　そのガンビーの足元から、疾しつ風ぷうのごとき速さで戦場を駆け抜けてくる馬群が見える。

　異い形ぎようの馬。

　異形の兵たち。

　トマに乗った銀羽根の一味。

　エルカ、ボルド、蜘蛛くも男のモック、ツキネ。アラミ、キッカもいる。

　彼らは戦場にいるのが噓うそのように、襲いくる兵をまさに一いつ騎き当とう千せんになぎ倒しながら、一直線にシュウに向かってくる。

　そして当然のように先せん陣じんを切っているのは。

「ミサキ!!」

　シュウは震える声で異形の姫ひめの名を呼んだ。

　目め頭がしらが熱くなる。

　なんと軽かろやかに戦場を駆かけ抜けるのだ、あの姫は。

　戦せん況きようは一変した。

　ィエール軍は完全にパニックに陥おちいっている。

　なにせ突とつ然ぜん、モールの一軍が現れたのだ。

　彼らは初めて見る異形の集団に恐れおののいた。

「ば、ばけもの……!!」

「モ、モールがなぜ……！」

　ミサキ達は士気の崩くずれた兵たちを威い嚇かくの声をあげながら追い詰つめていく。

「ひ、退ひけ！ 退くんだ!!」

　騎士団長の声に、兵たちが一いつ斉せいに退たい却きやくを始める。

「列車を退かせるな！　破は壊かいしろ！」

　ミサキの号令に、エルカ達がトマの速度を速めた。

　動き出した列車の窓へ、導火線に火がついたボールのようなものを次々に放ほうり込んだ。

　車内から爆音が響き、窓ガラスが飛び散る。

「手て投なげ弾だん……！」

　シュウたちが乗っていた列車を襲うときに使ったのもこれか。

　それにしても威い力りよくがすさまじい。

　ボルドが手投げ弾をレールに投げ込んだ。

　爆発し、車輪がレールから浮き上がる。列車は脱だつ線せんし、横転しながら地面を滑った。

　横転した列車から、兵士達がよろよろと出てくる。

「今だ！」

　エルカやモックが出てきた兵士達を次々と無力化していく。どうやらミサキのおかげか、殺してはいないようだ。ボルド達が砲台に手投げ弾を放り込み、破壊する。

　シュウは戦場にいることすら忘れ、その戦いぶりに見み惚とれてしまった。

　敵のまっただ中を突つっ切きってくる武力も見事だが、なによりその統とう率そつ力。

　鮮あざやかというほかない。

　おそらくィエール軍は壁かべ際ぎわまで一いつ旦たん撤てつ退たいするはずだ。

　鎧も退いたようだった。周囲に敵の姿は見当たらない。

　シュウはほっと息をつく。膝が震え、思わず腰こしを地面に落とした。

　なにせこんな大きな戦いくさは初めてである。よく生きていたものだ。

　ミサキがトマに乗ってやってきた。

　さっと飛び降りると、シュウに手を差し出す。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「助かった。皆みんなが無事か気になる。鉱山へ急ごう！」
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　鉱山のふもとにはタウンの住人達が寄り添そうように集まっていた。

「これだけか……？」

　シュウはその少なさに驚おどろいた。二百人もいないのではないか。

「ゲイルに聞いたところ、大体これで全員だそうです。他は……」

　ベルトリーチェが首を振ふった。

　病で亡くなったか、ィエール軍に殺されたか。

　シュウはフランの家のあたりを見下ろした。

　──恐おそらく助かってはいないだろう。

「……ベル、よくやった」

　再び黒い感情が渦うず巻まくのをぐっと堪こらえる。今はこの住人達を守らなくてはならない。

「これからどうすんだぁ？　元王子さまよ」

　ブルーバックが帽ぼう子しの埃ほこりを息で払はらいながら言った。

　こっちが聞きたい。

　ィエールはすぐさま態勢を整えて攻せめ込んでくるだろう。ムウはこの戦いを『聖戦』と呼んでいた。それはどんなことがあろうと、目的を達成しようとする強い意志の表れだ。兵士達がモールを恐れていたとしても、圧あつ倒とう的権力から『戦え』と言われれば従うしかない。強い言葉は洗脳のように兵士達から恐怖心を消し去る。いくら一騎当千のモール族といえど、数で押されれば勝ち目はない。

　どうすればこの状じよう況きようを覆くつがえすことが出来るのか。

「ひいいい!!」

　ミサキの元に集まった銀羽根の一味の姿に、住人達が悲鳴を上げた。

「も、モール族だ……！」「なんだあのでかいのは……！」「ィエール軍にモール族……！　もう終わりだ！」「みんな死ぬんだ……！」

　場は騒そう然ぜんとして収拾がつかない。ゲイルすらおろおろと岩に隠かくれる始末である。

　シュウは頭を抱かかえた。

「おにいちゃん……」

　か細い声にはっとした。慌あわてて周囲を見回す。

　鉱山への上り坂を、弱々しい足取りで登ってくる少女の姿が見えた。

「フラン!!」

　今にも倒たおれそうだ。シュウは駆けだした。ぐらりと傾かたむいたその小さな体軀を抱だきとめる。

　ひどい傷だ。至る所に火傷やけどを負っている。可愛かわいらしい顔にも裂れつ傷しようが走っていた。声を聞きつけて、ここまで必死に歩いてきたのだろう。意識を失っている。呼吸が弱々しい。

「……ちくしょう！　死ぬな！」

　シュウは必死に呼びかけた。何事かとミサキが駆け寄ってくる。

「一体何があったの!?」

「砲ほう弾だんの爆発に巻き込まれたんだ！　このままじゃやばい！」

「アラミ！」

「はいだわ！」

　アラミが大きなトランクを抱えてフランのそばにしゃがみ込んだ。触しよく診しんして顔をしかめる。フランの衣服をめくり、その腹に両手をめりこませた。

「骨折が何カ所か……！　骨片が肺を傷つけてるだわ……！」

　彼女の腕うでがせわしなく動いた。一旦手を引き抜ぬくと、何かを捨てる。折れた骨の破片だ。

　トランクの中から針と糸を取りだした。さっと火をつけ、針を炙あぶる。

　再び腹の中に両手を入れると、彼女の腕がせわしなく動いた。

「体内で縫ほう合ごうしているのか……！」

「身体からだを開くより早いし、安全だわさ！」

　かなり集中力を要するのだろう、彼女の額には汗あせが浮うかんでいた。

「よし、終わっただわ！」

　驚きよう嘆たんすべき早はや業わざだ。どよめきが起こった。

　振り返るといつの間にか住人達が集まってきている。

　ざわついている中、アラミはてきぱきと処置し、折れた箇か所しよを添え木で固定した。傷口に薬を塗ぬっていく。シュウの傷にも使用された薬だ。

「大丈夫。すぐに元通りのかわいい顔に戻もどるだわさ」

　アラミが微笑ほほえんでフランの頭をなでた。

「助かるのか……？」

「後はこの子の体力次し第だいだわ」

「頑がん張ばれ……！　フラン！」

　ミサキが泣きそうな顔で呼びかける。

　住人達は固かた唾ずを吞のんでその様子を眺ながめていた。アラミの能力にも驚いているのだろうが、それよりも彼らを困こん惑わくさせたのは、ミサキ達が人間を助けたことだろう。

　モール族は人間を滅めつ亡ぼうの危機まで追い詰めた──そう聞かされてきたのだから。

「ん……」

　フランが意識を取り戻した。ミサキが勢い込んで顔をのぞき込む。

「フラン！　気がついたか！　あたしがわかる!?」

「おねぇちゃん……？　その耳……」

　フランは眼めを見開いた。ミサキがはっと頭に手を当てる。

　そういえばフードをかぶっていない。

「……ごめん、おねえちゃんね、モール族だったの……」

　ミサキが眉まゆを曇くもらせた。

「やっぱり……」

「え？」

「こんな綺き麗れいな人、人間にいるわけないって思ってたんだ……」

　フランはにっこりと笑う。

　ミサキの眼が潤うるむのがわかった。

「……ねぇ、髪かみ触さわっていい？」

「え……？　いいけど、なんで？」

「とっても綺麗だから」

　ミサキが頷うなずくと、フランは羽根へと変化している髪をそっと触る。

「すごい、さらさらー。柔やわらかい……」

　その羽根がするりと抜け、地面に落ちた。

　フランは羽根を拾い、大事そうに手のひらに包み込んだ。

「これ貰もらっていい……？」

「いいよ。でも、そんな落ちたやつじゃなくても……」

「これがいいの。お守りにする。ありがとう。おねぇちゃん……」

　ミサキは手で目頭を押さえた。

「あー、おねぇちゃん泣いてるぅ。なんでー？」

「泣いてない！」

　シュウは笑い合っている二人をまぶしそうに見つめた。

　彼女たちは落ちゆく陽ひの光を浴びて逆光となっている。

　輪りん郭かくは光を反射し、きらきらと金色に輝かがやいて神秘的だ。

　──俺たちは今、奇き跡せきを見ている。

　ここにいる全員がそう思っていてほしい。

　──なにせ、人とモールが笑い合っているのだから。




　完全に陽が落ちると、シュウたちは火を起こした。

　タウンの住人達もそれぞれ小さな集団に分かれて暖をとっている。

　フランはミサキのそばで眠ねむっていた。ちゃんと栄養をつけて、休めば回復するだろう。

　ミサキがフランの頰ほおを撫なでている。

　シュウは枯かれ枝えだを火に放ほうり込みながらその様子を眺めていた。

「──シュウ。……壁は壊すことができるよ。きっと」

　ミサキがフランを見つめ、照れくさそうに鼻をこすった。
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「そうだな……」

　シュウは微笑んだ。

　だが、これからの事を考えると背中にずしりと重いものがのしかかる。

　ィエールの人々の心にある壁も崩くずせるのだろうか……。

　はっとした。

　壁を、壊す──？

「……そうか！」

　思わず立ち上がった。ミサキとベルトリーチェがびくっとシュウを見る。

「おっきな声出さないでよ！　フランが起きちゃうでしょ！」

「ありがとうミサキ！　お前のおかげで希望が見えた！　ちくしょう！　なんでこんな事に気付かなかったんだ！」

　シュウはミサキの肩かたをつかみ揺ゆすった。

「は？」

　ミサキはぐらんぐらんと揺れながら眼を丸くしている。

「この戦いくさに勝つ、ただひとつの方法だよ！」

「何か策を思いついたのですか？」

「そいつは教えてもらいてぇな」

　声のした方を見ると、ブルーバックが暗くら闇やみから姿を現した。

「聞きてぇのはこいつらも一いつ緒しよだと思うぜ」

　タバコの紫し煙えんを吐はきながら後ろを指す。

　ついで、ぞろぞろと住人達がシュウたちの前に出てきた。

「俺たちは助かるのか……！」

「ィエール軍をなんとかする方法はあるのか……！」

「頼たのむ！　俺たちに出来ることがあれば協力する……！」

　住人達は一いつ斉せいに頭を下げた。

「病やまいとモールの関係については話した。ここにいる皆みなはほぼ全員、罹り患かんしているからな」

　ゲイルが前に進み出てくる。

「フロンティアの住人は何かしらィエールで罪を犯おかして追放されたものたちだ。だが、元王子は知らないだろう、真実を」

「真実？」

　ゲイルは頷き、ブルーバックを睨にらんだ。

「もちろん、本当に罪を犯してここに来たものもいるが……、大半は人を殺したこともない、真面目まじめに仕事をして家族がいた連中がほとんどだ」

「な……!?」

「酒場で王政府に対して愚ぐ痴ちを言ったもの、違ちがう神を崇あがめたもの……。様々だが、異い端たんだというだけで追放された。増えすぎた人類を間引くという理由もあるだろうが」

「そんな理由で……」

「壁に囲まれた狭せまい世界ではほんの少しの不ふ穏おん分ぶん子しでも均きん衡こうを乱す危険があるからな」

　シュウは眼を伏ふせた。どんな顔をして彼らを見ればいいのかわからない。

　知らなかった自分が恥はずかしい。父は知っていたのか。

　それともモールの暗部のようなものが、ィエールにも存在していたのだろうか。

「やつらは勝手な解かい釈しやくでわたしたちを人間ではないと決めつけた。この荒こう野やで人はまともに生きてはいけない。だからわたしは必死に石炭を掘ほり当て、悔くやしさを堪こらえてィエールと手を結んだというのに……！」

　ゲイルの握にぎりこんだ拳こぶしが震ふるえた。

「今度は理り不ふ尽じんに殺されようとしている……！」

　悔しさがシュウたちにも伝わってくる。

「フロンティアを救う方法があるっていうのなら、教えてくれ……！」

　ミサキがシュウの背中をそっと押した。

　顔を上げると、皆がシュウを見ている。

　──そうだ。ムウが言ったように、父が残した負の遺産があるとしたら清算しなければいけない。

　俺なりのやり方で。

　シュウは高く巨きよ大だいな壁を見つめ、口を開いた。




「──あの壁をぶっ壊すのさ」




「壁を壊す……だと……？」

　ゲイルが啞あ然ぜんと口を開けた。

「そうだ。奴やつらの信じているものを根底から崩してやればいいんだ」

　ベルトリーチェが、あ、と声をあげた。

「確かに……！　あの場にいたユバ様は壁神聖派の代表です。おそらくムウ様はフロンティアの事を知り、ヨヒ様が許せずユバ一派と手を組み、玉座を奪うばったのでしょう」

「壁を少しでも崩せれば、彼らの士気は下がる。撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされるはずだ」

　シュウが言葉を継ついだ。

「あの壁を壊すなんて……！」

「少しだけでいい。俺はモールとの共存を探さぐるために戻ってきた。そうしなければ病で人類は滅亡してしまう。だが、あの壁を取り払はらわなければ無理だ」

　そうすることで初めてイーブンにすることができる。

　彼らを交こう渉しようのテーブルに座らせることが出来るのだ。

「だが……どうやって壊す！　それに、あんな大軍をかいくぐって……！」

「それな」

　シュウはぱちんと指を鳴らした。

「さっぱりわからん」

「考えてなかったんかいー」

　ミサキが脱だつ力りよくして突つっ込こんだ。

　全員が落らく胆たんのため息を吐いた。

「期待して損した、口だけ野や郎ろうか」

「何が壊すだ、お前が壊れてんじゃないのか」

　悪かったな。

「俺はそれを今から皆で探ろうとだな……！」

「あなたの魔ま法ほうでなんとかならないのですか？」

　ベルトリーチェが建設的な意見を出した。いいぞ。

「言ったでしょ。ここは竜りゆう炉ろが少ない。それに、あんなでかい壁は吹ふき飛ばせないわ」

「ガンビーに突っ込ませるとか」

　エルカが手を挙げた。

「無理だ」

「うわしゃべった」

　ゲイルがびくっとガンビーを見てのけぞる。

「構造上、門のあたりは弱そうだがな」

「門なんて一番警けい戒かいされるところだぞ」

　ボルドの意見をシュウは却きやつ下かした。

「どこか……亀き裂れつのようなものがあればいいんですが。長い年月、ほぼ整備なしなのですから、経年劣れつ化かで入っていてもおかしくないと思うのですが」

　ベルトリーチェの発言に頷く。

「……確かに。そうすれば手て投なげ弾だんを使うなり、ミサキの魔法なりでなんとかなる」

「そんな都合良くヒビなんて……。あ────!!」

　ゲイルが突とつ然ぜん大声をあげた。

「なんだ？」

　ゲイルはごくりと唾つばを飲み込み、シュウを見た。

「──ある。壊せそうなところが。ほんの小さな亀裂だが……」

「そ、それはどこだ!?」

　ゲイルはすっと指を差した。

「西門と正門のちょうど中間あたりですね」

　ベルトリーチェが片眼をつぶり指で距きよ離りを測る。

「もう補修されているかもしれんが……。なにせずいぶん昔のことだからな」

「なんで知っていたんだ？」

　シュウの疑問にゲイルはにやりと笑った。

「わたしが石炭を掘り当てたとき、ィエールと交渉するために使ったからだ」
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　夜の闇やみの中をシュウはトマを駆かり疾しつ走そうしていた。

　ガンビーが収容してくれていたのだ。

「もう少しだ。頑がん張ばってくれよ」

　トマの毛並みをなでる。亀裂があるはずの場所まであと三十分ほどといったところか。

「あの……わたしはシュウさまの後ろが良かったのですが……」

「重くて速度が出なかったところよ。突き落としていい？」

「我が慢まんしろ。俺と乗るより速度が出るんだ」

　シュウは振ふり向いた。後ろにはトマに乗ったミサキと、相乗りしているベルトリーチェが見える。ベルトリーチェは馬を使いたがったのだが、ミサキの言うとおり、二人乗せていてもトマの方が速い。

　三人はゲイルから亀裂の詳くわしい場所を聞き出し、出発した。辿たどり着く前に気付かれたらおしまいである。ボルド達は付いてきたがったが、説得して少人数で動くことにした。

「おそらくィエール軍は正門付近で野営しているはずだ。ボルド達は奇き襲しゆうを仕し掛かけて俺たちから眼めをそらしてくれ」

　いわゆるゲリラ戦術である。

　エルカがにやりと笑い、くるくると包丁を回した。

「そういうのは得意だぜ痛い！」

　指を切りやがった。

「……攪かく乱らんするだけでいい。まともに戦ったら勝ち目はないからな。鎧よろいに気をつけろ。キッカ、お前もボルド達と一いつ緒しよに戦ってくれ」

「わかった……」

　キッカはにゅるりとシュウの影かげから眼だけを出して返事した。

「キロを偵てい察さつに行かせてるわ。奴らの動向がわかる」

「助かる」

　さっきから姿が見えないと思ったらそういう理由だったのか。

「あいつは足も速い。そろそろ戻もどってくる頃ころだわ」

「小さいって便利ですね」

　ベルトリーチェがうんうんと頷うなずいた。

「ガンビー、アラミ、ツキネたちはここに残ってくれ。すまないがお前達が最後の砦とりでだ。もしィエール軍が抜ぬけてきたら、皆みんなを守って次のタウンまで撤退してくれ」

「ま……しょうがないだわね」

　アラミが頭をかく。

「俺は奇襲の方に参戦するぜ」

　ブルーバックが銃じゆうを手入れしながら紫し煙えんを吐はいた。

「……殺すなとか言うなよ。こいつぁ戦いくさだからな」

　じろりと濁にごった眼をシュウに向ける。

「……確かに、血が流れることもあるかもしれない。だが……」

　シュウはツキネを呼んだ。

「俺の槍ほ先を丸めてくれ」

「いいのか？」

　ツキネが眼を丸くした。シュウは頷いてブルーバックを見つめる。

「俺は殺さない。これはその覚かく悟ごだ。犠ぎ牲せいは最小限に抑おさえたい。いたずらに血を流すことがあれば約束は反ほ故ごにする」

　二人はしばらくの間、睨にらみ合った。

「……ちっ。とんだ頑がん固こ元王子だぜ」

　ブルーバックはタバコをぴん、と指ではじくと、

「ま、病やまいで死にたかねぇからな」

　そう言うとシュウに背中を向ける。

　シュウは住人たちを振り返った。

「皆、生き残ってくれ」

　シュウたちがトマに足をかけたときだ。

「──すまなかった」

　ゲイルだった。

「お前達を手配した件だがな……。ィエールからの指示だった」

　そう言うと頭を下げた。

「フロンティアを、頼たのむ」

「……」

　ベルトリーチェがちらりとこちらを見る。

「──もういいさ。おかげで俺はモールに行くことが出来たんだからな」

　シュウは笑って手を挙げると、トマを走らせた。

　しばらくして振り返ると、ゲイルと住人達が手を振っている。

「……！」

　彼らはシュウたちの姿が暗くら闇やみにとけていくまで、ずっと手を振り続けていた。

「絶対に成功させるわよ」

　ミサキの言葉にシュウは頷いた。




「シュウさま……！」

　ベルトリーチェの声にシュウは現実に引き戻された。はっとして彼女の指さす方を見る。

　正門の近くに多数のかがり火が見えた。

「やはり読み通りだったな」

　ィエール軍だ。

　亀裂の場所は正門からさほど離はなれてはいない。空が白み始めたらシュウたちの行動は筒つつ抜ぬけになる。夜明けまであと二時間ほどだろう。それまでに決着をつけなければいけない。

　やがて遠くから雄お叫たけびが聞こえた。

「始まったわ」

　ミサキが呟つぶやく。ボルド達の奇襲だ。

「急ごう！」

　シュウたちはトマの速度を速め、壁かべへとひた走った。

　戦の音がここまで聞こえてくる。

「見えたぞ！」

　──亀裂はあった。

　ヒビはほぼ垂直にぴしりと壁を走っている。そのまま壁上まで続いているようだった。亀裂は下に行くほど深くなっている。

　この亀裂からゲイルは石炭を壁内に届けたという。入り口は人が通れそうなほどだが、中をしばらく進むと狭せまくなっている。ほんの少しの隙すき間まからトンネルが見えたので、そこに石炭と手紙をねじ込んだらしい。

「ミサキ、頼むぞ！」

　シュウは手投げ弾の用意をしながら呼びかけた。亀裂まで距離にしてあと一キロほど。周囲には身を隠かくせそうな所はない。これ以上近づくと、壁の警備兵に気付かれそうだ。

「いくわよ！」

　ミサキは両手を天に掲かかげると、眼を閉じた。風が彼女の両手に巻き付くように発生し、周囲の砂さ塵じんが吹ふき上がる。ミサキの髪かみが激しくなびき、銀羽根を散らした。

　シュウは持ってきた弓をつがい、導火線に火をつけた手て投なげ弾だんを亀き裂れつに向けて射る。あまり得意ではないが、うまく飛んでくれた。持ってきた手投げ弾は四つ。奇襲にも使うので数は限られたが、あるだけ射った。

「風ウインド弾バレツト！」

　ミサキが眼を見開き、両手を亀裂に向けた。風の塊かたまりが発射され、地面をえぐりながら進んでいく。もはや弾、というよりは大たい砲ほうだ。風圧で吹き飛ばされそうになり、必死にトマにしがみついた。頰ほおや身体からだに砂塵が当たって痛い。

　手投げ弾が爆ばく発はつするのと、風弾が壁に着ちやく弾だんしたのはほぼ同時だった。天にも鳴り響ひびくような轟ごう音おんと共に地面が震しん動どうする。煙けむりが巻き起こり、シュウは一いつ瞬しゆん視界を失った。

「どうだ!?」

　煙が晴れるまでじりじりとした時間が流れた。

　まだか。シュウは逸はやる気持ちを抑え、亀裂があった壁のあたりをじっと見つめる。

　やがて煙が薄うすくなり、奥の風景が見え始めた。

「な……!!」

　──壁はあった。

　多少ヒビは広がり、亀裂は前よりえぐれているが、壁はびくとも崩くずれていない。

　なんと、なんと厚い壁なのか──。

「ミサキ……。もう一度だ！　もう一度撃うてないか!?」

「無理よ！　今のでほとんど体内の竜りゆう炉ろを使った！　撃つには時間が要いるわ！」

「どれくらいだ!?」

「……っ！　わからないけど、多分……、一時間はかかる！」

　それでは夜が明けてしまう。いや、これだけ派手な音と煙を巻き起こしたのである。すぐにでも気付かれて──。

　その時、ばん、と壁上から灯あかりが照らされた。まぶしい光にシュウは思わず眼を細める。

　続いて発砲音が響いた。壁の銃じゆう眼がんから警備兵たちが次々と発砲してくる。

「これじゃ蜂はちの巣だ！」

「暗闇にかくれるのよ！」

　トマの手た綱づなを繰くり、灯りから逃のがれようとしたときだ。西門が音をたてて開き、列車が飛び出してきた。四両編成の列車だ。その上部に取り付けられた大きな灯りがシュウたちに向けられる。

「まずい！　くるぞ！」

　どん、と列車砲が火を噴ふく。次々と周囲に着弾し、シュウはトマから投げ出された。

　なんとか受け身を取り、口に入った砂を吐き出す。トマを見ると足を怪け我がしたようだ。片足を引きずっている。ミサキのトマも腹から血を流して倒たおれていた。

「ちっくしょう！」

　完全に作戦は失敗だ。

「どうします!?」

「シュウ！」

　ミサキが鋭するどく叫さけんだ。

　後方、タウン側の方から馬群の足音が聞こえる。やがてィエール軍の旗が見えた。おそらくボルド達の奇き襲しゆうを抜け、騒さわぎを聞きつけこちらに向かってきているのだろう。

　本ほん陣じんの方はまだ混乱しているようだが……。

「正面は壁。東はィエールの本陣、西には列車砲。そして後方からはィエール軍か」

「完全に包囲されたわね」

　ミサキがナイフをすっと引き抜いた。ベルトリーチェがメリケンサックを拳こぶしに塡はめる。シュウも槍を構えた。

　こちらはたった三人だ。絶望的な状じよう況きようである。

　だが。それでも。シュウは二人を見つめた。

　この面子ならちっとも怖こわくはない。

「俺たちは生き残るぞ。なんとか逃にげ延のびるんだ……！」

　二人が頷うなずいた。

　ィエール軍は土つち埃ぼこりを巻きあげ、こちらへ向かってくる。恐おそらく千はいるだろう。地鳴りでシュウの臓ぞう腑ふが揺ゆれた。

「行くぞ！」

　そう叫んだ瞬間だった。ずどん、とィエールの馬群が空中に舞まい上がった。兵士達は馬ごと地面にたたきつけられ、悲鳴があがる。

「!?　なんだ!?」

　続いて、獣けものの咆ほう哮こうが響き渡わたった。

「まさか……」

　ミサキが呟く。

　一瞬、馬群の後方に巨きよ大だいなサイのような頭がちらりと見えた。

「ガンビー!?　タウンで待機しろって言ったのに、なんで……!!」

　そう言いながらミサキは嬉うれしそうに声を弾はずませた。

「ミサキ！」

　キロの声が上から降ってきた。シュウは見上げて思わず眼めを丸くした。

「キロ……！　お前、飛べたのか……!?」

　キロは背中から小さな羽を出してぱたぱたと羽ばたいている。ゆっくり降下してくると、ミサキの肩かたにちょこんと着地した。

「まだ僕は子供だから、ほんの少しの時間だけどね」

「ずっと子供のままでいてほしいんですが」

　ベルトリーチェはその小さな羽にきゅんきゅんしている。

「タウンの住人達が、力になりたいって言い出したんだ」

　シュウたちが壁へと向かった数分後。キロはィエール軍の動きを伝えるためにドレッドタウンに戻もどってきた。ボルド達がそれを聞いて出しゆつ立たつしたのち、住人達がアラミの元にやってきたという。

　あいつらだけ危険なめに合わせて何もせずここにいるなんてできない。フロンティアは俺たちの街だ。自分たちの未来は自分たちで開かい拓たくしたい。

　そう言って皆みな、武器を手に取り共に戦いたいと願い出たらしい。住人達は折れなかった。そこでアラミ達はガンビーに住人達を乗せ、シュウたちを追ってきたという。

「あいつら……」

　こんな状況にもかかわらず、嬉しさがこみ上げてくる。

　背後を奇襲されたィエール軍の士気は完全に乱れていた。

「──キロ、皆に伝えてくれ」

　シュウは槍やりを構えて走り出した。

「あと一時間、持ちこたえてくれと！」

「了りよう解かい！」

　どんな壁だろうと、何度ぶつかろうと、必ず切り拓ひらく。

「フロンティアスピリット──か」

　笑えみがこぼれる。

　いけすかない言葉だと思っていたが、悪くない。

「うぉおおお!!」

　シュウは槍を振ふり上げ、戦場へと飛び込んだ。
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　いつの間にか雨が降り出していた。

　上空には真っ黒な積乱雲がどっしりと鎮ちん座ざし、大おお粒つぶの雨が地面を濡ぬらしている。

　──一体、どれくらいの敵をなぎ倒しただろうか。どれくらいの時間が経過した？

　夜は明けてきているのだろう、先ほどより周囲がよく見える。

　喉のどがひりつく。水が欲ほしい。

　シュウは突つっ込こんでくる騎き馬ば兵の剣けんをかわし、槍で兵士の腹を突いた。雨でぬかるんだ地面に、あやうく足をすくわれそうになる。

　兵士は落馬し、うめき声をあげた。

　発砲音に瞬間的に雷らい気きを纏まとい、弾だん丸がんをはじく。ベルトリーチェが倒れていた兵士を摑つかみ、投げ飛ばした。銃じゆうを持った兵士たちが根こそぎ倒れていく。ミサキがナイフの柄えで兵士を殴なぐり倒す。アラミがその体型からは想像もできない素す早ばやい動作で手を敵の体内に入れると、皆、肩や手足を押さえ悲鳴を上げた。おそらく関節を外したりしているのだろう。ツキネもその能力をふんだんに使い敵をなぎ倒している。熱で甲かつ冑ちゆうを瞬間的に溶とかし、そこを攻こう撃げきしているようだ。ガンビーは列車砲をかいくぐりながら兵士達を跳はね飛ばしている。その甲かん板ぱんからは住人達が弓や銃を使い牽制していた。

　だが、それでもじわじわと包囲は狭せばまってきていた。

「倒しても倒してもきりがありませんね……！」

　天てん井じよう知らずの体力を誇ほこるベルトリーチェも、さすがに疲ひ労ろうの色が濃こくなってきている。

「なにせ兵力に圧あつ倒とう的な差があるからな」

「更さらに増えてきているような気もしますね」

「本陣から合流してきているんだろう。ボルド達が抑おさえきれなくなってきてるんだ」

　むしろあの人数でよくこれだけの間、抑えてくれていたものだ。

　彼らが無事だと良いが。

　頭の近くを銃弾がかすめ、あわてて頭を下げた。

　少しでも集中を解けば、あっという間に命を失う。そんな戦場において、疲労はピークに達しようとしていた。

「ミサキは……」

　彼女がいるはずの暗くら闇やみに眼を向けながら、シュウは腰こしに下げてある水みず袋ぶくろに手をやった。

「シュウさま！」

　どん、と柔やわらかいものが顔に押しつけられ、シュウはそのまま地面をころがった。

　盛せい大だいに水たまりに突っ込み、背中が冷たい。

「ぶわ！」

　顔が何かに埋うまって息ができない。慌あわてて押しつけられているそれを摑むと、ぐいと押しのけた。

　やけに柔らかいな。なんだこれは。

　ぐにぐにと手て触ざわりのいいそれを思わず揉もみしだいた。

「ん……っ」

　ベルトリーチェの胸だった。

「わ────！　すまん！」

　手に力が入り、更に強く揉んでしまう。ベルトリーチェは苦しそうにあえいだ。

「ベル？」

　シュウに折り重なるように倒れている彼女の背中から血が流れていた。

「な──！」

　ずしん、と音がして顔をあげると、巨大な鎧よろいが大剣を構えて立っていた。その剣には血が飛び散っている。

　庇かばってくれたのか──。

　ぬかるんだ地面に足を取られたのだろう。傷はそれほど深くないが──。

「貴様……っ！」

「ぐおおお！」

「!?」

　悲鳴が聞こえ、ついで巨大なものが視界の端はしで倒れるのが見えた。

「ガンビー！」

　巨きよ体たいの横腹から煙けむりが上がっている。ついに列車砲に捉とらえられたのだ。

　見ると、ガンビーの足には複数の兵士が群がっていた。

　跳ね飛ばされるのを覚かく悟ごで足を止めるため馬群を突っ込ませたのか。

　横よこ倒だおしになったガンビーの甲板で住人達が必死に応戦している。だが、この軍勢では数分ももたないだろう。

　アラミやツキネ達にも包囲が迫せまっている。

　どうん、と腹に響ひびくような轟ごう音おんが鳴った。

　列車砲から放たれた砲ほう弾だんが至る所で着弾し、爆ばく風ふうにのけぞる。

「シュウ！」

　ミサキがシュウと鎧との間に飛び込んできた。

「は！」

　声の衝しよう撃げき波はで鎧を退かせると二人をひっつかみ、風雨で削けずれた溝みぞを見つけて飛び込んだ。

　天然の塹ざん壕ごうである。

「ミサキ、助かった！　……竜りゆう炉ろはどうだ!?」

　シュウは革かわ袋からアラミにもらった薬を取り出し、ベルトリーチェの背中の傷に塗ぬりつけながら聞いた。

「まだ少し足りないけど、壁かべとの距きよ離りを縮めればなんとかなるわ！」

「どれくらいだ!?」

「百メートル……くらいかな……。それでも壁を崩くずせるかわかんないけど……！」

　ミサキの声が小さくなる。珍めずらしく弱気だ。

「う……」

　ベルトリーチェが呻うめいた。

「ベル、気付いたか！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　彼女はふ、と眼を開けるとむっくりと身体からだを起こした。

　傷の具合を確かく認にんし、ひとり頷く。

「……大丈夫なようです。傷の割にあまり痛くありません」

　相変わらずアラミの薬はよく効く。

「それに、今は倒たおれている状じよう況きようではないでしょう」

　確かに、もう時間が無い。

　ベルトリーチェの様子にほっとしながらも、塹壕から顔を出し戦場の様子を確認する。

　そのときだ。

　遥か遠く、列車砲より西の彼方かなたになにかが見えた。こちらに向かってきているようだ。

「おい……」

「この軍勢のなか壁に百メートルまで近づかないとダメって、使えない魔ま法ほうですね」

「あ、いま馬ば鹿かにしたな！」

「おい、あれを見ろ!!」

　口くち汚ぎたなく罵ののしり合う二人の頭を摑むと、ぐいと西に向けた。

「いたいです！」

「今、ぐきって……！」

「いいからよく見ろ！　天はどうやら俺たちに味方したぞ！」

　シュウは顔を輝かがやかせた。

「？」

　二人は眉まゆをひそめて眼をほそめる。

「あれは、まさか……」

　みなは戦いくさに夢中でまだ気付いていない。シュウたちだけが気付いた。らせん状に渦うず巻まいているそれは、ゆっくりと成長しているようだ。大きくなっている。

「竜たつ巻まき……！」

「それも、超ちよう特大のやつだ……！」

　竜巻の発生原因は判明していない。中に竜りゆうがいるとも言われているが、伝説だ。

　シュウは空を見上げた。

　ィエールの学者の間では竜巻には積乱雲が関係していると言われている。

　おそらく地表の空気が温まり、出来上がった積乱雲が周囲の寒気とぶつかったことで、強い上じよう昇しよう気流を発生させたのだろう。

　暴風域に入れば戦どころではない。戦況は大きく変わる。

　シュウは思い出した。

　幼い頃ころ、王宮の窓から見た光景を──。

「ミサキ、俺にアイディアがある。聞いてくれ」

「？」

　シュウはひと通り話し終えると、二人の顔を見回した。

「──どうだ？　できるか？」

「できる……と、思う」

　ミサキは不安そうに答えたが、しっかりと頷うなずいた。

「わたしも賛成です。これしかないと思います」

　ベルトリーチェがシュウを見た。

「よし。じゃあ二人とも、これを持っててくれ」

　シュウは種を取り出し、二人に一つずつ手て渡わたした。

「近くに来れば、こいつが光って教えてくれる」

　シュウは拳こぶしを突き出した。

「全員、生きて再び会おう」

　頷き合い、三人は拳を軽く当てた。

「行くぞ！　これが最後のチャンスだ！」

　シュウたちは塹壕から飛び出した。

　ミサキとベルトリーチェは、まっすぐに壁の亀き裂れつへ向かって駆かけだしていく。

　シュウは敵の視線を集めるため、雷気を強めに放った。

「俺はシュウ・ィエール！　フロンティア軍の大将だ！　戦に勝ちたかったら俺の首を取りに来い！」

　大声を張り上げる。

　ずしん、と重苦しい足音が腹に響き、周囲の空気が震ふるえた。

　シュウの全神経が緊きん張ちようでぴんと張り詰つめる。

　一体の鎧兵がシュウの前に姿を現した。

　いつでも攻こう撃げきを避さけられるように両足のスタンスを広く取り、槍やりを構えて対たい峙じする。

　だが。

　向かってくるものとばかり思っていたシュウは、思わず眼めを疑った。

　鎧が兜かぶとを上げたのである。

「シュウ……、シュウか……!!」

　聞き覚えのある力強い声。

「兄上……!?」

　ムウ・ィエール。

　現ィエール王がそこにいた。
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「兄上が前線にいるのか……!?」

「王たるもの、常に民たみを守る壁となりえよ。本ほん陣じんに引きこもっては王の名が汚けがれるわ！」

　兄上らしい考えだ。相変わらずの豪ごう気きさに思わず顔がほころぶ。

　ムウもそれまでの射い貫ぬくような眼を弓なりに破顔させると、

「久方ぶりだな、シュウ。死んだものとばかり思っていたが……」

「国王！」

　周囲の護衛兵が慌あわてて群がってくる。シュウに銃じゆうを向けようとするのを、ムウは手で制した。

「構わぬ！　お前達は周囲を警けい戒かいしろ。邪じや魔まはさせるな！」

「ぎょ、御ぎよ意い……！」

　護衛兵達は納なつ得とくのいかぬ顔ながら、引き下がった。すでに人心は掌しよう握あくしているようだ。

　シュウは、兄の指導者としての資質に感心しながらも首をかしげた。

「兄上、聞いていないのか。俺はフロンティアに追放されて……」

「追放……？　俺はお前が王城の地下で死んだと聞かされたぞ」

　死体も感染の恐おそれがあるため、確認させてもらえなかったという。

「──父上め。やはりユバの言っていた事は正しかった。獅し子し身中の虫とはこのことか」

　ムウは剣けんを地面に突つき刺さし、憤いきどおった。

「？　……そうだ、父上は……、父上はなぜ亡なくなったのですか!?」

　勢い込んで尋たずねた。ヨヒもやはり病やまいで……。

「ヨヒ・ィエールは反逆罪の為ため、刑けいに処された」

「な……！」

　シュウは眼を見開き、平然と言い放ったムウを見つめる。兄は無表情だった。一いつ切さいの悲しみが見受けられず、まるで感情の描えがかれていない仮面のようだ。

　こんな兄上を見るのは──初めてだ。

　なにか、なにかがおかしい。まるでボタンを掛かけ違ちがえているような……違い和わ感。

「兄上……。平気なのか……？」

「なにがだ？」

「父上が死んだんだぞ!?」

「？　それは悲しいが、父上は我々に隠かくれフロンティアと内通していたのだ。とても許されることではない。壁内の平和を守るためにはしようがないではないか」

　ムウはきょとんとした眼でシュウを見る。

「その守ろうとしている壁が病の病巣だったとしてもですか？」

「なに？」

「この病は、モールとの共存を人類が拒きよ否ひしたからこそ生まれた。壁を取り払はらい、モールと共存しなければ人は滅ほろんでしまうんです！」

「シュウ……」

　呆ぼう然ぜんとした声がムウの口から漏もれた。眼から一気に感情が消えていく。

「兄上、話を聞いてくれ！」

　シュウは慌ててこれまでの経けい緯いを手短に話そうとした。

　黙だまって聞いていたムウの顔に、落らく胆たんと失望の色が浮うかんでいく。

「シュウ、もういい」

「兄上……」

　すがるように兄を見つめる。

　ムウはこれ以上の話は無む駄だだと言わんばかりに兜を降ろした。

「何故お前がフロンティア軍の指揮を執とっているのか疑問であったが……。お前はもう狂くるっている！」

「それは違う！」

　ムウはシュウの言葉をはねのけるように剣を振ふった。

「病はフロンティア、ひいてはモールの陰いん謀ぼうによってもたらされたものだ！」

「誰だれがそんなことを……!?」

「それが神々の山脈アヴアルの意志である！　それが長城の判断だ！」

　──なんだって？　アヴァル？　壁？

　シュウは呆然とした。

　そんなものに従うのか？

「──ユバだな！　あいつがそんなデタラメを……！」

　ムウはそれには答えず、剣を構えた。

「お前はィエール家の恥はじさらしだ！　せめてこの手で刑に処してやる！」

「なぜ何も見ようとも聞こうともしないんだ！」

　突き出された剣をシュウはすんでのところで避けた。剣先が頰ほおをかすめる。

　混じりっけのない殺意がそこに込こめられていた。

　実の弟に──。

　心中を無力感が支配していく。

　血を分けた兄が、自分を本気で殺そうと──。

「せめて俺の手で常とこ春はるに送ってやる！」

　一いち撃げき一撃が瞬しゆん殺さつの剣風だ。シュウは必死に避け続けた。脳のう裏りに優やさしく微笑ほほえむ兄の顔が浮かび上がる。どうしても槍を向けることができない。

　幼い頃、イタズラをした俺を庇かばってくれた──。

　手に衝しよう撃げきが走った。槍が跳はね飛ばされる。

　ムウが大剣を眼前に突きつけた。

「……残念だ。シュウ。お前は汚れた。こんなことになるなら、お前もィエールで常春に送ってやるべきだった。母と同じように」

「……え？」

「お前は小さかったから覚えてないか。母上もフロンティアに送られる予定だったのだ」

「なん……だと……？」

　母が……フロンティアに……？

「俺は母を自死病から救ってやりたかった。壁かべの際きわに生えるという病に効く薬草を摘つみ、持って行こうとしたとき……」

　──偶ぐう然ぜんヨヒたちが母の壁外フロンテイア行きを検討しているのを聞いてしまったという。

　ヨヒは当然抵てい抗こうしたが、病がうつる恐れがあると言われ、悩なやんでいた。

　──壁外に送ってしまったら母は人間では無くなってしまう。

　ムウはそれがいやだった。

　──どうせ助からない病ならば、せめて人間の内に……。

　ムウは、王宮にある医師の薬室に忍しのび込むと、ある薬を盗ぬすんだ。

　戦いくさで兵がもはや助からぬと覚かく悟ごした時に飲む毒薬であった。

　それを薬草に含ふくませ──。

「まさか……母を殺したのか……？」

　自分の声が震えるのがわかった。

「殺したのでは無い。常春に送ってやったのだ。人間のまま死ななければ逝ゆけぬ」

　ムウは残念そうに首を振る。だが、その声には何の感情も込められてはいなかった。

　──狂っている。

　兄上も。

　ィエールも。

「王族は民たみを導く定め。人ではない身にやつすなど、許されるべき事ではない。正しい判断だった」

　ムウはひとり深く頷うなずいた。

　シュウの眼に涙なみだが溢あふれた。腹の中が灼やけるように熱くなる。

「……正しい？　正しいだと？」

　瞬しゆん間かん、シュウは雷らい気きを身体からだから一気に放出した。

「ぬ!?」

　ムウが怯ひるんだ様子で飛び退のいた。その隙すきにシュウは槍を拾うと、鎧よろいの関節部に差し込み、雷気を一気に爆ばく発はつさせた。

「ぐお!?」

　ムウは吹ふき飛び、地面を転がった。

「お前達の正義など、薄うすい氷のようなものだ。いつか割れて沈しずむ日が来るぞ！」

「……ふ、ふふふ。今のはモールから授さずかった力か」

　ムウは不気味な笑みを浮かべながら、ゆらりと立ち上がる。

「悪あく魔まの術を使うお前に正義を語る資格などない。見ろ。お前の周りを。誰も居ないではないか。日ひ陰かげの中だ。そして人は光の中に入りたがるものだ！」

「俺はただ、のけものを作り出す壁を壊こわしたいだけだ！」

　シュウは雷気を纏まとわせたまま、ムウに近づく。

　兄はかっと歯をむき出しにすると、大剣を構えた。

「もうお前を弟とは思わん。死ね！」

「兄上！　あんたに国を統すべる資格はない！」

　槍を突き出した。ムウは避けざま、大剣を横に薙なぐ。

　シュウは槍を突き立てそれを軸じくに飛び上がった。大剣が空を斬きる。

　空中でくるりと半回転したシュウは、着地と同時にムウの右みぎ腕うでを切り落とした。

　鎧の腕はべちゃりとぬかるんだ地面に落ち、水がはねる。

　落ちた鎧の腕からは歯車のようなものが見えた。ムウを見ると、切られた肘ひじ部分から手がのぞいている。どうやらそこから先はハンドルのようなもので操あやつっているようだった。

「ぬう！　お前が奇きをてらうとは！」

　槍やりを持ち、飛び跳ねるのはィエールでは邪じや道どうとされる。

「モールの姫ひめに教わったものだ！」

　ミサキの剣術を見ているうちに覚えたものだった。

　シュウはたたみかけるように槍を繰くり出す。

　ムウは左腕だけで大剣を振るが、バランスを崩くずしよろけた。槍で剣をはらう。

　たまらずムウは大剣を落とした。

「終わりだ！」

　シュウは槍を胴どうの隙すき間まに差し入れる。

　雷気を一気に発生させ、昏こん倒とうさせようとした、まさにその瞬間。

　ムウが左腕をシュウに向けた。

　上じよう腕わんの装そう甲こうがばしゅり、と開き、筒つつのようなものが飛び出した。

「!?」

「負けるわけにはいかんのだ！」

　筒が火を噴ふき、砲ほう弾だんが発射された。

　雷気を纏まとい直す猶ゆう予よはない。とっさにシュウは身体をねじった。

「ぐは！」

　横腹に衝撃を受け、吹き飛ばされた。

　激痛にのたうつ。横腹がごっそりとえぐれていた。血がぼとぼとと流れ落ちる。眼の前で種が転がった。腰こしにつけていたはずの革かわ袋ぶくろが、血に濡ぬれた地面に落ちている。衝撃で外れたのか。足音が近づく。顔を上げた。ムウが兜かぶとをあげてシュウを見ている。

「さらばだ、弟よ！」

　銃じゆう砲ほうをゆっくりとシュウに向ける。

　シュウはムウを見つめた。口角を吊つり上げ歯をむき出しにした笑み。見下すような弓なりの眼め。その顔は暗く淀よどみ、歪ゆがんでいる。

「心配するな。フロンティアの連中も、モールの姫とやらも後を追わせてやる」

　とてつもない衝しよう動どうがシュウの身体を貫つらぬいた。

　引き金が引かれる。銃口から砲弾が発射された。硝しよう煙えんが散る。あきらめるものか。火薬の匂においが鼻び孔こうを突つく。今、こいつを止めないと。砲弾が空気を切り裂さく。無意識に落ちた種を握にぎりしめる。こいつの先にあるのは──。

　──絶望だ。

　砲弾が眼前に迫せまる。

　その時。

　光が溢れた。




「なに!?」

　ムウはあまりの眩まぶしさに眼を細めた。光がシュウを守るように包み込む。砲弾は光に遮さえぎられ爆発した。まるでぶ厚い装甲に着弾したかのようだ。

「一体何が……！」

　周囲に砲弾の煙けむりが漂ただよい、視界が遮られる。どこかでバチバチと火花の散るような音が聞こえた。その煙の向こう、ぼんやりと見える光から。

　煙を切り裂き、何かが飛んできた。

　硬かたくするどい、金属がこすれるような音。ついで、ごとん、と重く鈍にぶい音を鳴らして鎧の左腕が地面に落ちた。

　ムウは呆ほうけた顔で落ちた左腕を見る。かろうじて、自身の腕は切り落とされていないようだ。鎧の肘部分から無骨な左手が覗のぞいている。

　再び、しゅん、と風を切り裂く音が聞こえた。

　はっとして顔をあげる。瞬間。

　ぼんやりと発光している鋭するどい爪つめが。

　ムウの左眼を貫いた。




「ぐおおおおお!!」

　うめき声に、シュウははっとした。慌あわてて周囲を見み渡わたす。煙の残ざん滓しが地面を漂っている。

　ムウが眼を押さえ身をよじっていた。

　一体何が？　記き憶おくが無い。確か、眼の前で光が爆発して──。思い出そうと、無意識に右手を額に当てる。そこでようやく、自身の異変に気付いた。

「なんだ……。これは……」

　シュウの右腕に重なるように、ぼんやりと発光したもうひとつの腕があった。

　腕は爬は虫ちゆう類るいを思わせる鱗うろこにびっしりと覆おおわれ、手には四本の鋭い爪が伸のびている。その爪の周囲から、青白い火花が時折バチバチと発生していた。まるで小さな雷だ。慌てて自身の身体を検分する。

　光は右腕に集約されているようだった。
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　なんなんだ、この腕は……？　俺の身体はどうなってしまったんだ？

　その時、自分がずっと何かを握りしめていることに気付いた。ごり、とした硬い感かん触しよく。

「まさか……」

　恐おそる恐る右手を開くと、そこには種があった。

　殻からがほんの少しだけ開いている。光はそこから漏もれ出していた。

　やがて、残像のような腕が光と共に種の中にかき消えると、殻はゆっくりと閉じた。

「この種は……一体……」

　シュウは種を凝ぎよう視しした。心なしか、以前より小さくなっている気がする。

「が……っ！　よくも……尊く気高い俺の眼を、俺の眼を……!!」

　ムウの呪じゆ詛そに慌てて顔を上げた。左眼を手で押さえ、片方の眼でシュウを睨にらんでいる。

「王！」

　鎧兵がムウをかばうように飛び込んできた。

　十体以上いる。

　シュウは種をポケットにしまい、槍を拾い上げた。違い和わ感に気付いて、横腹を押さえる。

「？　あ……！」

　ごっそりとえぐれたはずの傷が修復されていた。

　まだじくじくと血がにじみ、痛みはあるが戦えないほどではない。

　よく見ると傷口を新皮のような白い膜まくが覆っていた。

　──これも、種の力のおかげなのか……？　この病やまいにはまだ何か秘密があるのか？

　雄お叫たけびが聞こえ、はっとする。

　鎧兵達が大たい剣けんを振ふり上げ迫ってきていた。

「しまった！」

　今は得体の知れない謎なぞに気を取られている場合ではない。

　シュウは槍を構え直した。

　鎧兵達に守られたムウが、勝ち誇ほこったように口角を引き上げる。

「お前に壁かべを壊す事はできない」

「やってみなければわからない……！」

「我らとお前達とでは圧あつ倒とう的な戦力の差が……」

　その時。

「──なんだ？」

　ふ、とムウが訝いぶかしげに視線を東に向けた。

　白み始めた東の空。その朝日を背にこちらへ向かってくる馬群がある。

　いや、馬では無い。特とく徴ちよう的な蹄ひづめの音。その特異なシルエット。

　無事だったのか。

　シュウは思わず笑みがこぼれた。

「──夜明けだ」

　ボルド達だった。

　おそらくキロの知らせを受けたのだろう。本ほん陣じんへの奇き襲しゆうをやめ、態勢を立て直しこちらへの応おう援えんに駆かけつけてくれたのだ。

　銀羽根の一味達は雄叫びをあげながらィエール軍の中に飛び込んでいく。

「ガンビー！　立て！　気合いを見せろ！」

「おおおおお!!」

　ボルドの呼びかけにガンビーは再び立ち上がると、取り囲むィエール兵たちをなぎ倒たおした。一味がガンビーに合流し、周囲を固める。

　その周辺の空気が歪み、兵士達が一気に吹き飛んだ。キッカの斬ざん撃げきだ。

「下げ賎せんな民族め……！」

　ムウが歯を割れんばかりに嚙かみしめ、口くち汚ぎたなく罵ののしったときである。

　ねじ切れる音と共に、まるで全すべてを流し去るかのような風が吹いた。

　シュウは西に顔を向ける。

　──ようやく来てくれたか。

「ムウ、見ろ」

「なに──!?」

　ムウが驚きよう愕がくの叫さけびをあげる。

　西門の列車が竜たつ巻まきに巻き上げられ、宙を舞まっていた。

　車両の連結器がねじ切れている。さきほどの音はこれだ。

「た、竜巻！」

「こ、こっちに向かってくるぞ!!」

　ィエール軍もようやく気付いたらしい。兵士達は混乱し、恐るべき自然の力から逃のがれようとちりぢりに退たい却きやくを始めた。

　こうなっては指揮系統は皆かい無むに等しくなる。

「ま、待て！　退くな！　それでも貴様らは選ばれしィエール兵か！」

　ムウが必死に声を張り上げるが、誰だれも聞いてはいなかった。

「すぐにここも暴風域に入る。兄上も、退却した方がよろしいのでは？」

「貴様……！　知っていたのか──！」

　ムウはシュウを睨んだ。

「人は光の中に入りたがると言ったな。だが、光源が変われば立場も変わる」

　シュウは精せい一いつ杯ぱいの嫌いやみを込こめて笑った。

「国王！」

　鎧よろい兵が上を見上げて悲鳴をあげる。

　竜巻によって宙を舞っていた列車が落ちてきた。

「うわぁ!!」

　その場にいた全員が身を伏ふせる。

　列車の車両は次々に地面に落ちて転がった。兵士達が車両に押しつぶされる。

「……っ!!」

　ムウの顔が青ざめた。ようやく事の重大さに気付いたような表情だ。

　その時、壁の亀き裂れつ近くで風が巻き起こった。

　風は渦うずを巻き、上へ上へと上がっていく。

　その様はまるで──。

「た、竜巻がもうひとつ……!?」

　ムウが悲鳴を上げた。

　ミサキの魔ま法ほうだ。目標距きよ離りまで到とう達たつしたのだ。

「こ、国王！　ここは一時、退却を……!!」

　兵士の嘆たん願がんにムウは歯をぎりぎりと嚙みしめ、ふたつの竜巻を睨んでいたが、やがてその顔をシュウに向けた。

「よかろう。ここは一いつ旦たん退ひいてやる。だがシュウ、覚えておけ。これが始まりだ。お前は必ず俺が常春に送ってやる」

　そう言うと、ムウは鎧兵と共にさっと身を翻ひるがえした。

　そう、まだ始まりに過ぎない。

　シュウは兄の言葉を嚙みしめた。

「シュウどの!?　無事だったか!?」

　ボルドがトマで駆けてくる。肩かたにはキロが乗っていた。

「──その傷は？」

　ボルドはシュウの腹を見て顔を歪ゆがませた。

「動けないほどじゃない。行かないと……。時間がない……！」

　シュウは落ちていた革かわ袋ぶくろを拾い上げ、腰こしにくくりつける。ポケットに入れてあった種も袋に入れると、歩き出した。

　風が強くなってきている。

「お前達も暴風域から逃にげてくれ！　巻き込まれるぞ！」

「どこに行く!?」

　西からの竜巻は、ミサキの竜巻に惹ひかれるように進路を変え始めていた。

　いいぞ。読み通りだ。

　──シュウは思い出していた。

　幼い頃ころ、王宮の窓から見た光景。

　壁の向こうで、二つの竜巻が引かれ合い一つの巨きよ大だいな竜巻に融ゆう合ごうする姿を。

　どういう原理かはわからない。

　だが、シュウはその光景を恐れと共にはっきりと記憶していた。

「自然の竜巻とミサキが魔法で作り上げた竜巻──。二つを融合させて壁を壊こわす！」

「だ、だが姫ひめ様さまたちも巻き込まれのでは!?」

「策はある！　俺たちの心配はしなくていい！　それよりもお前達ははやく避ひ難なんを！」

　ボルドはしばし逡しゆん巡じゆんしているようだったが、顔を上げるとシュウを見つめた。

「大地のご加護があらんことを！」

　そう言うと、ガンビー達の方に向かってトマを走らせた。

「ん？」

　ボルドの肩からキロが飛び降り、こちらへ駆けてくる。

　シュウに飛び乗ると、その胸むな元もとに入り込んだ。

「キロ。いいのか？」

「僕の命はミサキと共にある。付いていくよ」

　キロはにっこりと微笑ほほえんだ。

　シュウは頷うなずき、傷の痛みを堪こらえて足を前に進めた。

　この先に、風の吹ふく先にミサキがいる。ベルトリーチェも。







　じりじりとシュウは進んだ。

　どうやら傷の修復は一時的なものらしかった。先ほどアラミからもらっていた薬を塗ぬり込んだが、それでも痛みは増し、脂あぶら汗あせが浮うかぶ。

　風は更さらに強さを増し、踏ふん張っていないと吹き飛ばされそうだ。足は重く鉛なまりのようだった。数百メートルが何キロにも思えてくる。

　風で砂すな嵐あらしが吹き荒あれ、まったく前が見えない。

　ついにシュウの足が止まった。

「ぐ……！」

　動こうとするが、足はまったく言うことを聞いてくれない。

「この……、動け！　動け!!」

　シュウは足を力の限り殴なぐった。悔くやしさで涙なみだが浮かんでくる。

「あともうちょっとなのに……!!」

　こんなところで。届かないのか。壁まであと少しだというのに……!!

　その時、ふっと腰に下げた革袋が光っているのに気付いた。

　その光は急速に強さを増し……。

「シュウさま!!」

　懐なつかしい声にはっとした。

「ベル！」

　砂嵐の中から、侍じ女じよが現れた。

　──傷だらけだ。

　至る所に刀傷が走り、清潔にまとめられていたおさげ髪がみもほつれ、綺き麗れいだったフリルのスカートも破れている。よく見ると、足から血を流していた。撃うたれたようだ。

　それでも彼女は髪かみを振り乱し、ただシュウのみを見つめて走り込んできた。

「信じておりました！　生きていらっしゃると！」

　涙を浮かべながら、ベルトリーチェはシュウを抱かかえ、走り始めた。

「うっ！」

　足が痛むのだろう。顔をしかめながら、片足を引きずるように走る。

「すまん、ベル……！」

「いいえ、あとほんの少しです！」

　ミサキは今、必死に耐たえているだろう。すでにふたつの竜巻は融合しかけており、彼女の制せい御ぎよ下にあるはず。シュウたちが巻き込まれないように巨大な力を抑おさえ込んでいるのだ。相当な負ふ荷かがかかっているはずである。

「はやく行ってやらねば──！」

　ベルトリーチェの足が小石につまずき、つんのめった。

　転てん倒とうし、二人して頰ほおを思いっきり地面に擦こする。

「うぐ……！　ベル、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「なんとか……！」

　だが、彼女の動きは重かった。背中からじわりと血が染しみ出している。鎧に斬きられた箇所だ。やはり傷は重かったのか。

　まずい。このままではいずれ……。

　その時、二つの影かげが後方から迫せまるのが見えた。

　それは二人をすくい上げるように自分の背に乗せると、疾しつ風ぷうのごとき速さで駆かける。

「トマ……!!」

　シュウとミサキのトマだった。

「僕が呼んだんだ」

　キロが自じ慢まんそうに言った。

　傷を負いながらも、主人の危機を救うため駆けつけてくれたのだ。

　トマはぐんぐん速度をあげ、砂嵐の中を駆け抜ぬける。

　やがて種の光が強くなった。

「近いぞ！」

　砂嵐の中で、両の足を踏ん張り耐えている人影が見えてきた。

　ぴょこんと飛び出た耳。風にたなびく尻しつ尾ぽのシルエット。

「ミサキ！」

　ミサキが振ふり返った。

　今まで見たことのない苦痛の表情を浮かべている。

　顔には汗あせが噴ふき出し、眉み間けんに大きなしわを寄せていた。

「シュウ！　もう限界……！」

　悲鳴に近い声が聞こえた。

「撃て！　ミサキ！　撃て！」

　シュウはあらん限りの声で叫さけんだ。

　同時に、シュウは雷らい気きを身体からだに纏まとわせる。できる限り身体にとどめ、圧縮する。

「いけぇぇぇぇぇぇ!!」

　ミサキが両手を振り下ろすのと、シュウが雷気を放ったのは同時だった。

　竜たつ巻まきが一気にその回転を速め、全すべてを巻き込み壁かべに激げき突とつする。







　壁が崩くずれた。







　瓦が礫れきの下でシュウは眼めを覚ました。

　身体を動かすと、その手が何かに触ふれる。

　ミサキの髪だった。

　確かに彼女の髪は柔やわらかく、さらさらとしている。眠ねむっているのか反応はない。

　暗くてよくわからないが、皆みな、近くにいるはずだ。

　──あのとき、壁が崩れた瞬しゆん間かん。

　シュウの放った雷気は地面をうがち、爆はぜた。

　ぽっかりと空いた穴にシュウはミサキを抱だきかかえ、皆で飛び込んだのである。

　落ちてくる瓦礫を雷気で防ぎつつ調整し、穴を塞ふさぐように折り重ねた。

　竜巻が過ぎ去るのを待っている途と中ちゆうで、どうも意識を失ったようである。

　腹の傷はずいぶんと痛みが引いた。時間が経たってアラミの薬が効いてきたらしい。

　外は静かだ。

　シュウはミサキ達を起こすと、雷気を放った。瓦礫が吹き飛び、光が射さし込む。

　穴から抜け出すと、完全に夜が明けていた。

　まだ灰色の雲の切れ間から、陽ひの光が筋となって地表に降り注いでいる。

　ん、とミサキが伸のびをした。

「なんとか生き延びたわね」

「シュウさま……！」

　ベルトリーチェが壁を見上げた。

「ああ。……やったな」

　壁には大きな穴がぽっかりとあいていた。

　いや、穴ではない。亀き裂れつを中心に数百メートルに渡わたり、壁は崩れていた。

　崩れた箇か所しよから壁内の様子が見て取れる。

　竜巻の影えい響きようか、ィエールのスモッグが晴れていた。

　シュウは新しん鮮せんな空気を思いっきり吸い込んだ。

　──やったのだ。

　歓かん声せいが聞こえ、振り向くとボルドたちがこちらへ向かってくるのが見えた。

　ガンビーもいる。甲かん板ぱんの上から手を振っているのは住人達だろうか。

「姫様、シュウどの！　無事でしたか！」

　ボルドが涙混じりの声を張り上げ、瓦礫の上に立つシュウたちを見上げた。

「どうにかな。お前たちも無事でよかった。ィエール軍は？」

「壁に穴があいてるのに律りち儀ぎに門から撤てつ退たいしてったよ」

　ブルーバックが片足を引きずりながら、くくく、と笑って答えた。

「なんだ、まだ生きてたのか」

「つれねぇな」

　にやりとタバコの紫し煙えんを吐はき出した。

　ガンビーに眼をやると、甲板で住人達が祈いのるように手を合わせている。

「……なにしてるんだ？」

「わたしたちが神様にでも見えてるのでしょう」

　ベルトリーチェがうんうんと頷いた。

　確かに、俺たちはともかく……。

　シュウは微笑みを浮かべ仲間達を見つめるミサキを盗ぬすみ見た。

　柔らかい風が彼女の髪を揺ゆらし、銀羽根が舞まう。

　光に包まれた彼女はどこか神こう々ごうしく、美しく輝かがやいている。

「フロンティアの王……！」

　住人の誰だれかがそう呟つぶやくのが聞こえた。

　やがて口々に皆が喝かつ采さいをあげはじめる。

　ゲイルが苦笑いを浮かべ、シュウに頷いた。

　なんだか照れくさい。

「シュウどのがフロンティアの王なら、姫ひめ様さまはどうなるのですかな」

　ボルドがいたずらっ子のような笑えみを浮かべてミサキを見た。

「うるさい。あたしはただのミサキで結構」

　ミサキはさらっと言い放ち、シュウに笑いかける。

「これからが大変よ」

「ああ……。長く苦しい戦いになるだろう」

　だが、風は俺たちに新たな希望を運んでくれるだろう。

　雷らい光こうは一筋の道を示してくれるだろう。

　いつか、この壁をすべて打ち崩す。

　人と人との壁を。人とバケモノの壁を。

　これは、その一歩に過ぎない。

　シュウはそびえたつ高い壁を見上げ、足を踏ふみ出そうとした。

　その時である。一いち陣じんの風がミサキのスカートをふわりとめくれあがらせた。

「あ」

　そういえば……彼女の下着は破れてボロボロになっていたはずだ。

　彼女が下着を穿はいていなかったら──。

　ここにいる全員に見られてしまう！




　反射的にシュウは彼女を思いっきり抱きしめた。




「え？」

　ミサキがぽかん、とした声を上げた。

　その場にいた全員があんぐりと口を開け、二人を見つめる。

「～～～っ!!　し、シュウ！　な、なななな！」

「じっとして、そのまま！」

　風はなかなか吹ふき止まず、シュウはたなびくスカートを手で押さえ続けた。

　ミサキは耳まで真っ赤にして、為なすがままになっている。

　やがて風がやみ、永遠と思える沈ちん黙もくが流れた。

　ベルトリーチェなど文字通り顎あごが外れたような大口をあけて、眼を白黒させていた。

「し、シュウ。そ、その、き、気持ちはありがたいのだが、もう少し人目を忍しのんで……」

　ミサキは腕うでのなかでもじもじと身じろぎをした。潤うるんだ瞳ひとみをシュウに向ける。

「ミサキ……」

[image: ]

　二人は刹せつ那なの間、見つめ合った。

「危ないところだったな」

「は？」

　シュウは風がやんだことを確かく認にんすると、ぱっとミサキを離はなした。

「いや、下着まだ穿いてないんだろ？」

「……え？」

　ミサキはきょとんと、口を開けている。

　微び妙みような沈黙が流れる。

　──あれ。おかしいな。感謝されると思っていたのだが。

　やがて彼女はこほん、と咳せき払ばらいを一つすると、くるりとシュウに背を向けた。

　気のせいか拳こぶしが震ふるえている。

「……帰る」

「え」

「モールに帰る──!!」

　きっと振り返ったミサキの顔は真っ赤になっていた。

　眉まゆが吊つり上がって、眼には涙なみだがにじんでいる。

　なんだか怒おこっていたような気がするが何故なぜだ。

　ミサキはだっと駆けだした。

　疾風のごとき速さであっという間に遠くへかすんでいく。

「お、おい待て！　ミサキ、カムバーック!!」




　──後にこの戦いは『ドレッドタウンの奇き跡せき』と呼ばれ、後世に語り継つがれる。

　新たな王の誕生、そしてィエール、モール、フロンティア。

　大陸全土が戦乱の渦うずに吞のみ込まれる『フロンティア大戦』の幕開けであった。








エピローグ









　バロールは王城のテラスに、ぼうと立っていた。

　夜がひっそりとモールを包んでいる。王城から見える家屋には灯あかり一つ、ついていない。

　そこには漆しつ黒こくの暗くら闇やみが広がっているだけだ。

　おそらく今、その眼まなこを開いているのはモール王国の中でバロールだけだろう。

　そのような深い夜にモール王はただひとり、一心に暗黒を見つめていた。

　偶ぐう蹄てい目もくに似た無感情な眼はどこをも見ておらず、どこをも見ている。




　──その耳がぴくりと動いた。

　背後から気配が近づいてくる。

　バロールは振ふり返らず、何者かが口を開くのを待った。

「……ミサキが壁かべを壊こわしたよ」

　その報告にバロールの眼が一いつ瞬しゆん、揺れた。

　その反応は、期待していたようで、どこか望んでいなかったような──。

　戸と惑まどいを感じさせた。

「いつ？」

　だが、バロールはすぐにいつものおだやかな表情を浮うかべると、ゆっくりと問うた。

「一昨日おととい」

「はいはい。教えてくれてありがと」

「いよいよ始まったね」

　何者かは弾はずむように言った。これから起こることが楽しみで仕方ないといった様子だ。

「そうだねぇ。……全すべてを知ったとき、あの子たちが敵となるか味方となるか……」

　モール王は何者かを振り返ると、にっこりと笑った。

「アヴァルはこれからどう動くか……。楽しみだねぇ」





了









あとがき







「平ひら尾おさん、小説書いてみませんか？」

　そう言われたのは確か約二年前。かつて自分の監かん督とく作品で制作を担当してくれ、現在は小説家、脚きやく本ほん家として活かつ躍やくしている百もも瀬せ祐ゆう一いち郎ろうさまからのご提案でした。

　……不安しかない。

　なぜならそれまで小説なんて書いたこともありませんでしたから。

　ですが、頭の中にあるアイディアや物語の骨片を形にして発表したい。純度百％、自分自身の作品で人に喜んで欲しい。そう思っていた時期でもありました。

　そこで勇気を振ふり絞しぼって書きたい旨むねを伝え、ファンタジア文庫の担当さんと会い、プロットを渡わたして……と、あれよあれよと現在に至ります。

　幼い頃ころに物語に触ふれ、いつしか自分自身で作り出すことを夢想し、アニメーションの世界に飛び込みました。キャリアとしては中ちゆう堅けんといったところですが、小説家としてはまったくのド新人。本作がデビュー作となります。おそるおそる始めた執しつ筆ぴつでしたが、書き進めていくうちに、かつて頭の中で物語を妄もう想そうしては勝手にわくわくしていた気持ちがよみがえってきました。




　ここまでお読みいただいた読者さま。本作はいかがだったでしょうか？

　この本を読んで、私と同じようにわくわくした気持ちになってもらえたならば幸いです。

「面白かったから続きを書け！」と応おう援えんしてくださると望外の喜びです。

　この本を読んでつまらなかった読者さま。

「面白くなるまで続きを書け！」と応援してくださると望外の喜びです。

　文章に不満をもった読者さま。

「うまくなるまで続きを書け！」と応援してくださると望外の喜びです。

　……すみません。




　さて、最後にお世話になった方々へ謝辞を。

　まずは小説を書く機会を与あたえてくださった百瀬さま。

「はやく読みたいです！」と期待してくれたのは心の励はげみになりました。

　ファンタジア文庫の担当さま。

　小説の書き方もわからない私に手取り足取り教えてくだり、更さらには物語に対する助言など、感謝してもしきれません。ありがとうございます！

　イラストを担当してくださった足あ立だち慎しん吾ごさま。

　文章で描えがかれたキャラクターが、自分の大好きな絵で描かき起こされていくさまは鳥とり肌はだモノでした。ありがとうございます！

　デザインを担当してくださった越阪部おさかべワタルさま。

　拙せつ作さくのアニメではお馴な染じみですが、いつも素敵なデザインをありがとうございます！




　そして、最後まで読んでいただいた「ご縁えん」のあった読者の皆みなさま。

　ありがとうございます！

　小説も書いたことのない私がここまで来られたのは、ひとえに「縁」のおかげです。この作品でも「縁」はひとつのキーワードだと思っています。この縁を次へと繫つなげられるならばこれに勝る幸せはありません。

　シュウとミサキの物語が、最後まで皆さまとご縁が途と切ぎれずに締しめくくれますように。

　ひとりでも多くの読者さまと、彼らの行く道を共にできますように。

　それではまた、ご縁があったらお会いしましょう。


平ひら尾お隆たか之ゆき　　
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